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はじめに
本製品使用権説明書の内容は以下のとおりです。
· Microsoft 製品を 9 つのライセンス モデルにグループ化しています。各モデルは、共通の使用条件を有しています。
· 各ライセンス モデルに属する製品を特定しています。
共通の使用条件　　目次の後に記載されている共通の使用条件は、すべての製品に適用されます。
ライセンス モデル　　本製品使用権説明書には 9 つの章があり、各章ごとに 1 つのライセンス モデルが記載されています。ライセンス モデルは以下のとおりです。
· デスクトップ アプリケーション
· デスクトップ オペレーティング システム
· 開発ツール
· オンライン サービス
· サーバー – オペレーティング システム
· サーバー – 管理サーバー
· サーバー – サーバー/CAL
· サーバー – プロセッサごと
· サーバー – 特殊なサーバー
目次と各章の冒頭に各ライセンス モデルに該当する製品の一覧表が掲載されています。各章では、その章で扱うライセンス モデルに関する標準の使用条件を規定し、さらに各製品に固有な使用条件について記載しています。
ソフトウェア アシュアランスの特典　　付録 1 には、ソフトウェア アシュアランスの特典に適用される使用条件を記載しています。この特典は製品表にまとめられています。
インターネット ベースのサービス　　付録 2 には、本製品と共に提供されるインターネット ベースのサービスに関連する特記事項を記載しています。
製品群　　ライセンス モデルは製品群とは異なることにご注意ください。製品表は、各製品が 3 つの製品群 (アプリケーション、システム、サーバー) のどれに該当するかを表示しています。
各製品の使用条件　　各製品の使用条件を参照するためには、その製品のライセンス モデルを特定する必要があります (目次をご参照ください)。各製品をご使用いただく際には、以下の使用条件が適用されます。
· 共通の使用条件
· 該当するライセンス モデルに標準の使用条件
· および、その製品に関する製品固有の使用条件 (該当するライセンスモデルの章末に記載)
以前のバージョンおよび世界的な販売が終了した製品　　本製品使用権説明書は通常、世界的に販売されている製品の最新バージョンについて記載しています。本製品使用権説明書に記載されていない製品の使用条件については、以前のバージョンの製品使用権説明書をご参照ください。それらの製品について記載されている最後の製品使用権説明書を検索するには、http://www.microsoftvolumelicensing.com/userights/PURRetired.aspx にある一覧をご参照ください。また、http://www.microsoftvolumelicensing.com/userights/PURArchive.aspx で、アーカイブされた製品使用権説明書を参照することができます。必要なバージョンがお手元にない場合は、Microsoft の担当者またはリセラーにご連絡ください。
製品使用権説明書明確化事項と
変更事項の概要
本製品使用権説明書は、Microsoft 製品のライセンスと管理が容易になるように構成されています。既存の製品の使用については、お客様は、本製品使用権説明書、またはその製品の使用に対して適用される製品使用権説明書の以前の更新版を参照できます。以下に、追加事項、削除事項および本製品使用権説明書に対するその他の変更点を記載しています。また、お客様からの質問に対応するため、明確化事項も記載しています。これらの明確化事項は、Microsoft の既存のライセンス方針を反映したものです。
今回の更新版では、次の製品が追加されています (参照用として該当するライセンス モデルも記載しています)。
デスクトップ アプリケーション
· Office Mobile 6.1
サーバー – サーバー OS
· Microsoft Application Virtualization 4.5 for Terminal Services

· Windows Essential Business Server 2008 Standard Edition および Premium Edition
· Windows Small Business Server 2008 Standard Edition および Premium Edition
サーバー – サーバー/CAL
· SQL Server 2008 Small Business Edition
サーバー – プロセッサごと
· Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition および Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition
· SQL Server 2008 Web Edition
サーバー – 管理サーバー
· System Center Configuration Manager 2007 R2
· System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology

· System Center Virtual Machine Manager 2008
サーバー – 特殊なサーバー
· HPC Pack 2008
· Microsoft Hyper-V Server 2008
· System Center Virtual Machine Manager 2008 Workgroup Edition

· Windows HPC Server 2008
· Windows Server 2008 HPC Edition
· Windows Server 2008 HPC Edition without Hyper-V

オンライン サービス
· Exchange Online Deskless Worker および Standard Edition
· Office SharePoint Online Deskless Worker および Standard Edition
· Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition

· ソフトウェア アシュアランス用 USL　　Business Productivity Online Standard Suite USL (Core CAL Suite および Enterprise CAL Suite 向け)、Exchange Online Standard USL、Office SharePoint Online Standard USL、および Office Live Meeting Standard User USL

今回の更新版では、次の製品が削除されました。
· Compute Cluster Pack
· Digital Image Suite 2006
· Softgrid for Terminal Services
· Software Licensing and Protection Services 2008 Standard および Enterprise Edition

· System Center Configuration Manager 2007 および System Center Configuration Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology
· System Center Virtual Machine Manager 2007 (Workgroup Edition を含む)
· Windows Compute Cluster 2003
· Windows Live OneCare
· Windows Small Business Server 2003 R2 Standard および Premium Edition

· Windows Server 2003 Compute Cluster Edition
今回の更新版には、以下の明確化事項およびその他の変更点が含まれます。
· Exchange Server 2007 および Office SharePoint Server 2007
Office SharePoint Online Standard および Exchange Online Standard を対象とする有効なユーザー サブスクリプション ライセンスでは、ライセンス取得済みの Exchange Server 2007 サーバーおよび Office SharePoint Server 2007 サーバーにもアクセスできます。
· MSDN
Windows Server 2008 Terminal Services の使用条件を更新しました。
· サーバー全般
サーバー製品の追加ソフトウェア一覧を適宜更新しました。
· サーバー – 管理サーバー
デバイスのアウトオブバンド管理に管理ライセンスが不要であることを明確にしました。
Microsoft ライセンス モデル
概要
本製品使用権説明書では、9 つのライセンス モデルについて個別の章を設けて記載しています。各章では、各ライセンス モデルに関する使用権と制限について詳細に説明します。また、特定の製品に適用される例外規定についても触れます。この章では、各モデルについて簡単に説明します。
1) デスクトップ アプリケーション – デバイスごとのライセンス
お客様は、デバイスごとに 1 つのライセンスを取得する必要があります。また、(ローカルまたはネットワーク経由でリモートに) ソフトウェアへのアクセスやソフトウェアの使用を行う場合にもデバイスごとにライセンスを取得する必要があります。お客様は、本ソフトウェアおよびその旧バージョンの任意の数の複製を、ライセンス取得済みのデバイス、またはその利用をサポートするネットワーク機器にインストールして使用することができます。これらの複製は、ホスト オペレーティング システムまたは仮想的なハードウェア システムにインストールすることが可能です。
図 1
ライセンス取得済みのデバイスには、複数の複製をインストールできます。
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ネットワーク デバイス上にインストールされているソフトウェアの複製に対するアクセスは、当該ソフトウェアのライセンスを取得しているデバイスからのみ実行できます。
図 2
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ソフトウェアへのリモート アクセスに使用するデバイスでは、下位エディションのライセンスではなく、同位または上位エディションのライセンスを取得する必要があります。
2) デスクトップ オペレーティング システム – デバイスごと複製ごとのライセンス
お客様は、デバイスごとに 1 つのライセンスを取得する必要があります。また、(ローカルまたはリモートに) ソフトウェアへのアクセスやソフトウェアの使用を行う場合にもデバイスごとにライセンスを取得する必要があります。お客様は、1 台のデバイスに複製を 1 部だけインストールできます。この複製は、ホスト オペレーティング システムまたは仮想的な (あるいはエミュレートされた) ハードウェア システムにインストールすることが可能です。ボリューム ライセンスでは、デスクトップ オペレーティング システム ライセンスは "アップグレード ライセンス" です。アップグレード ライセンスは、"条件を満たしたオペレーティング システム" のライセンスをお客様が取得済みであるデバイスについてのみ取得することができます。アップグレード ライセンスを取得できる "対象オペレーティング システム" の一覧は製品表に含まれています。製品表については、http://www.microsoftvolumelicensing.com/userights/PL.aspx をご覧ください。

"ソフトウェア アシュアランス" を取得したお客様には、当該デバイス上で (Windows Vista Business の代わりに) "Windows Vista Enterprise Edition" を使用する権利が付与されます。この際、対象のデバイス上で追加の複製またはインスタンスを最大 4 つまで実行することも許可されます。
図 3
Windows Vista Enterprise のライセンスを取得したデバイスでは、物理的オペレーティング システム環境で Vista Enterprise を実行できるほか、同じ物理デバイス上に構築した 4 つの仮想的オペレーティング システム環境で Windows の各種エディションおよびバージョンを混在させて実行できます。
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3) 開発ツール – ユーザーごとのライセンス
お客様は、ソフトウェアへのアクセスやソフトウェアの使用を許可するユーザーごとに 1 つのライセンスを取得する必要があります。プログラムの設計、開発、テストおよびデモンストレーションの実行を目的として 1 人のユーザーのみがアクセスして使用する場合は、任意の数のデバイスに任意の数の複製をインストールできます。このソフトウェアにアクセスできるのは、ライセンスを取得したユーザーのみです。
4) オンライン サービス – ユーザーまたはデバイス サブスクリプション ライセンス、サービス サブスクリプション ライセンス、またはアドオン サブスクリプション ライセンス
オンライン サービスは、サブスクリプションをベースとしてソフトウェアおよびサービスへのアクセスを提供します。このモデルに基づくライセンス提供は、次のうちのいずれか 1 つまたは複数のライセンスで構成されます。
· ユーザーまたはデバイス サブスクリプション ライセンス (USL または DSL)
これらのライセンスが必要となるサービス提供では、当該オンライン サービスにアクセスするユーザーまたはデバイスごとに USL または DSL が必要です。
· サービス サブスクリプション ライセンス (SSL)
これらのライセンスが必要となるサービス提供では、このライセンスは、組織全体によるオンライン サービスの使用に対して適用されます。サービスの提供内容によっては、ユーザー、デバイス、またはアドオンの SL も必要になることがあります。
· アドオン サブスクリプション ライセンス (アドオン SL)
このライセンスは、USL、DSL、および SSL の代わりに使用されることがあります。また、USL、DSL、および SSL に加えて使用されることもあります。このライセンスの目的はさまざまです。たとえば、特定の使用量の単位 (ストレージ容量など) に対して適用したり、外部ユーザーがアクセスする 1 台のサーバーに対して適用することができます。アドオン サブスクリプション ライセンスは、常に必要であるとは限りません。
5) サーバー : オペレーティング システム – サーバー ライセンス + CAL + オプションのエクスターナル コネクタ
大部分の製品では、お客様は1 つのサーバーに対し、そのサーバー上で実行する本サーバー ソフトウェアのインスタンスごとに 1 つのライセンスを割り当てる必要があります。かかるインスタンスは、当該サーバー上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行できます。一部の製品では、ライセンス モデルの例外として、より広範な使用権が付与されます。たとえば、Windows Server 2008 Enterprise のライセンスでは、ライセンスを取得したサーバー上で同時に最大 4 つの仮想的オペレーティング システム環境を構築し、その環境でインスタンスを実行することが許諾されます。Windows Server 2008 Datacenter など、ライセンスを取得したサーバーに搭載した物理的プロセッサごとにライセンスを取得すれば、任意の数のインスタンスを同時に実行できるような製品もあります。
図 4
オペレーティング システムのライセンスごとに許可されるインスタンスの数
	オペレーティング システム
	1 台のサーバー上にある物理的および仮想的オペレーティング システム環境で許可されるインスタンス

	Windows Server 2008 Standard
	1* + 1 

	Windows Server 2008 Enterprise
	1* + 4 

	Windows Server 2008 Datacenter
	無制限

	Windows Small Business Server 2008 Standard
	1* または 1

	Windows Server 2003 for Small Business Server
	1* または 1


*許可されている最大数のインスタンスを実行する場合、物理的オペレーティング システム環境のインスタンスは、ライセンスを取得したサーバー上でハードウェア仮想化ソフトウェアを実行する、ハードウェア仮想化サービスを提供する、またはオペレーティング システム環境の管理とサービス提供のためソフトウェアを実行するという目的でのみ使用できます。

これらの製品使用権で規定されている場合を除き、すべてのサーバー オペレーティング システム製品では、サーバー ソフトウェアにアクセスするユーザーまたはデバイスごとに CAL が必要です。CAL には、デバイス CAL とユーザー CAL の 2 種類があります。お客様は、いずれか一方の種類のライセンスを取得できますが、その選択は、ライセンスを取得する時点またはソフトウェア アシュアランスを更新する時点で行う必要があります。
· デバイス CAL
1 台のデバイスに対するライセンス (当該デバイスを使用して任意のユーザーがサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスできます)

· ユーザー CAL
1 人のユーザーに対するライセンス (当該ユーザーは任意のデバイスを使用してサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスできます)

CAL は特定のバージョンに関連付けられています。アクセス先のサーバー ソフトウェアと同じか、または将来のバージョンである必要があります。CAL では、同一の組織によりライセンスが取得されているサーバーに対するアクセスが許諾されます。別の組織によってライセンスが取得されたサーバーに対するアクセスは許諾されません。
図 5
ユーザーまたはデバイスに基づく CAL の割り当て
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お客様が、サーバー上のソフトウェアに直接アクセスするデバイスまたはユーザーの数を削減するために、ハードウェアまたはソフトウェアを使用したネットワーク アーキテクチャを展開する場合があります。これを、"マルチプレキシング (多重化)" または "プーリング" と呼びます。ただし、この場合も、サーバー ソフトウェアへのアクセスまたはサーバー ソフトウェアの使用に必要な CAL の数を減じることにはなりません。CAL は、"マルチプレキシング (多重化)" または "プーリング" を行うソフトウェアやハードウェアのフロント エンドに接続されるそれぞれのデバイスまたはユーザーごとに必要になります。
図 6
マルチプレキシング (多重化) : ユーザーおよびデバイスは、次の図に示すように、Windows Server または SQL Server ソフトウェアに間接的にアクセスします。サーバー ソフトウェアに対するアクセスが間接的である場合でも、CAL の要件は無効にはなりません。
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エクスターナル コネクタ (EC) ライセンスは、外部ユーザーがアクセスする各サーバーについて、CAL の代替となります。外部ユーザーとは、従業員ではないユーザー、またはオンサイトの契約業者ではないユーザーのことです。1 台のサーバーに割り当てられた 1 つの EC ライセンスにより、任意の数の外部ユーザーによるアクセスが許可されます。ただし、そのアクセスが (外部ユーザーのためではなく) 使用権取得者のためとなる場合に限定されます。実行するインスタンスの数にかかわらず、外部ユーザーがアクセスする物理サーバーごとに 1 つの EC ライセンスが必要になります。サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利については、別途ライセンスを取得する必要があります。EC は CAL と同様に、アクセスを許諾するだけのライセンスです。EC ライセンスは CAL と同様に、特定のバージョンおよび機能に関連付けられています。アクセス先のサーバー ソフトウェアと同じか、または将来のバージョンである必要があります。外部ユーザー用に CAL を取得するか EC を取得するかの意思決定は、主に財務上の判断に委ねられます。
6) サーバー : 管理サーバー – サーバー ライセンス + 管理ライセンス
お客様は1 つのサーバーに対し、そのサーバー上で実行する管理サーバー ソフトウェアのインスタンスごとに 1 つのライセンスを割り当てる必要があります。かかるインスタンスは、当該サーバー上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行できます。
これらの製品使用権で規定されている場合を除き、すべての管理サーバー製品では、サーバー ソフトウェアによって管理されるデバイスごとに管理ライセンスが必要です。管理ライセンスは、サーバー用と非サーバー用の 2 つのカテゴリに分けられます。
A. 管理されるサーバーに必要なライセンス
管理対象とするデバイス上のサーバー オペレーティング システム環境 (OSE) ごとに、1 つのサーバー管理ライセンス (ML) が必要です。複数の OSE が存在する場合は、対象デバイスにつき、OSE と同数の ML が必要になります。1 つの System Center Server Management Suite Enterprise ライセンスを使用すると、サーバー上にある任意の数の OSE を管理できるようになります。サーバー ML を使用して、非サーバー OSE を管理することもできます。
B. 非サーバーに必要なライセンス
管理対象とするデバイス上の非サーバー OSE ごとに、1 つのクライアント ML が必要です。クライアント ML には、OSE ML とユーザー ML の 2 種類があります。
· OSE ML
OSE と同数の ML が必要となるサーバー ML の場合と同様に、デバイス上で管理する非サーバー OSE ごとに 1 つの OSE クライアント ML が必要になります。OSE クライアント ML では、サーバー ソフトウェアのインスタンスにより、1 台のデバイスを使用する任意のユーザーが非サーバー OSE を管理できるようになります。
· ユーザー ML
別の方法として、ユーザー クライアント ML を使用することも可能です。これらの ML では、ユーザー クライアント ML が割り当てられている各ユーザーが使用する任意の非サーバー OSE の管理が許諾されます。1 つの OSE を複数のユーザーが使用しているが、OSE によるライセンスを取得していない場合は、OSE を使用している各ユーザーに対してユーザー クライアント ML を割り当てる必要があります。
また、Core CAL ライセンスおよび Enterprise CAL Suite ライセンスを使用することにより、1 つのライセンスにより、1 台のデバイス上で任意の数の非サーバー OSE を管理することができます (このライセンスは、デバイスごとに必要です)。
図 7
管理サーバー製品で管理するには、デバイス上の OSE ごとに 1 つの管理ライセンス (ML) が必要になります。サーバー OSE の場合は、1 台のデバイス上で任意の数の OSE を管理できる Server Management Suite Enterprise ML を取得するというオプションがあります。非サーバー OSE の場合は、ユーザーごとに管理ライセンスを付与するオプションや、Core CAL ライセンス、または Enterprise CAL Suite ライセンスを通してライセンスを付与するオプションがあります。
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7) サーバー : サーバー/CAL – サーバー ライセンス + CAL + オプションのエクスターナル コネクタ
大部分の Microsoft サーバー/CAL 製品では、お客様は1 つのサーバーに対し、そのサーバー上で実行する本サーバー ソフトウェアのインスタンスごとに 1 つのライセンスを割り当てる必要があります。かかるインスタンスは、当該サーバー上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行できます。一部の製品では、ライセンス モデルの例外として、より広範な使用権が付与されます。たとえば、SQL Server Enterprise のライセンスを 1 つ取得した場合、お客様は使用許諾されたサーバー上の、1 つの物理的オペレーティング システム環境および任意の数の仮想的オペレーティング システム環境において、サーバー ソフトウェアの任意の数のインスタンスを実行できます。
これらの製品使用権で規定されている場合を除き、すべてのサーバー/CAL 製品では、サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスごとに CAL が必要です。CAL には、デバイス CAL とユーザー CAL の 2 種類があります。お客様は、いずれか一方の種類のライセンスを取得できますが、その選択は、ライセンスを取得する時点またはソフトウェア アシュアランスを更新する時点で行う必要があります。
· デバイス CAL
1 台のデバイスに対するライセンス (当該デバイスを使用して任意のユーザーが、ライセンス取得済みのサーバー上にあるサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスできます)

· ユーザー CAL
1 人のユーザーに対するライセンス (当該ユーザーは任意のデバイスを使用して、ライセンス取得済みのサーバー上にあるサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスできます)

CAL は特定のバージョンおよび機能に関連付けられています。アクセス先のサーバー ソフトウェアと同じか、または将来のバージョンである必要があります。CAL では、同一の組織によりライセンスが取得されているサーバーに対するアクセスが許諾されます。別の組織によってライセンスが取得されたサーバーに対するアクセスは許諾されません。
お客様が、サーバー上のソフトウェアに直接アクセスするデバイスまたはユーザーの数を削減するために、ハードウェアまたはソフトウェアを使用したネットワーク アーキテクチャを展開する場合があります。これを、"マルチプレキシング (多重化)" または "プーリング" と呼びます。この場合も、サーバー ソフトウェアへのアクセスまたはサーバー ソフトウェアの使用に必要な CAL の数を減じることにはなりません。CAL は、"マルチプレキシング (多重化)" または "プーリング" を行うソフトウェアやハードウェアのフロント エンドに接続されるそれぞれのデバイスまたはユーザーごとに必要になります。
図 8
ユーザーまたはデバイスに基づく CAL の割り当て
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エクスターナル コネクタ (EC) ライセンスは、外部ユーザーがアクセスする各サーバーについて、CAL の代替となります。外部ユーザーとは、従業員ではないユーザー、またはオンサイトの契約業者ではないユーザーのことです。1 台のサーバーに割り当てられた 1 つの EC ライセンスにより、任意の数の外部ユーザーによるアクセスが許諾されます。ただし、そのアクセスが (外部ユーザーのためではなく) 使用権取得者のためとなる場合に限定されます。実行するインスタンスの数にかかわらず、外部ユーザーがアクセスする物理サーバーごとに 1 つの EC ライセンスが必要になります。サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利については、別途ライセンスを取得する必要があります。EC は CAL と同様に、アクセスを許諾するだけのライセンスです。EC ライセンスは CAL と同様に、特定のバージョンおよび機能に関連付けられています。アクセス先のサーバー ソフトウェアと同じか、または将来のバージョンである必要があります。CAL を取得するか EC を取得するかの意思決定は、主に財務上の判断に委ねられます。
8) サーバー : プロセッサごと – プロセッサごとのライセンス
お客様は1 つのサーバーに対し、そのサーバー上でソフトウェアが使用するプロセッサごとに 1 つのライセンスを割り当てる必要があります。物理的オペレーティング システム環境で実行するソフトウェアの場合、物理的プロセッサごとにライセンスが必要です。仮想的オペレーティング システム環境で実行するソフトウェアの場合、ソフトウェアが使用する仮想プロセッサについてのみライセンスが必要となります。プロセッサごとのライセンスでは、任意の数のユーザーが任意の数のデバイスからソフトウェアにアクセスすることが許諾されるため、CAL ライセンスや EC ライセンスは必要ありません。
ライセンス取得済みの物理的または仮想的オペレーティング システム環境では、任意の数のインスタンスを実行できます。
図 9
プロセッサごと – 物理的オペレーティング システム環境
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図 10
プロセッサごと – 仮想的オペレーティング システム環境
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9) サーバー : 特殊なサーバー – サーバー ライセンス
お客様は1 つのサーバーに対し、そのサーバー上で実行する本サーバー ソフトウェアのインスタンスごとに 1 つのライセンスを割り当てる必要があります。そのインスタンスは、当該サーバー上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行できます。一部の製品では、例外として、より個別の使用権が付与されます。
Microsoft 製品使用権説明書の使い方
· 目次でお探しのライセンス モデルをご確認ください。
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· 「共通の使用条件」をお読みください。これらの条項は全製品に適用されます。
· 該当するライセンス モデルの「A. 標準の使用条件」をお読みください。これらの条項はそのライセンス モデルに該当する全製品に適用されます。
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· 製品名の横にアスタリスク (*) が付いた製品には追加の固有な使用条件が適用されます。これらの条項は「B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件」で確認できます。
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· 名前の横に (I) が付いた製品には、インターネット ベースのサービスに関する特記事項があります。この特記事項については、「付録 2 – インターネット ベースのサービス」を参照してください。
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共通の使用条件
本使用条件は、お客様がボリューム ライセンス契約に基づいて使用するすべての Microsoft ソフトウェアおよびオンライン サービスに適用されます。
A. お客様の使用権　　お客様が本書に記載される製品使用権および製品表を含むボリューム ライセンス 契約に従うことを条件として、お客様はその製品使用権に従ってソフトウェアおよびオンライン サービスを使用することができます。
B. 他のバージョンを使用する権利　　特定の製品に関する使用条件は、一度に 1 つまたは複数のコピーもしくはインスタンスを使用することを許可するものです。これらのどの製品についても、許可された任意のコピーもしくはインスタンスに関して、ライセンス取得済みバージョンに代えて以下のいずれかを作成し、保存し、実行することができます。
· 旧バージョン
· 許可されている異なる言語バージョン
· 使用可能な異なるプラットフォーム バージョン (32 ビット版または 64 ビット版など)
C. 第三者のプログラム　　第三者が許諾するプログラムに別途使用条件が付属する場合、お客様はその条件に従って第三者が許諾するプログラムを使用するものとします。
D. プレリリース ソフトウェア　　プレリリース ソフトウェアに別途使用条件が付属する場合、お客様はその条件に従ってプレリリース ソフトウェアを使用するものとします。
E. 更新プログラムおよび追加物　　Microsoft は、お客様がライセンスを取得するソフトウェアにつき、更新または追加を行う場合があります。そのような場合、お客様は、その更新プログラムまたは追加物をソフトウェアと共に使用することができます。その更新プログラムおよび追加物に別途使用条件が付属する場合、お客様はその条件に従って更新プログラムおよび追加物を使用するものとします。
F. 商業的ホスティングの禁止　　お客様は、商業的ホスティング サービスを提供することを目的として本製品を使用することはできません。
G. 技術的な制限　　お客様は、特定の使用方法を求めるソフトウェアの技術的制限に従う必要があります。この制限を回避することは禁じられています。詳細については、http://www.microsoftvolumelicensing.com/userights/TechLimit.aspx をご参照ください。
H. その他の権利　　任意のデバイス上のソフトウェアにアクセスする権利は、そのデバイスにアクセスするソフトウェアまたはデバイスに関する Microsoft の特許またはその他の知的財産権を行使する権利を、お客様に付与するものではありません。
I. ドキュメンテーション　　お客様のコンピュータまたは内部ネットワークに有効なアクセス権を有する人は、お客様の内部使用目的に限り、ドキュメンテーションを複製して使用することができます。ドキュメンテーションには、電子ブックは含まれません。
J. 製品のアクティベーション　　一部の製品およびオンライン サービスのインストールおよびアクセスには、アクティベーションまたはボリューム ライセンス キーが必要となります。アクティベーションまたはキーが必要となる場合の詳細については、http://www.microsoft.com/licensing の「Activate」をご参照ください。割り当てられたキーの使用とキー マネージメント サービス (KMS) コンピュータによる製品のアクティベーションに関する責任は、お客様が負うものとします。
· お客様はキーを第三者に開示しないでください。
· お客様は、KMS コンピュータに、インターネットなどの管理されていないネットワークを経由してセキュリティで保護されていない状態でアクセスすることはできません。
K. 追加の機能　　Microsoft は、ソフトウェアまたはオンライン サービスについて追加の機能を提供することがあります。その際、別途の使用条件および料金が適用されることがあります。
L. 複数の製品または機能の同時使用　　お客様は、デバイス上でまたはユーザーによって使用される各製品および別個に使用が許諾される機能のそれぞれに対するライセンスが必要です。たとえば、Windows で Office を使用する場合、Office と Windows の両方のライセンスが必要です。同様に、Windows Server の Terminal Services にアクセスするには、Windows Server CAL と Terminal Services CAL の両方が必要です。
M. フォント コンポーネント　　本ソフトウェアが動作している間は、そのフォントを使ってコンテンツを表示したり印刷したりできます。ただし、以下の用途に限定されます。
· フォントにおける埋め込みの制約に従って、フォントをコンテンツに埋め込む。
· コンテンツを印刷するために、フォントをプリンタまたはその他の出力デバイスに一時的にダウンロードする。
N. .NET Framework および PowerShell ソフトウェア　　以下に示す製品のソフトウェアには Microsoft .NET Framework ソフトウェアが含まれており、また PowerShell ソフトウェアが含まれていることもあります。これらのソフトウェア コンポーネントは Microsoft Windows の一部です。以下の「ベンチマーク テスト」に記載されている場合を除き、お客様がこれらのコンポーネントを使用する際には Microsoft Windows の使用条件が適用されます。
· Customer Care Framework 2008
· SQL Server 2008
· System Center Essentials 2007 および System Center Essentials 2007 with SQL Server 2005 Technology
· Visual Studio 2008 および Visual Studio Team System 2008 (全製品)
· BizTalk Server
O. ベンチマーク テスト
i.
ソフトウェア　　お客様は、Microsoft の事前の書面による許可がない場合、サーバー ソフトウェアまたは付属の追加のソフトウェアのベンチマーク テストの結果を第三者に対して開示することはできません。これは、「Microsoft サーバー」または「Microsoft 開発ツール」のライセンス モデルの製品に適用されます (目次をご参照ください)。
.NET Framework (以下を参照) または次の各製品には適用されません。Class Server、Live Communications Server、System Center Operations Manager、SharePoint Portal Server、System Center Data Protection Manager、System Center Essentials、Systems Management Server、Virtual Server、Windows Server、Microsoft Services for Netware、Windows Services for UNIX、Windows Small Business Server。ただし、この条件は、これらの製品で使用許諾された SQL Technology には適用されます。
ii.
Microsoft .NET Framework　　本ソフトウェアには、.NET Framework のコンポーネント (以下「.NET コンポーネント」といいます) が含まれている場合があります。その場合、それらのコンポーネントの内部ベンチマーク テストを実行することができます。お客様は、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=66406 で規定された条件に従う限り、コンポーネントのベンチマーク テスト結果を開示することができます。お客様が Microsoft との間に他の契約を締結されている場合であっても、お客様がかかるベンチマーク テストの結果を開示した場合、Microsoft は該当する .NET コンポーネントと競合するお客様の製品について、Microsoft が実施したベンチマーク テストの結果を、同じく http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=66406 に規定された条件に従って開示することができるものとします。
P. マルチプレキシング (多重化)　　次の目的で使用するハードウェアまたはソフトウェア ("マルチプレキシング" または "プーリング" と呼ばれることがあります) を使用した場合であっても、必要なライセンス (種類を問いません) の数を減じることはできません。
· 接続数をプールする。
· 情報の経路を変更する。
· 製品に直接アクセスまたは製品を直接使用するデバイスやユーザーの数を減じる。
· 製品により直接管理されるオペレーティング システム環境、デバイス、またはユーザーの数を減じる。
Q. 再頒布可能コード　　ソフトウェアまたはオンライン サービスには、お客様が開発するプログラムに含めて配布できる再頒布可能コードが含まれていることがあります。ただし、お客様は以下の条件に従う必要があります。
i.
使用および再頒布の権利　　以下に記載するコードおよびテキスト ファイルを「再頒布可能コード」と定義します。
· REDIST.TXT ファイル　　お客様は、REDIST.TXT ファイルに掲載された再頒布可能コードのオブジェクト コードを複製および頒布することができます。
· サンプル コード　　お客様は、「sample」のマークが付いたコードのソース コードおよびオブジェクト コードを改変、複製および頒布することができます。
· OTHER-DIST.TXT ファイル　　お客様は、OTHER-DIST.TXT ファイルに掲載された再頒布可能コードのオブジェクト コードを複製および頒布することができます。
· 第三者による再頒布　　お客様は、お客様のプログラムの頒布者に対して、そのプログラムの一部として再頒布可能コードの複製および頒布を許可することができます。
· MSDN Universal、MSDN Premium、および Visual FoxPro 9.0 に関する追加の使用条件
· MSDE 2000　　再頒布可能コードには、Microsoft SQL Server 2000 Desktop Engine (MSDE 2000) が含まれます。お客様は、MSDE 2000 をオブジェクト コード形式で複製および頒布することができます。
· Windows Services for UNIX に関する追加の使用条件
· パスワード同期のクライアント コンポーネント　　再頒布可能コードには、UNIX ディレクトリ内のソース コードが含まれます。お客様は、そのソース コードを、UNIX オペレーティング システムで使用できるように複製、改変、および配布することができます。
· 本製品使用権説明書の「開発ツール」の章に属する製品に関する追加の使用条件　　本ソフトウェアには、以下の再頒布可能コードが含まれることがあります。お客様は以下のことが許諾されます。
· Microsoft Merge Modules　　Microsoft Merge Modules の出力結果を改変することなく複製および頒布すること。
· MFC、ATL および CRT　　お客様のプログラムの設計、開発およびテストを行うために、Microsoft Foundation Classes (MFC)、Active Template Libraries (ATL)、および C ランタイム (CRT) をソース コード形式で改変し、お客様が改変したファイルをオブジェクト コード形式で複製し、新たな名称を用いて頒布すること。
· MDAC　　MDAC_TYP.EXE ファイルをオブジェクト コード形式で複製および頒布すること。
· イメージ ライブラリ　　ソフトウェア付属の文書の記載に従い、イメージ ライブラリ内のイメージおよびアニメーションを複製および頒布すること。お客様は、コンテンツを改変することもできます。お客様がコンテンツを改変した場合、お客様は、改変前のコンテンツにつき認められている用途に従ってこれを使用する必要があります。
ii.
再頒布の条件　　お客様は、お客様が頒布するあらゆる再頒布可能コードにつき、以下に従わなければなりません。
· お客様のプログラムにおいて再頒布可能コードに重要かつ主要な新しい機能を追加すること
· 頒布者および外部のエンドユーザーに、本書の製品使用権および製品表を含むお客様のボリューム ライセンス契約と同等以上に再頒布可能コードを保護する条項に同意するよう要求すること
· お客様のプログラムに、お客様自身の有効な著作権表示を付すること
· お客様のプログラムの頒布または使用に関するクレームについて、Microsoft を免責、保護、補償すること (弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます)
iii.
再頒布の制限　　お客様は、以下を行うことはできません。
· 再頒布可能コードにおける著作権、商標または特許の表示を改変すること
· Microsoft の商標をお客様のプログラムの名称の一部に使用したり、お客様の製品が Microsoft から由来したり Microsoft が推奨していることを示唆するような方法で使用すること
· OTHER-DIST.TXT ファイルに掲載されているコード以外の再頒布可能コードを、Windows 以外のプラットフォームで作動させるために頒布すること
· 再頒布可能コードを悪質、詐欺的または違法なプログラムに組み込むこと
· 再頒布可能コードの一部に除外ライセンスが適用されることとなるような方法で再頒布可能コードのソース コードを改変または頒布すること (「除外ライセンス」とは、使用、改変または頒布の条件として以下を要求するライセンスをいいます)
· コードをソース コード形式で公表または頒布すること
· その他の者がコードを改変することができること
お客様が、「Microsoft サーバー」のライセンス モデルに属する製品を使用する場合には、以下の使用条件が適用されます。また、Windows Vista の Enterprise Edition および Ultimate Edition の使用にも適用されます。
A. インスタンス　　お客様は、ソフトウェアのセットアップまたはインストール手続きを実行することにより、ソフトウェアの「インスタンス」を作成したものとみなされます。また、既存のインスタンスを複製することによっても、ソフトウェアのインスタンスを作成したものとみなされます。ソフトウェアという場合、ソフトウェアの「インスタンス」も含まれます。
B. インスタンスの実行　　お客様は、ソフトウェアをメモリにロードし、その 1 つまたは複数の指示を実行することにより、ソフトウェアの「インスタンスを実行」したものとみなされます。一度あるインスタンスを実行すると、そのインスタンスは、(その指示の実行が継続されているか否かにかかわらず) それがメモリから削除される時点まで実行されているものとみなされます。
C. オペレーティング システム環境　　「オペレーティング システム環境」とは次のように定義されます。
i. 独立したコンピュータの ID (主要コンピュータ名もしくは類似の一意の識別子) または独立した管理権を可能にする、オペレーティング システム インスタンスの全体あるいは一部、または仮想 (もしくはエミュレートされた) オペレーティング システムの全体あるいは一部
ii. 上記 i に規定したオペレーティング システム インスタンスまたはその一部の上で作動するよう設定されたアプリケーションがある場合は、そのインスタンス
オペレーティング システム環境には、物理的なものと仮想的なものの 2 種類があります。物理的オペレーティング システム環境は、物理的ハードウェア システム上で直接作動するよう設定されています。ハードウェア仮想化ソフトウェア (Microsoft Virtual Server または類似のテクノロジなど) を実行するため、またはハードウェア仮想化サービス (Microsoft 仮想化テクノロジまたは類似のテクノロジなど) を提供するために使用されるオペレーティング システム インスタンスは、物理的なオペレーティング システム環境の一部です。また、仮想的オペレーティング システム環境は、仮想的な (またはエミュレートされた) ハードウェア システム上で作動するよう設定されています。物理的ハードウェア システムでは、これには以下のうちいずれかあるいは双方が含まれる場合があります。
i. 1 つの物理的オペレーティング システム環境
ii. 1 つまたは複数の仮想的オペレーティング システム環境
D. サーバー　　サーバーとは、本サーバー ソフトウェアを実行することのできる物理的ハードウェア システムをいいます。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個の物理的ハードウェア システムとみなされます。
E. ライセンスの割り当て　　ライセンスを割り当てるとは、単に 1 台のデバイスまたは 1 人のユーザーに対してそのライセンスを指定することをいいます。
F. ソフトウェアの分離の禁止　　明示的に許可されている場合を除き、お客様は、1 つのライセンスに基づいて、ソフトウェアを分離して複数のオペレーティング システム環境で実行することはできません。この制限は、それらのオペレーティング システム環境が同一の物理的ハードウェア システム上に存在する場合でも適用されます。
G. 物理的および仮想プロセッサ　　物理的プロセッサとは、物理的ハードウェア システム上のプロセッサをいいます。物理的オペレーティング システム環境は、物理的プロセッサを使用します。また、仮想プロセッサとは、仮想的な (またはエミュレートされた) ハードウェア システム上のプロセッサをいいます。仮想的オペレーティング システム環境は、仮想プロセッサを使用します。仮想プロセッサは、物理的ハードウェア システム上の各物理的プロセッサと同数のスレッドおよびコアを有するものとみなされます。
H. 最大数のインスタンス　　本ソフトウェアまたはお客様のハードウェアにより、1 台のデバイス上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行できる本ソフトウェアのインスタンス数が制限される場合があります。
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1. AutoRoute 2007*
2. Encarta Premium 2009*I
3. MapPoint 2009 Fleet Edition*
4. MapPoint 2009 Standard Edition*
5. Microsoft Entourage 2008 for Mac
6. Microsoft ESP*
7. Microsoft Excel 2008 for Mac*
8. Microsoft Math 3.0
9. Microsoft Office Mac 2008*I
10. Microsoft Powerpoint 2008 for Mac*I
11. Microsoft Student with Encarta Premium 2009*I
12. Microsoft Word 2008 for Mac*I
13. Money 2007 Deluxe Edition*I
14. Office Access 2007*I
15. Office Accounting Professional 2008*I
16. Office Communicator 2007*I
17. 
Office Enterprise Edition 2007*I
18. Office Excel 2007*I
19. Office Groove 2007*I
20. Office InfoPath 2007*I
21. Office InterConnect 2007I
22. Office Mobile 6.1*
23. Office Multi Language Pack 2007I
24. Office OneNote 2007*I
25. Office Outlook 2007*I
26. Office Outlook 2007 with Business Contact Manager*I
27. Office PowerPoint 2007*I
28. Office Professional Plus Edition 2007*I
29. Office Project 2007 Professional および Standard EditionI
30. Office PublisherI
31. Office SharePoint Designer 2007*I
32. Office Small Business Edition 2007*I
33. 
Office Standard Edition 2007*I
34. Office Visio 2007 Professional および Standard EditionI
35. Office Word 2007*I
36. ProClarity Desktop Professional 6.3
37. Streets and Trips 2009*
38. Works 9.0*
A. 標準の使用条件　　お客様は、取得する各ライセンスにつき以下の権利を有します。
I) インストールおよび使用権
I) ライセンスを取得したデバイス　　お客様は 1 つのライセンスに基づいて本ソフトウェアを使用する前に、そのライセンスを 1 台のデバイス (物理ハードウェア システム) に割り当てる必要があります。そのデバイスを「ライセンスを取得したデバイス」といいます。ハードウェア パーティションやブレードは独立したデバイスと見なされます。
I) お客様は、本ソフトウェアおよびその旧バージョンの任意の数の複製を、ライセンス取得済みのデバイス上にインストールして使用することができます。
I) 以下の「リモート アクセス」の項に記載されている場合を除き、一度に 1 名のユーザーのみがライセンス取得済みのデバイス上でこれらの複製を使用することができます。
I) お客様はライセンスを再割り当てすることができますが、短期間で再割り当てすることはできません (即ち、最後の再割り当てから 90 日以内に再割り当てすることはできません)。お客様がライセンスを再割り当てする場合、お客様がライセンスを再割り当てしたデバイスが、そのライセンスに関して新たなライセンス取得済みのデバイスとみなされます。
I) 携帯用デバイス　　お客様は、ライセンス取得済みのデバイスを使用する方が特定の 1 名に限られている場合、そのユーザーが使用するために本ソフトウェアの複製を 1 部作成して 1 台の携帯用デバイス上にインストールすることができます。
I) ネットワーク デバイス　　お客様は、ネットワーク デバイス上に複数の追加ソフトウェアの複製をインストールすることもできます。お客様は、以下のリモート アクセスに関する記述に該当する場合に限り、それらの複製を使用することができます。
II) 追加のライセンス条件および追加の使用権
II) リモート アクセス　　お客様は、以下の条項に従い、別のデバイスから本ソフトウェアにリモート アクセスし、使用することができます。
II) 主要ユーザー　　リモート デスクトップ セッションをホストするデバイスの特定の 1 名の主要ユーザーは、他のどのデバイスからでも本ソフトウェアにリモート アクセスし、使用することができます。サポート サービスを受ける場合以外は、別のユーザーが同時に同じライセンスに基づいて本ソフトウェアを使用することはできません。
II) 主要ユーザー以外のユーザー　　任意のユーザーは、個別にライセンスを取得したデバイスから本ソフトウェアにリモート アクセスし、使用することができます。
II) リモート アシスタンス　　お客様は、サポート サービスを受ける場合には、任意の数のデバイスから本ソフトウェアにアクセスすることを許可することができます。この場合には、追加のライセンスを取得する必要はありません。
II) メディア要素およびテンプレート　　お客様は、本ソフトウェアに含まれる明示的に許諾された特定の写真、クリップアート、アニメーション、音声、音楽、シェープ、ビデオ クリップおよびテンプレートをお客様が作成する文書またはプロジェクトで複製して使用することができます。お客様は、作成した文書およびプロジェクトを非商業的な目的においてのみ頒布することができます。上記以外の目的でのメディア要素およびテンプレートの使用を希望される場合は、www.microsoft.com/permission (英語情報) をご参照のうえ使用の可否をご確認ください。
B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件
MapPoint 2009 Fleet および Standard Edition、Streets & Trips 2009 ならびに AutoRoute 2007

マップの使用
· お客様は、内部的に非商業的目的で使用する場合に限り、マップおよびマップからの情報を複製することができます。
· お客様は、法律上の表示および著作権に関する表示を削除したり、改変したりすることはできません。
· お客様は、本ソフトウェアを販売促進のために使用することはできません。
· 本ソフトウェアに含まれる情報の一部は、不正確であったり、不正確な結果を生み出す場合があります。本ソフトウェアが正確な距離、方向または地理的特徴を提供または表示することを期待しないでください。お客様は本ソフトウェアを安全が確保されていない状況で使用することはできません。
MapPoint 2009 Fleet および Standard Edition
マップの使用
· お客様は、リアルタイムの車両案内を提供することはできません。またお客様は、複数の車両の位置情報に基づいてルートまたは目的地の順番を計算したり、推奨したりすることはできません。
· お客様は、電力の供給を受けるか、またはそのオーディオ システムを使用してソフトウェアの音声による案内通知を出力する目的に限り、お客様の車両のシステムにライセンス取得済みのデバイスを接続することができます。
· お客様はその他の方法でお客様の車両のシステムとインターフェイスをとるためにソフトウェアを使用することはできません。
フリート アプリケーション　　フリート アプリケーションは、MapPoint および複数の車両向けの特別なセンサーからの情報を使用して位置情報を提供するソフトウェアです (GPS システムやトライアングレーション デバイスなど)。お客様は、MapPoint Fleet Edition のライセンスを取得した場合に限り、MapPoint をフリート アプリケーションで使用することができます。MapPoint Fleet Edition については、お客様は任意の数の車両に関して本ソフトウェアをフリート アプリケーションで使用することができます。
Microsoft ESP
開発使用権　　お客様は本ソフトウェアを使用して、NAVTEQ データの編集、操作、削除、または追加 (あるいはこのすべて) を行うことができます。NAVTEQ データを別途使用するため抽出することはできません。
お客様は、本ソフトウェア内で実行されるアプリケーションのイメージまたは動画記録をコピー、使用、表示することができます。イメージおよび動画をその他の目的に使用することはできません。ニュージーランド政府ではその他の条件を義務づけています。「権利放棄、通知および注意書き」については、http://www.microsoft.com/ESP/About/Legal/ をご覧ください。
Office Professional Plus Edition 2007 および Office Enterprise Edition 2007
Work at Home (WAH) ライセンス　　お客様が取得する 1 ライセンスごとに、お客様が別途ライセンスを取得済みの本ソフトウェアの複製を実行するデバイス (仕事用デバイス) の主要ユーザー (WAH ユーザー) は、家庭用デバイスにそのソフトウェアの複製 1 部をインストールして使用することができます。お客様が仕事用デバイスのソフトウェアをアップグレードした場合、WAH ユーザーは家庭用デバイスの複製をアップグレードすることができます。本ソフトウェアに関する WAH ユーザーの使用権は、WAH ユーザーがお客様の組織を辞めた時点で終了します。WAH ユーザーは、その時点で、家庭用デバイスから本ソフトウェアを削除する必要があります。
Office Resource Kit
· インストールおよび使用権　　お客様は、任意の数の Office Resource Kit ソフトウェアの複製をインストールして使用することができます。
· 頒布　　お客様は、Office Resource Kit ソフトウェアを複製して頒布することができます。各複製は、あらゆる著作権表示および商標表示を含む完全なものでなければなりません。お客様は、これらの製品使用権を含むお客様のボリューム ライセンス契約と同等以上に本ソフトウェアが保護される条件を、エンド ユーザーに同意させる必要があります。
Office Web コンポーネント　　お客様は、任意の数の本 Office Web コンポーネント ソフトウェアの複製をインストールして使用することができます。お客様は、本ソフトウェアを使用して作成した静的ドキュメント、テキストおよびイメージの表示や印刷に限り、このコンポーネントを使用できます。この目的で使用する限り、本コンポーネントの複製について別途ライセンスを取得する必要はありません。
Office Mobile 6.1
インストールおよび使用権　　お客様は、本ソフトウェアの複製を 1 部のみライセンスを取得したデバイスにインストールして使用することができます。お客様は、他のいかなるデバイスにも本ソフトウェアの追加の複製をインストールすることはできません。
Office SharePoint Designer 2007
Web コンポーネント　　本ソフトウェアには、MSNBC ニュース ヘッドライン、MSN MoneyCentral Stock Quote、および MSN Search 用の Web コンポーネントが含まれています。お客様は、お客様が作成した Web サイト上に限り、これらの Web コンポーネントを使用できます。本ソフトウェアで許可されている場合を除き、Web コンポーネントを変更することはできません。Web コンポーネントに表示されている商標やロゴを単体で使用することはできません。また、お客様は、Web コンポーネント内のリンクを無効にしたり、リダイレクトしたりすることはできません。お客様は、Web コンポーネントを Microsoft または MSNBC との関係を示唆したり、Microsoft や MSNBC、またはそれらの製品、ソフトウェア、サービスを非難したり、法律に違反したりするような形で使用することはできません。
Works 9.0
PowerPoint Viewer
· インストールおよび使用権　　お客様は、任意の数の PowerPoint Viewer ソフトウェアの複製をインストールして使用することができます。
· 頒布　　お客様は、PowerPoint Viewer ソフトウェアを複製して頒布することができます。各複製は、あらゆる著作権表示および商標表示を含む完全なものでなければなりません。お客様は、これらの製品使用権を含むお客様のボリューム ライセンス契約と同等以上に本ソフトウェアが保護される条件を、エンド ユーザーに同意させる必要があります。

	Microsoft デスクトップ オペレーティング システム

	

	ライセンス モデル : デバイスごと複製ごと

	この章は以下の一覧表に記載された製品に適用されます (アスタリスクの付いた製品については B 欄もご覧ください)。
この章は、製品表にこのライセンスモデルに基づいて追加される製品にも適用されます。

	· Windows Vista Business*I
· DVD Playback Pack for Windows Vista*

Enterprise および Ultimate エディション用のライセンス条項については、ソフトウェア アシュアランスの付録をご参照ください。


	


A. 標準の使用条件　お客様は、取得する各ライセンスにつき以下の権利を有します。
I) インストールおよび使用権　　お客様は 1 つのライセンスに基づいて本ソフトウェアを使用する前に、そのライセンスを 1 台のデバイス (物理ハードウェア システム) に割り当てる必要があります。そのデバイスを「ライセンスを取得したデバイス」といいます。お客様はそのライセンスを他のデバイスに再割り当てすることはできません。ハードウェア パーティションやブレードは独立したデバイスと見なされます。
I) ライセンスを取得したデバイス　　お客様は、ライセンスを取得したデバイスに本ソフトウェアの複製 1 部をインストールすることができます。お客様は本ソフトウェアを、かかる 1 台のデバイスで同時に 2 プロセッサを超えて使用することはできません。下記の「ストレージ」の項で規定されている場合を除き、お客様は本ソフトウェアを他のいかなるデバイスにもインストールすることはできません。
I) ユーザーの数　　以下の「デバイスの接続」および「その他のアクセス技術」の項で規定されている場合を除き、本ソフトウェアは一度に 1 人のユーザーに限り使用することができます。
I) 他のソフトウェアとの併用　　お客様は本ソフトウェアのランタイムと他のファイルを使用して、本ソフトウェア以外で作動しているアプリケーションを実行することはできません。
II) 追加のライセンス条件および追加の使用権
II) ストレージ　　お客様は、ネットワーク サーバーなどのストレージ デバイスに、本ソフトウェアの複製 1 部を格納することができます。お客様は、この複製を使用して、ライセンスが割り当てられている他のデバイスに本ソフトウェアをインストールすることができます。
II) デバイスの接続　　お客様は、ファイルとプリントの共有サービス、インターネット インフォメーション サービス、インターネット接続共有サービスおよびテレフォニー サービスを利用するために、ライセンスを取得したデバイスにインストールされた本ソフトウェアに、最大 10 台のデバイスから接続することができます。
II) リモート アクセス テクノロジ　　お客様は、以下の条件に従う場合に限り、リモート アクセス技術を使用して他のデバイスから、ライセンスを取得したデバイスにインストールされた本ソフトウェアにリモートでアクセスして使用することができます。
II) リモート デスクトップ　　ライセンスを取得したデバイスの特定の 1 名の主要ユーザーは、リモート デスクトップ機能またはこれに類似する技術を使用して、他のデバイスから 1 つのセッションにアクセスすることができます。「セッション」とは、入力、出力、および表示用の周辺機器を利用して、本ソフトウェアと対話しているユーザーに提供される機能と同等の機能を実現する使用方法を意味します。その他のユーザーは、以下の場合に限り、任意のデバイスからこれらの技術を使用して 1 つのセッションにアクセスすることができます。
II) リモート デバイスに本ソフトウェアを実行するためのライセンスが別途取得されている場合
II) または、ユーザーまたはリモート デバイスに正規のリモート デスクトップ ライセンス (RDL) を取得している場合
II) その他のアクセス技術　　お客様は、リモート アシスタンスまたはこれに類似する技術を使用してセッションを共有することができます。
II) リモート デスクトップ ライセンス (RDL)
II) RDL の種類　　RDL には次の 2 種類があります。デバイス用およびユーザー用です。デバイス ベースの RDL は、1 台のデバイスについて、1 度に 1 人のユーザーが、お客様がライセンス取得済みの本ソフトウェアの複製にアクセスすることを許諾します。ユーザー ベースの RDL は、任意のデバイスを使用する 
1 人のユーザーがライセンス取得済みの本ソフトウェアの複製にアクセスすることを許諾します。Vista RDL を取得されると、Windows Vista および Windows XP Professional の許諾された複製にアクセスすることができます。お客様は、デバイス ベースの RDL とユーザー ベースの RDL を組み合わせて使用することができます。
II) RDL の再割り当て　　お客様は以下のことが許諾されます。
II) デバイス ベースの RDL をあるデバイスから別のデバイスに恒久的に再割り当てするか、ユーザー ベースの RDL をあるユーザーから別のユーザーに恒久的に再割り当てする。
II) 通常使用するデバイスが使用不可能な場合にデバイス ベースの RDL を代替デバイスに一時的に再割り当てするか、デバイスを使用する従業員が休んでいる間に働く臨時の従業員にユーザー ベースの RDL を再割り当てする。
II) その他のリモート使用　　お客様は、任意の数のデバイスに対し、デバイス間でのデータの同期やキー マネージメント サービス (KMS) または同様のテクノロジを使用したアクティベーションなど、前述のデバイスの接続およびリモート アクセス テクノロジ セクションに規定された目的以外で、ライセンス取得済みのデバイスにインストールされた本ソフトウェアにアクセスすることを許可することができます。
II) 仮想化テクノロジとの使用　　ライセンス取得済みデバイスで本ソフトウェアを直接使用する代わりに、ライセンス取得済みデバイス上の仮想的 (またはエミュレートされた) ハードウェア システムに本ソフトウェアをインストールして使用することができます。この場合、保護されたコンテンツのセキュリティに悪影響が生じることがあります (保護されたコンテンツとは、デジタル著作権管理技術、BitLocker、またはその他のフル ボリューム ディスク ドライブ暗号化テクノロジによって保護されているコンテンツを示します)。お客様は、保護されたコンテンツの再生およびアクセスに対して適用されるすべての国内法および国際法に準拠する責任を負うものとします。
II) アイコン、イメージ、サウンド　　本ソフトウェア作動中、本ソフトウェアのアイコン、イメージ、サウンド、およびメディアを使用することはできますが共有することはできません。
III) 問題を起こす可能性のある危険なソフトウェア　　システムを起動すると、Windows Defender が「スパイウェア」、「アドウェア」、および問題を起こす可能性のあるその他の危険なソフトウェアがないかコンピュータ内を検索します。問題を起こす可能性のある危険なソフトウェアが見つかると、無視するか、無効化 (隔離) するか、または削除するかをユーザーに確認します。問題を起こす可能性のある危険なソフトウェアの危険度が「高」または「重大」である場合、デフォルト設定を変更しない限り、スキャニング後、自動的に削除されます。問題を起こす可能性のある危険なソフトウェアを削除または無効化すると、次のような状態が発生する場合があります。
III) コンピュータ上の他のソフトウェアの停止
III) コンピュータ上の他のソフトウェア使用に関するライセンス違反
本ソフトウェアを使用することで、問題を起こす可能性のないソフトウェアも削除されたり、無効化されたりする場合があります。
IV) 注意事項
IV) MPEG-4 映像標準に関する注意　　本ソフトウェアには、MPEG-4 画像解読テクノロジが含まれています。この技術については、MPEG LA, L.L.C. により以下の注意書きを表示することが義務付けられています。

以下の場合に直接関連する場合を除き、MPEG 4 映像標準に準拠して本製品を使用することは、すべて禁止されています。(A) (i) 事業活動に従事しない消費者より作成され、無償で取得されたデータまたは情報を、(ii) 個人使用の目的のみで使用する場合、および (B) MPEG LA, L.L.C. により別途特定のライセンス許諾を受けたその他の使用による場合。
MPEG-4 映像標準について不明な点がある場合は、MPEG LA, L.L.C. (所在地 : 250 Steele Street, Suite 300, Denver, Colorado 80206、Web サイト : www.mpegla.com) にお問い合わせください。
IV) VC-1 映像標準に関する注意　　本ソフトウェアには、VC-1 画像解読テクノロジが含まれています。この技術については、MPEG LA, L.L.C. により以下の注意書きを表示することが義務付けられています。
本製品は、(A) 消費者が VC-1 標準に準拠した映像 (以下「VC-1 映像」といいます) を暗号化するか、または、(B) 消費者が自らの個人的かつ非商業的活動において暗号化したか、VC-1 映像の頒布に関する許諾を得た映像提供業者より入手した VC-1 映像を復号化するために使用することを目的とすることで、個人的かつ非商業的用途に関する VC-1 特許ポートフォリオ ライセンスに基づいて使用許諾されています。その他の用途に関する使用許諾は一切認められず、また、黙示的にも認められていません。
VC-1 映像標準について不明な点がある場合は、MPEG LA, L.L.C. (所在地 : 250 Steele Street, Suite 300, Denver, Colorado 80206、Web サイト www.mpegla.com) にお問い合わせください。
V) アクティベーションの義務　　アクティベーションとは、ソフトウェアの使用を特定のデバイスに関連付けることです。マルチ アクティベーション キー (MAK) アクティベーション中、本ソフトウェアからマイクロソフトに本ソフトウェアとデバイスに関する情報が送信されます。キー マネージメント サービス (KMS) ホスト アクティベーション中、本ソフトウェアからマイクロソフトに KMS ホスト ソフトウェアとホスト デバイスに関する情報が送信されます。KMS を使用してアクティベーションされた KMS クライアント デバイスからマイクロソフトに情報は送信されません。ただし、KMS ホストを使用して定期的に再アクティベーションする必要があります。MAK または KMS ホスト アクティベーション中にマイクロソフトに送信される情報には、次の情報が含まれます。
V) 本ソフトウェアのバージョン、言語、およびプロダクト キー
V) デバイスのインターネット プロトコル アドレス
V) デバイスのハードウェア設定から生じた情報
詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=69497 をご参照ください。本ソフトウェアを使用することで、お客様はマイクロソフトがこれらの情報を収集することに同意されたものとします。お客様には、アクティベーションの前に、インストール プロセスでインストールされた本ソフトウェアのバージョンを使用する権利があります。インストール プロセスで指定された時間が経過した後、本ソフトウェアを使用するお客様の権利は、アクティベーションが完了するまで制限されます。これは、不正使用を防止するための措置です。その時間が過ぎると、アクティベーションを行うまで、お客様は本ソフトウェアを使用できなくなります。デバイスがインターネットに接続されている場合、本ソフトウェアは、アクティベーションのためにマイクロソフトに自動的に接続される場合があります。本ソフトウェアのアクティベーションは、インターネットまたは電話により、手動で行うこともできます。その場合、インターネットおよび電話の通話料金が発生することがあります。お客様がコンピュータのハードウェア構成を変更した場合や、本ソフトウェアの設定を変更した場合には、本ソフトウェアのアクティベーションを再度行う必要が生じることがあります。本ソフトウェアは、アクティベーションが実行されるまで、アクティベーションが必要なことをお知らせします。
マイクロソフトは、MAK キーまたは KMS キーの不正使用に関連して次の処置を取る場合があります。
V) 今後のアクティベーションの阻止
V) 非アクティベーション
V) その他の方法による、キーのアクティベーションまたは検証の阻止 
お客様は、キー アクティベーションのために、マイクロソフトから新しいキーを取得しなければならない場合があります。
VI) 認証
VI) 本ソフトウェアの認証機能は随時アップデートされることがあり、またお客様はダウンロードを実行するよう求められる場合があります。認証とは、本ソフトウェアのアクティベーションが実行され、ライセンスが適切に発行されたことを確認するものです。認証により、お客様は本ソフトウェアの特定の機能を使用し、あるいは、追加の特典を取得することができます。詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=39157 をご参照ください。
VI) 認証チェックの間、本ソフトウェアからマイクロソフトに本ソフトウェアとデバイスに関する情報が送信されます。この情報には、本ソフトウェアのバージョンおよびプロダクト キーと、デバイスのインターネット プロトコル アドレスが含まれています。マイクロソフトがこれらの情報を利用してお客様を特定したり、お客様に連絡したりすることはありません。本ソフトウェアを使用することで、お客様はマイクロソフトがこれらの情報を収集することに同意されたものとします。認証および認証チェックの際に送信される情報の詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=69500 をご参照ください。
VI) 本ソフトウェアに関する正規のライセンスを取得していない場合、本ソフトウェアの機能に影響が生じることがあります。たとえば、次のような影響が生じます。
VI) 本ソフトウェアのアクティベーションの再実行が必要になります
VI) 正規のライセンスに基づいた本ソフトウェアの複製を入手するよう促がすメッセージが表示されるようになります
また、以下のことが実行できなくなります。
VI) インターネットへの接続
VI) マイクロソフトからの更新やアップグレードの取得
本ソフトウェアの更新やアップグレードは、マイクロソフトまたは認定ソースからのみ入手することができます。認定ソースからの更新の入手に関する詳細については、http://www.microsoft.com/genuine/downloads/faq.aspx をご参照ください。
	


B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件
DVD Playback Pack for Windows Vista
DVD Playback Pack for Windows Vista は別途ライセンスを必要とする、Windows Vista のアドオンです。上記「追加のライセンス条件および追加の使用権」の規定は適用されません。
Windows Vista および Windows Vista K および Windows Vista KN
Windows Vista および Windows Vista K には、Windows Media Player と韓国公正取引委員会 (KFTC) が指定したその関連テクノロジ、および Windows Live Messenger Download へのリンクが設定されています。Windows Vista KN には、Windows Media Player と KFTC が指定したその関連テクノロジは含まれていません。Windows Vista KN には、Windows Live Messenger Download へのリンクも含まれていません。上記の各エディションに関して、提供される言語バージョンおよびメディアフルフィルメント オプションの詳細については、http://www.microsoft.com/licensing の Microsoft 製品表をご参照ください。
Windows Vista K　　韓国公正取引委員会では、第三者のメディア プレーヤーやインスタント メッセージング用ソフトウェアをダウンロードし、インストールするため、Media Player Center Web サイトへのリンク、および第三者のサイトへのリンクを含む Messenger Center Web サイトへのリンクをソフトウェアに含めることを義務付けています。第三者のサイトは、マイクロソフトの管理のもとにはなく、マイクロソフトは、いかなる第三者のサイトのソフトウェアないしコンテンツまたは第三者のサイトに含まれるリンクの内容、あるいはそれらの変更もしくは更新について責任を負いません。Media Player Center Web サイトまたは Messenger Center Web サイトにリンクを含めることをもって、その第三者のソフトウェア、サイト、またはそのコンテンツに対する Microsoft の推奨を意味するものではありません。
Windows Vista KN

Windows Media Player に関する使用条件の不適用　　上記の 「Windows Media 用 Digital Rights Management」 および 「Windows Media Player」 の使用条件、ならびに 「MPEG-4 および VC-1 映像標準に関する注意」は、本ソフトウェアを実行する際には適用されません。
Windows Media Player の不存在に関する注意
· オーディオ CD やメディア ファイルの再生、メディア ライブラリ内のコンテンツの整理、プレイリストの作成、メディア ファイルへのオーディオ CD の変換、オーディオ CD の作成、パーソナル ビデオの作成、メディア ファイルのアーティスト情報やタイトル情報の表示、ミュージック ファイルのアルバム アートの表示、携帯音楽プレーヤーへの音楽の転送などを行うためには、お客様は Microsoft または第三者のメディア プレーヤーを入手する必要があります。
· 詳細については、http://www.microsoft.com/about/legal/useterms/default.aspx をご参照ください。
追加の免責　　Microsoft は、KFTC の指定による Windows Media Player に関連する機能に関しては、お客様のライセンス条項の記載にかかわらず、いかなる保証も一切いたしません。
Windows Vista Business N

Windows Media Player に関する使用条件の不適用　　上記の 「Windows Media 用 Digital Rights Management」 および 「Windows Media Player」 の使用条件、ならびに 「MPEG-4 および VC-1 映像標準に関する注意」は、本ソフトウェアを実行する際には適用されません。
Windows Media Player の不存在に関する注意　　European Commission の指定に従い、Windows Media Player は本ソフトウェアに含まれていません。その結果、オーディオ CD やメディア ファイルの再生、メディア ライブラリ内のコンテンツの整理、プレイリストの作成、メディア ファイルへのオーディオ CD の変換、オーディオ CD の作成、パーソナル ビデオの作成、メディア ファイルのアーティスト情報やタイトル情報の表示、ミュージック ファイルのアルバム アートの表示、携帯音楽プレーヤーへの音楽の転送などを行うためには、お客様は Microsoft または第三者のメディア プレーヤーを入手する必要があります。詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=70121 をご参照ください。
追加の免責　　Microsoft は、European Commission の指定による Windows Media Player に関連する機能に関しては、お客様のライセンス契約の記載にかかわらず、いかなる保証も一切いたしません。
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	ライセンス モデル : サーバー または プロセッサ ライセンス + CAL + オプションのエクスターナル コネクタ

	この章は以下の一覧表に記載された製品に適用されます (アスタリスクの付いた製品については B 欄もご覧ください)。
この章は、製品表にこのライセンスモデルに基づいて追加される製品にも適用されます。各製品は、サーバーごと、またはプロセッサごとに使用許諾されます。すべての製品に CAL が必要で、オプションのエクスターナル コネクタはありません。Datacenter Edition はプロセッサごとに許諾されており、他のエディションは現在、サーバーごとに許諾されています。


1. Microsoft Application Virtualization 4.5 for Terminal Services*

2. Windows Essential Business Server (EBS) 2008 Standard Edition および Premium Edition*I
3. Windows Server 2008 Standard、Enterprise および Datacenter*I
4. Windows Server 2008 Standard without Hyper-V、Enterprise without Hyper-V、および Datacenter without Hyper-V*I
5. Windows Server 2008 for Itanium Based Systems*I
6. Windows Small Business Server (SBS) 2008 Standard Edition および Premium Edition*I
7. Windows Server 2003 for Small Business Server*I
	


A. 標準の使用条件　　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンス、またはお客様が許諾を得ている各サーバーにつき以下の権利を有します。Windows Server 2008 Datacenter、Datacenter without Hyper-V および Windows Server 2008 for Itanium Based Systems はプロセッサごとに使用許諾され、その他のエディションは現在、サーバーごとに使用許諾されています。
I) お客様は使用する製品に応じて、サーバー ライセンスかプロセッサ ライセンスのいずれかを取得する必要があります。
I) サーバー ライセンス　　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンスにつき以下の権利を有します。
I) サーバーへのライセンスの割り当て
I) お客様は、1 つのソフトウェア ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する前に、そのライセンスを、お客様のサーバーのうちの 1 つに割り当てなければなりません。そのサーバーは、その特定のライセンスに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、同じサーバーに他のソフトウェア ライセンスを割り当てることはできますが、同じライセンスを 2 つ以上のサーバーに割り当てることはできません。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個のサーバーとみなされます。
I) お客様はソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができますが、短期間で再割り当てすることはできません (即ち、最後の再割り当てから 90 日以内に再割り当てすることはできません)。ただし、恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのサーバーの使用を中止する場合にはその期間より早くソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができます。お客様がライセンスを再割り当てする場合、お客様がライセンスを再割り当てしたサーバーが、そのライセンスに関して新たな「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。
I) サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　割り当てる各ソフトウェア ライセンスにつき、お客様は一度に、本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスを、ライセンス取得済みのサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができます。
I) プロセッサ ライセンス　　お客様は、適切なライセンスを取得する各サーバーについて以下の権利を有します。
i) サーバーのライセンス　　お客様は、サーバー上で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する前に、以下に従って必要なソフトウェア ライセンスの数を算定し、そのライセンスをそのサーバーに割り当てる必要があります。
I) 必要なライセンス数の算定　　お客様は、サーバー上の各物理的プロセッサ 1 つに対してソフトウェア ライセンスを 1 つ取得する必要があります。
ii) 必要なライセンス数のサーバーへの割り当て
I) お客様は、サーバーについて必要となるソフトウェア ライセンスの数を算定した後、その数のソフトウェア ライセンスをそのサーバーに割り当てなければなりません。そのサーバーはそのライセンスのすべてに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、同じライセンスを 2 つ以上のサーバーに割り当てることはできません。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個のサーバーとみなされます。
I) お客様はソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができますが、短期間で再割り当てすることはできません (即ち、最後の再割り当てから 90 日以内に再割り当てすることはできません)。ただし、恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのサーバーの使用を中止する場合にはその期間より早くソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができます。お客様がライセンスを再割り当てする場合、お客様がライセンスを再割り当てしたサーバーが、そのライセンスに関して新たな「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。
iii) サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行
I) お客様が必要とされる数のソフトウェア ライセンスを割り当てた各サーバーにつき、お客様はいつでもライセンス取得済みのサーバー上で以下を実行することができます。
(1) 物理的オペレーティング システム環境における、サーバー ソフトウェアの 1 インスタンス
(2) 仮想的オペレーティング システム環境における、任意の数のサーバー ソフトウェア インスタンス (仮想的オペレーティング システム環境ごとに 1 つのインスタンスに限ります)
I) ただし、そのオペレーティング システム環境で使用される物理的プロセッサの合計数は、対象サーバーに割り当てられるソフトウェア ライセンス数を超過することはできません。
I) 本ソフトウェアまたはお客様のハードウェアにより、サーバー上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができる本サーバー ソフトウェアのインスタンスの数が制限される場合があります。
iv) サーバー パーティションの再作成　　次の場合、上述した期間以前にライセンスの再割り当てを実行することができます。
· ライセンス取得済みハードウェア パーティションから別のパーティションへプロセッサの配置を変更する場合
· 1 つのライセンス取得済みハードウェア パーティションから 2 つ以上のパーティションを作成する場合
· 2 つ以上のライセンス取得済みハードウェア パーティションから 1 つのパーティションを作成する場合
(i) パーティションの再作成以前に、各ハードウェア パーティションについて完全なライセンスを取得してあること、かつ、(ii) ライセンスとプロセッサの数が同じであることを、条件とします
追加のソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、任意の数のデバイス上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境において、以下の表に記載する任意の数の追加ソフトウェアのインスタンスを実行または使用することができます。お客様はこれらのインスタンスを本サーバー ソフトウェアでのみ使用することができます。本サーバー ソフトウェアでは他の追加ソフトウェアを介して間接的にインスタンスを使用することも、直接使用することもできます。
	製品
	追加のソフトウェア

	Microsoft Application Virtualization 4.5 for Terminal Services
	· Microsoft Application Virtualization Sequencer Version 4.5
· Microsoft System Center Application Virtualization Streaming Server Version 4.5

· Microsoft System Center Application Virtualization Management Server Version 4.5
· Microsoft Application Virtualization Client for Terminal Services Version 4.5

	Windows Server 2003 for Small Business Server
	· AD Migration Tool
· FRS monitoring ツール
· GPMC
· adminpak.msi 内のサーバー管理ツール
· Shadow Copy クライアント

	Windows Server 2008 Standard、Enterprise、
および Datacenter

Windows Server 2008 Standard without Hyper-V、Enterprise without Hyper-V および Datacenter without Hyper-V

Windows Server 2008 for Itanium Based Systems
	· AD Migration Tool
· FRS monitoring ツール
· Remote Desktop Connection Client
· RSAT Client
· Server Migration Tool

	Windows SBS 2008 Standard Edition および Premium Edition

	Windows SBS 2008 のすべてのエディション
· AD Migration Tool
· FRS Monitoring Tools
· Remote Desktop Connection Client
· RSAT Client
Windows SBS 2008 Premium Edition のみ
· Microsoft Sync Framework
· SQL Business Intelligence Development Studio
· SQL Client Tools Backward Compatibility
· SQL Client Tools Connectivity
· SQL クライアント ツール ソフトウェア開発キット
· SQL Management Studio
· SQL Server 2008 Books Online

	Windows EBS 2008 Standard Edition および Premium Edition
	Windows EBS 2008 のすべてのエディション
· AD Migration Tool
· FRS Monitoring Tools
· Remote Desktop Connection Client
· RSAT Client
Windows EBS 2008 Premium Edition のみ
· Exchange 管理ツール
· Forefront Threat Management Gateway Management Console
· Microsoft Sync Framework
· SQL Business Intelligence Development Studio
· SQL Client Tools Backward Compatibility
· SQL Client Tools Connectivity
· SQL クライアント ツール ソフトウェア開発キット
· SQL Management Studio
· SQL Server 2008 Books OnlineSystem Center Essentials Management Pack

· System Center Essentials ユーザー インターフェイス コンソール
· Windows Essential Business Server Preparation Wizard

· Windows Essential Business Server Planning Wizard

· Windows Essential Business Server Schema Upgrade Tool




II) お客様のサーバーまたはストレージ メディア上でのインスタンスの作成と格納　　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンスにつき、以下の追加の権利を有します。
II) お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアについて、任意の数のインスタンスを作成することができます。
II) お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスをお客様の任意のサーバーまたはストレージ メディアに保存することができます。
II) お客様は、上記に従ってお客様のソフトウェア ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利を行使する目的に限り (たとえば、お客様は第三者にインスタンスを頒布することはできません)、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスを作成および保存することができます。
III) 追加のライセンス条件および追加の使用権
III) クライアント アクセス ライセンス (CAL)
III) お客様は、CAL を取得して、直接または間接的に本サーバー ソフトウェアのお客様のインスタンスにアクセスする各デバイスまたは各ユーザーに、割り当てる必要があります。ハードウェア パーティションやブレードは独立したデバイスと見なされます。各製品に対する適切な CAL は、以下の表に掲載しています。
III) ただし、以下については CAL を取得する必要はありません。
III) インターネットを通じてのみお客様の本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスし、かつアクセスの際に認証を受けないかまたは本サーバー ソフトウェアもしくはその他のいかなる方法によっても個々に識別されないあらゆるユーザーまたはデバイス
III) 本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行することを認められているお客様の任意のサーバー、および
III) お客様の本サーバー ソフトウェアのお客様のインスタンスを管理するためのみにこれにアクセスする最大 2 台のデバイスまたは最大 2 人のユーザー
III) 下表に記載がない限り、お客様は、取得する CAL によって本サーバー ソフトウェアのお客様の以前のバージョンのインスタンスにアクセスすることができますが、将来のバージョンのインスタンスにアクセスすることはできません。お客様が以前のバージョンのインスタンスにアクセスする場合、そのバージョンに対応する CAL を使用することもできます。
サーバー ソフトウェア アクセスの場合は必ずベース CAL が必要であり、一部のサーバー ソフトウェア機能の場合は、追加 CAL が必要となります。以下の表はその 2 つのタイプの CAL についてまとめたものです。以下の表に名前と共に挙げられている機能にアクセスするには、ベース CAL と追加 CAL の両方が必要になります。
	製品または機能
	CAL

	Microsoft Application Virtualization 4.5 for Terminal Services
	· Microsoft Application Virtualization 4.5 CAL for Terminal Services

	Windows EBS 2008 Standard Edition
	· Windows EBS 2008 CAL Suite または
· Windows EBS 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices

	Windows EBS 2008 Premium Edition
	· Windows EBS 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices または
· Windows EBS 2008 CAL Suite (SQL Server 以外の Windows EBS Server ソフトウェアのインスタンスにアクセスする場合)

	Windows Server 2003 for 
Small Business Server
	· Windows Server 2003 for Small Business Server CAL

	Windows Server 2008 Rights Management Services
	· Windows Server 2008 Rights Management Services CAL または
· Enterprise CAL Suite (2008 年 2 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	Windows Server 2008 Standard、Enterprise、および Datacenter

Windows Server 2008 Standard without Hyper-V、Enterprise without Hyper-V および Datacenter without Hyper-V

Windows Server 2008 for Itanium Based Systems
	· BackOffice CAL (2008 年 2 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· Core CAL Suite (2008 年 2 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· Windows Server 2008 CAL または
· 2009 年 5 月 31 日までの期間においては、Windows Small Business Server 2003 CAL (同じ SBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合) または
· Enterprise CAL Suite (2008 年 2 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· Windows SBS 2008 CAL Suite (同じ SBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合) または
· Windows SBS 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices (同じ SBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合) または
· Windows EBS 2008 CAL Suite (同じ EBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合) または
· Windows EBS 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices (同じ EBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合)

	Windows Server 2008 Terminal Services
	· Windows Server 2008 Terminal Services CAL

	Windows SBS 2008 Standard Edition
	· Windows SBS 2008 CAL Suite または
· Windows SBS 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices

	Windows SBS 2008 Premium Edition
	· Windows SBS 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices または
· Windows SBS 2008 CAL Suite (SQL Server 以外の Windows SBS Server ソフトウェアのインスタンスにアクセスする場合)


a) CAL の種類　　CAL には、デバイス用とユーザー用の 2 種類があります。各デバイス CAL は、任意のユーザーが使用する 1 台のデバイスで、ライセンス取得済みのサーバー上の本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることを許諾します。各ユーザー CAL は、任意のデバイスを使用する 1 人のユーザーが、お客様がライセンス取得済みのサーバー上の本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることを許諾します。デバイス CAL とユーザー CAL は、組み合わせて使用することができます。
b) CAL の再割り当て　　お客様は以下のことが許諾されます。
· デバイス CAL をあるデバイスから別のデバイスに恒久的に再割り当てするか、ユーザー CAL をあるユーザーから別のユーザーに恒久的に再割り当てする。
· 通常使用するデバイスが使用不可能な場合にデバイス CAL を代替デバイスに一時的に再割り当てするか、
デバイスを使用する従業員が休んでいる間に働く臨時の従業員にユーザー CAL を再割り当てする。
c) エクスターナル コネクタ ライセンス　　お客様は、取得する各エクスターナル コネクタ ライセンスを、本サーバー ソフトウェアの 1 つまたは複数のインスタンスを実行することを認められているサーバーに割り当てる必要があります。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個のサーバーとみなされます。サーバーに割り当てられた各エクスターナル コネクタ ライセンスは、任意な数の外部ユーザーがそのサーバー上の本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることを許諾します。そのユーザーのために CAL を取得する必要はありません。「外部ユーザー」とは、(i) お客様またはお客様の関連会社の従業員ではないユーザー、または (ii) お客様またはお客様の関連会社のオンサイトの契約業者または代理店ではないユーザーを意味します。外部ユーザーは、本サーバー ソフトウェアまたはその他のいかなる方法によって認証を受けることも、個別識別されることもなく、インターネットを通じてのみ本サーバー ソフトウェアのお客様のインスタンスにアクセスすることができます。そうしたユーザーによるアクセスを許可するのにお客様にライセンスは必要ありません。
· 各製品に対する適切なエクスターナル コネクタ ライセンスは、下表に掲載されています。
· 下表に記載されていない限り、エクスターナル コネクタ ライセンスは、本サーバー ソフトウェアのお客様の以前のバージョンのインスタンスにアクセスすることを許諾しますが、将来のバージョンのインスタンスにアクセスすることを許諾するものではありません。お客様が以前のバージョンのインスタンスにアクセスする場合、そのバージョンに対応するエクスターナル コネクタ ライセンスを使用することもできます。
· 本ライセンス タイプによりアクセスを許可する場合、サーバー ソフトウェア アクセスには必ず、ベース ライセンスが必要であり、また一部のサーバー ソフトウェア機能には追加ライセンスが必要になります。以下の表はその 2 つのタイプの CAL についてまとめたものです。以下の表に名前と共に挙げられている機能にアクセスするには、本製品のベース エクスターナル コネクタ ライセンスと追加エクスターナル コネクタ ライセンスの両方が必要になります。
	製品または機能
	エクスターナル コネクタ ライセンス

	Microsoft Application Virtualization 4.5 for Terminal Services
	· Microsoft Application Virtualization 4.5 External Connector for Terminal Services

	Windows EBS 2008 Standard および Premium Edition
	· なし

	Windows Server 2003 for Small Business Server
	· なし

	Windows Server 2008 Rights Management Services
	· Windows Server 2008 Rights Management Services エクスターナル コネクタ

	Windows Server 2008 Standard、Enterprise、および Datacenter

Windows Server 2008 for Itanium Based Systems

Windows Server 2008 Standard without Hyper-V、Enterprise without Hyper-V および Datacenter without Hyper-V 
	· Windows Server 2008 エクスターナル コネクタ

	Windows Server 2008 Terminal Services
	· Windows Server 2008 Terminal Services エクスターナル コネクタ

	Windows SBS 2008 Standard および Premium Edition
	· なし


d) エクスターナル コネクタ ライセンスの再割り当て　　お客様はエクスターナル コネクタ ライセンスを再割り当てすることができますが、短期間で再割り当てすることはできません (即ち、最後の再割り当てから 90 日以内に再割り当てすることはできません)。ただし、恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのサーバーの使用を中止する場合にはその期間より早くエクスターナル コネクタ ライセンスを再割り当てすることができます。
e) 再頒布可能コード　　お客様は、共通の使用条件に従って、再頒布可能コードを利用することができます。
f) Management Pack　　ソフトウェアには Management Pack が含まれることがあります。Management Pack の使用には、本製品使用権説明書の「サーバー – 管理サーバー」の章に記載されている該当する System Center 製品の使用条件が適用されます。
IV) 注意
a) MPEG-4 映像標準に関する注意　　本ソフトウェアには、MPEG-4 画像解読テクノロジが含まれています。この技術は、映像情報のデータ圧縮のためのフォーマットです。この技術については、MPEG LA, L.L.C. により以下の注意書きを表示することが義務付けられています。

以下の場合に直接関連する場合を除き、MPEG 4 映像標準に準拠して本製品を使用することは、すべて禁止されています。(A) (i) 事業活動に従事しない消費者より作成され、無償で取得されたデータまたは情報を、(ii) 個人使用の目的のみで使用する場合、および (B) MPEG LA, L.L.C. により別途特定のライセンス許諾を受けたその他の使用による場合。

MPEG-4 映像標準について不明な点がある場合は、MPEG LA, L.L.C. 所在地 : 250 Steele Street, Suite 300, Denver, Colorado 80206、Web サイト : http://www.mpegla.com) にお問い合わせください。
b) VC-1 映像標準に関する注意　　本ソフトウェアには、VC-1 画像解読テクノロジが含まれています。この技術については、MPEG LA, L.L.C. により以下の注意書きを表示することが義務付けられています。
本製品は、(A) 消費者が VC-1 標準に準拠した映像 (以下「VC-1 映像」といいます) を暗号化するか、または、(B) 消費者が自らの個人的かつ非商業的活動において暗号化したか、VC-1 映像の頒布に関する許諾を得た映像提供業者より入手した VC-1 映像を復号化するために使用することを目的とすることで、個人的かつ非商業的用途に関する VC-1 特許ポートフォリオ ライセンスに基づいて使用許諾されています。その他の用途に関する使用許諾は一切認められず、また、黙示的にも認められていません。
VC-1 映像標準について不明な点がある場合は、MPEG LA, L.L.C. (所在地 : 250 Steele Street, Suite 300, Denver, Colorado 80206、Web サイト www.mpegla.com) にお問い合わせください。
V) アクティベーションの義務　　アクティベーションとは、ソフトウェアの使用を特定のデバイスに関連付けることです。マルチ アクティベーション キー (MAK) アクティベーション中、本ソフトウェアからマイクロソフトに本ソフトウェアとデバイスに関する情報が送信されます。キー マネージメント サービス (KMS) ホスト アクティベーション中、本ソフトウェアからマイクロソフトに KMS ホスト ソフトウェアとホスト デバイスに関する情報が送信されます。KMS を使用してアクティベーションされた KMS クライアント デバイスからマイクロソフトに情報は送信されません。ただし、KMS ホストを使用して定期的に再アクティベーションする必要があります。MAK または KMS ホスト アクティベーション中にマイクロソフトに送信される情報には、次の情報が含まれます。
a) 本ソフトウェアのバージョン、言語、およびプロダクト キー
b) デバイスのインターネット プロトコル アドレス
c) デバイスのハードウェア設定から生じた情報 

詳細については、http://www.microsoft.com/piracy/mpa.aspx をご参照ください。本ソフトウェアを使用することで、お客様はマイクロソフトがこれらの情報を収集することに同意されたものとします。お客様には、アクティベーションの前に、インストール プロセスでインストールされた本ソフトウェアのバージョンを使用する権利があります。インストール プロセスで指定された時間が経過した後、本ソフトウェアを使用するお客様の権利は、アクティベーションが完了するまで制限されます。これは、不正使用を防止するための措置です。その時間が過ぎると、アクティベーションを行うまで、お客様は本ソフトウェアを使用できなくなります。デバイスがインターネットに接続されている場合、本ソフトウェアは、アクティベーションのためにマイクロソフトに自動的に接続される場合があります。本ソフトウェアのアクティベーションは、インターネットまたは電話により、手動で行うこともできます。その場合、インターネットおよび電話の通話料金が発生することがあります。お客様がコンピュータのハードウェア構成を変更した場合や、本ソフトウェアの設定を変更した場合には、本ソフトウェアのアクティベーションを再度行う必要が生じることがあります。本ソフトウェアは、アクティベーションが実行されるまで、アクティベーションが必要なことをお知らせします。
マイクロソフトは、MAK キーまたは KMS キーの不正使用に関連して次の処置を取る場合があります。
a) 今後のアクティベーションの阻止
b) 非アクティベーション
c) その他の方法による、キーのアクティベーションまたは検証の阻止 

お客様は、キー アクティベーションのために、マイクロソフトから新しいキーを取得しなければならない場合があります。
VI) 認証
a) 本ソフトウェアの認証機能は随時アップデートされることがあり、またお客様はダウンロードを実行するよう求められる場合があります。認証とは、本ソフトウェアのアクティベーションが実行され、ライセンスが適切に発行されたことを確認するものです。認証により、お客様は本ソフトウェアの特定の機能を使用し、あるいは、追加の特典を取得することができます。詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=39157 をご参照ください。
b) 認証チェックの間、本ソフトウェアからマイクロソフトに本ソフトウェアとデバイスに関する情報が送信されます。この情報には、本ソフトウェアのバージョンおよびプロダクト キーと、デバイスのインターネット プロトコル アドレスが含まれています。マイクロソフトがこれらの情報を利用してお客様を特定したり、お客様に連絡したりすることはありません。本ソフトウェアを使用することで、お客様はマイクロソフトがこれらの情報を収集することに同意されたものとします。認証および認証チェックの際に送信される情報の詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=96551 をご参照ください。
c) 本ソフトウェアに関する正規のライセンスを取得していない場合、本ソフトウェアの機能に影響が生じることがあります。たとえば、次のような影響が生じます。
· 本ソフトウェアのアクティベーションの再実行が必要になります。
· 正規のライセンスに基づいた本ソフトウェアの複製を入手するよう促がすメッセージが表示されるようになります。
また、以下のことが実行できなくなります。
· インターネットへの接続
· マイクロソフトからの更新やアップグレードの取得
本ソフトウェアの更新やアップグレードは、マイクロソフトまたは認定ソースからのみ入手することができます。認定ソースからの更新の入手に関する詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=96552 をご参照ください。
VII) データ ストレージ テクノロジ　　本サーバー ソフトウェアには、Windows Internal Database または Microsoft SQL Server Desktop Engine for Windows と呼ばれるデータ記憶テクノロジが含まれている場合があります。本サーバー ソフトウェアのコンポーネントは、データを格納する目的でこの技術を使用します。お客様はその他の目的で本製品使用権説明書に基づいてこの技術を使用したり、アクセスしたりすることはできません。
VIII) 問題を起こす可能性のある危険なソフトウェア　　システムを起動すると、Windows Defender が「スパイウェア」、「アドウェア」、および問題を起こす可能性のあるその他の危険なソフトウェアがないかコンピュータ内を検索します。問題を起こす可能性のある危険なソフトウェアが見つかると、無視するか、無効化 (隔離) するか、または削除するかをユーザーに確認します。問題を起こす可能性のある危険なソフトウェアの危険度が「高」ないし「重大」である場合、デフォルト設定を変更しない限り、スキャニング後、自動的に削除されます。問題を起こす可能性のある危険なソフトウェアを削除または無効化すると、次のような状態が発生する場合があります。
· コンピュータ上の他のソフトウェアの停止
	· コンピュータ上の他のソフトウェア使用に関するライセンス違反
このようなソフトウェアを使用することで、問題を起こす可能性のないソフトウェアも削除されたり、無効化されたりする場合があります。

	


B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件
Microsoft Application Virtualization 4.5 for Terminal Services

本ソフトウェアは、お客様が Microsoft Application Virtualization 4.5 for Terminal Services の 1 つ以上の CAL または External Connector ライセンスを取得した場合のみ使用できます。お客様が Microsoft Application Virtualization 4.5 for Terminal Services の CAL または External Connector ライセンスを最低 1 つ取得している場合は、Microsoft Application Virtualization 4.5 for Terminal Services ソフトウェア ライセンスを取得済みであるとみなされます。
Windows EBS 2008 Standard Edition および Premium Edition
a) サーバーへのライセンスの割り当て　　通常、ソフトウェア ライセンスは 1 つのサーバーに割り当てられます。Windows EBS 2008 Standard Edition および Premium Edition の場合、お客様は 1 つのライセンスを同時に複数のサーバーに割り当てることができます。ライセンスを同時に複数のサーバーに割り当て、その後に再割り当てした場合は、再割り当て先のサーバーがそのライセンスの取得済みサーバーの 1 つとなります。
i) お客様が Windows EBS 2008 Standard Edition のライセンスを取得した場合は、そのライセンスを最大 3 台のサーバーに割り当てることができます。この場合、ライセンスは同時に最大 3 台のサーバーに割り当てられます。それらのサーバーは、その特定のライセンスに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、それらのサーバーに他のソフトウェア ライセンスを割り当てることはできますが、Standard Edition ライセンスを 3 台を超えたサーバーに割り当てることはできません。
ii) お客様が Windows EBS 2008 Premium Edition のライセンスを取得した場合は、そのライセンスを最大 5 台のサーバーに割り当てることができます。この場合、ライセンスは同時に最大 5 台のサーバーに割り当てられます。それらのサーバーは、その特定のライセンスに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、それらのサーバーに他のソフトウェア ライセンスを割り当てることはできますが、Premium Edition ライセンスを 5 台を超えたサーバーに割り当てることはできません。
b) サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　以下の権利は、サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行に関する標準の使用条件に優先し、それに取って代わるものです。
i) Standard Edition　　お客様は、ライセンス取得済みのサーバー上の物理的または仮想的な 1 つの OSE 上で、以下のサーバー ソフトウェアのいずれについても一度に 1 つのインスタンスのみ実行することができます。
· 管理サーバー ソフトウェア
· セキュリティ サーバー ソフトウェア
· メッセージング サーバー ソフトウェア
管理サーバー ソフトウェアには、Windows Server 2008 Standard テクノロジおよび System Center Essentials (SCE) 2007 が含まれます。
セキュリティ サーバー ソフトウェアには、Windows Server 2008 Standard テクノロジ、Exchange Server 2007 Standard Edition、Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition、および Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition が含まれます。
メッセージング サーバー ソフトウェアには、Windows Server 2008 Standard テクノロジ、Exchange Server 2007 Standard Edition、および Forefront Security for Exchange Server が含まれます。
ii) Premium Edition　　Premium Edition には、上記の Standard Edition サーバー ソフトウェアおよび Premium サーバー ソフトウェアが含まれます。お客様は、ライセンス取得済みのサーバー上の物理的または仮想的な 1 つの OSE 上で、以下のサーバー ソフトウェアのいずれについても一度に 1 つのインスタンスのみ実行することができます。
· 管理サーバー ソフトウェア
· セキュリティ サーバー ソフトウェア
· メッセージング サーバー ソフトウェア
· Premium サーバー ソフトウェア
Premium サーバー ソフトウェアには、Windows Server 2008 Standard および SQL Server 2008 Standard Edition が含まれます。
Premium サーバー ソフトウェアには、以下の例外規定が適用されます。
· Windows Server 2008 Standard　　お客様がこのコンポーネントのインスタンスを仮想 OSE で実行する場合は、以下の目的でのみ Windows EBS 2008 ドメインに属するライセンス取得済みの同じサーバー上の物理 OSE で追加のインスタンスを 1 つ実行することができます。
· ハードウェア仮想化ソフトウェアの実行
· ハードウェア仮想化サービスの提供
· ライセンス取得済みのサーバー上の OSE を管理および使用可能にするソフトウェアの実行
· SQL Server 2008 Standard Edition　　このコンポーネントについては、お客様は Windows EBS 2008 ドメイン内の 1 つの物理 OSE または仮想 OSE で一度に任意の数のインスタンスを実行できます。実行可能な本サーバー ソフトウェアのインスタンス数が本ソフトウェアまたはお客様のハードウェアによって制限される場合があるため、ご注意ください。
c) クライアント アクセス ライセンス　　下記の CAL に関する例外規定は、標準の使用条件に記載された CAL に関する例外規定に優先し、それに取って代わるものです。
i) インターネットを通じてのみ EBS 内のお客様の Windows Server 2008 ソフトウェアのインスタンスにアクセスし、かつアクセスの際に認証を受けないか、または本サーバー ソフトウェアもしくはその他のいかなる方法によっても個々に識別されないユーザーまたはデバイスには、Windows EBS CAL は不要です。ただし、この方法で Windows Server 2008 ソフトウェア以外の個別の Windows EBS 製品にアクセスするユーザーまたはデバイスには、それらの製品に対応する CAL が必要です。たとえば、Exchange CAL では Exchange Serverにアクセスできます。また、Windows EBS CAL では個々の Windows EBS 製品にアクセスできます。
ii) 個々の Windows EBS 製品のサーバー ソフトウェア インスタンスを実行するライセンス取得済みの Windows EBS 2008 サーバーでは、他のライセンス取得済みの Windows EBS 2008 サーバー上の同じ Windows EBS 製品のサーバー ソフトウェア インスタンスにアクセスするために CAL は必要ありません。たとえば、ライセンス取得済みの複数の Windows EBS サーバーに Exchange Server 2007 があり、サーバー間で相互にアクセスする場合、Exchange CAL は不要です。
iii) Windows Server 2008、Exchange Server 2007、または SQL Server 2008 を実行するライセンスを別途取得済みのサーバーでは、ライセンス取得済みの Windows EBS 2008 サーバー上の同じ Windows EBS 製品のインスタンスにアクセスするために CAL は必要ありません。
iv) お客様の本サーバー ソフトウェアのインスタンスに管理目的でのみアクセスする最大 2 台のデバイスまたは最大 2 人のユーザーには、CAL は必要ありません。
d) Windows EBS の SCE 管理ライセンス　　お客様は、本サーバー ソフトウェアへのアクセスを可能とするために、CAL を取得してユーザーおよびデバイスに割り当てる必要があるだけでなく、本サーバー ソフトウェアを使用して管理する OSE に対する管理ライセンスを取得し、サーバーおよびその他のデバイスに割り当てることも必要です。本製品使用権説明書の「サーバー – 管理サーバー」の章に記載された管理ライセンスに関する追加のライセンス条件および追加の使用権は、以下を例外として Windows EBS の使用に適用されます。
i. SCE のインスタンスを実行する OSE を除き、Windows EBS サーバー ソフトウェアを実行するライセンスを取得済みの管理対象 OSE には、管理ライセンスが必要です。
ii. デバイス上の 1 つまたは複数の管理対象 OSE がサーバー オペレーティング システム ソフトウェアを実行している場合を除き、以下のデバイスに管理ライセンスは必要ありません。
· お客様がWindows EBS デバイス CAL を割り当てたデバイス
· お客様がWindows EBS ユーザー CAL を割り当てたユーザーのみが使用するデバイス
e) 対象となる Microsoft サービス　　Windows EBS ソフトウェアには、以下の Microsoft サービスが含まれています。これらのサービスの使用には、本製品使用権説明書の「オンライン サービス」の章に記載された使用条件が適用されます。ただし、お客様がこれらのサービスを Windows EBS ライセンスに基づいて使用する場合は、ユーザーまたはデバイス サブスクリプション ライセンスを取得する必要はありません。
· Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition – 1 年間のサブスクリプション　　有効期間が終了すると、自動更新の受信が停止します。お客様には、サブスクリプションが期限切れになる 30 日前までに通知が送付されます。
· Forefront Security for Exchange Server – 1 年間のサブスクリプション　　お客様がこのサブスクリプション サービスを更新しない場合、サブスクリプションの終了と共にソフトウェアが部分的に使用できなくなり、その時点でソフトウェアをアンインストールする必要があります。お客様には、サブスクリプションが期限切れになる前に通知は送付されません。
Windows Server 2003 for Small Business

標準の使用条件の「アクティべーションの義務」および「認証」の条項は適用されません。
Windows Server 2008 Datacenter Edition および Windows Server 2008 Datacenter without Hyper-V

サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行
プロセッサが 2 つ未満のサーバーでサーバー ソフトウェアのインスタンスを実行することはできません。ライセンス取得済みのサーバー上の、任意の仮想的オペレーティング システム環境において、Datacenter Edition の代わりに Standard または Enterprise Edition のインスタンスを実行することができます。
Windows Server 2008 Standard および Windows Server 2008 Standard without Hyper-V
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　割り当てられた各ライセンスにつき、お客様は以下が許諾されます。
· お客様は一度に、ライセンス取得済みのサーバー上で以下を実行することができます。
· 1 つの物理的オペレーティング システム環境で、本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスを実行すること
· 1 つの仮想的オペレーティング システム環境で、本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスを実行すること
· 仮想的オペレーティング システム環境でインスタンスを実行する場合、物理的オペレーティング システム環境で実行されている本サーバー ソフトウェアのインスタンスは、以下の目的でのみ使用できます。
· ハードウェア仮想化ソフトウェアの実行
· ハードウェア仮想化サービスの提供
· ライセンス取得済みのサーバー上でオペレーティング システム環境を管理および使用可能にするソフトウェアの実行
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。

Windows Server 2008 Enterprise および Windows Server 2008 Enterprise without Hyper-V

サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　割り当てられた各ライセンスにつき、お客様は以下が許諾されます。
· お客様は一度に、ライセンス取得済みのサーバー上で以下を実行することができます。
· 1 つの物理的オペレーティング システム環境で、本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスを実行すること
· 仮想的オペレーティング システム環境で、最大 4 つの本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行すること (1 つの仮想的オペレーティング システム環境につき 1 つのインスタンスのみ) 

· ライセンス取得済みのサーバー上で、任意のオペレーティング システム環境の Enterprise の代わりに Standard のインスタンスを実行することができます。
· お客様が許可されている 5 つのインスタンスすべてを一度に実行する場合、物理的オペレーティング システム環境で実行されている本サーバー ソフトウェアのインスタンスは、以下の目的でのみ使用できます。
· ハードウェア仮想化ソフトウェアの実行
· ハードウェア仮想化サービスの提供
· ライセンス取得済みのサーバー上でオペレーティング システム環境を管理および使用可能にするソフトウェアの実行
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Windows Server 2008 Standard および Enterprise、ならびに Windows Server 2008 Standard および Enterprise without Hyper-V

Windows Server 2008 CAL　　本サーバー ソフトウェアは「接続デバイス数または接続ユーザー数」モード (“per device or per user” mode)、「同時使用ユーザー数」モード (“per server” mode) のどちらかで使用できます。「接続デバイス数または接続ユーザー数」モードの場合、ライセンス取得済みのサーバー上の本サーバー ソフトウェアのインスタンスに直接または間接的にアクセスするデバイスまたはユーザーごとに Windows Server 2008 CAL を取得する必要があります。「同時使用ユーザー数」モードの場合、サーバー ソフトウェアのインスタンスに同時に、直接または間接的にアクセスする可能性のあるデバイスおよびユーザーの最大数に相当する Windows Server 2008 CAL を 1 つのサーバー ソフトウェアのインスタンス専用に取得する必要があります。1 度に限り、「同時使用ユーザー数」から「接続デバイス数または接続ユーザー数」にモードを切り替えることができます。この切り替えを行っても、Windows Server 2008 CAL の数は変わりません。お客様は、「接続デバイス数または接続ユーザー数」モードで使用されているサーバー ソフトウェアにアクセスするためにのみ、Core CAL Suite、Enterprise CAL Suites および BackOffice CAL を使用できます。
Windows Server 2008 Terminal Services
お客様が本サーバー ソフトウェアをいずれのモードで使用するかにかかわらず、以下の条件が適用されます。
· Windows Terminal Services CAL　　Windows Server 2008 Terminal Services の機能またはその他の技術を使用してグラフィカル ユーザー インターフェイスをホストするために、本サーバー ソフトウェアに直接または間接的にアクセスする各ユーザーまたは各デバイスに関して、お客様は Windows Server CAL、Core CAL Suite または Enterprise CAL Suite に加え、Windows Server 2008 Terminal Services CAL を取得する必要があります。
Windows SBS 2008 Premium Edition
a) サーバーへのライセンスの割り当て　　通常、ソフトウェア ライセンスは 1 つのサーバーに割り当てられます。Windows SBS 2008 Premium Edition の場合、お客様は 1 つのライセンスを同時に複数のサーバーに割り当てることができます。お客様は、もう 1 つのサーバーにライセンスを割り当て、そのサーバーであらゆる Premium Edition テクノロジを実行することができます。この場合、ライセンスは同時に最大 2 台のサーバーに割り当てられます。それらのサーバーは、当該ライセンスに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、これらのサーバーに他のソフトウェア ライセンスを割り当てることはできますが、同じライセンスを 2 台を超えたサーバーに割り当てることはできません。ライセンスを同時に複数のサーバーに割り当て、その後に再割り当てした場合は、再割り当て先のサーバーがそのライセンスの取得済みサーバーの 1 つとなります。Windows Server 2008 Standard technologies for SBS Premium のインスタンスを実行するオペレーティング システム環境は、Windows SBS 2008 ドメインに参加している必要があります。
b) サーバー ソフトウェアの Premium Edition コンポーネントのインスタンスの実行
· Windows SBS Premium 向け Windows Server 2008 Standard Edition テクノロジ　　お客様がこのコンポーネントのインスタンスを仮想的オペレーティング システム環境で実行する場合は、例外として、1 つの追加インスタンスを同じライセンス取得済みのサーバー上の物理的オペレーティング システム環境で実行することができます。  かかる追加インスタンスは、Windows Small Business Server 2008 ドメインに参加している必要はありませんが、以下の目的でのみ使用できます。
· ハードウェア仮想化ソフトウェアの実行
· ハードウェア仮想化サービスの提供
· ライセンス取得済みのサーバー上でオペレーティング システム環境を管理および使用可能にするソフトウェアの実行
· SQL Server 2008 Standard Edition for Small Business　　このコンポーネントについては、お客様は 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で一度に任意の数のインスタンスを実行できます。お客様は、ライセンスを別途取得したかどうかにかかわらず、本サーバー ソフトウェアのインスタンスを同じドメイン内の別のオペレーティング システム環境で同時に実行することはできません。本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行するオペレーティング システム環境は、Windows SBS 2008 ドメインに参加している必要があります。
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Windows SBS 2008 Standard Edition および Premium Edition
a) クライアント アクセス ライセンス
· お客様は、本サーバー ソフトウェアのライセンス取得済みのインスタンスに対するアクセスを許可するために、タイプまたはエディションにかかわらず合計 75 を超える CAL を割り当てることはできません。
· 下記の CAL に関する例外規定は、標準の使用条件に記載された CAL に関する例外規定に優先し、それに取って代わるものです。
(1) インターネットを通じてのみ SBS 内のお客様の Windows Server 2008 ソフトウェアのインスタンスにアクセスし、かつアクセスの際に認証を受けないか、または本サーバー ソフトウェアもしくはその他のいかなる方法によっても個々に識別されないユーザーまたはデバイスには、Windows SBS CAL は不要です。ただし、この方法で Windows Server 2008 ソフトウェア以外の個別の Windows SBS 製品にアクセスするユーザーまたはデバイスには、それらの製品に対応する CAL が必要です。たとえば、Exchange CAL では Exchange Server にアクセスできます。また、Windows SBS CAL では個々の Windows SBS 製品にアクセスできます。
(2) 個々の Windows SBS 製品のサーバー ソフトウェア インスタンスを実行するライセンス取得済みの Windows SBS 2008 サーバーでは、他のライセンス取得済みの Windows SBS 2008 サーバー上の同じ Windows SBS 製品のサーバー ソフトウェア インスタンスにアクセスするために CAL は必要ありません。
(3) Windows Server 2008、Exchange Server 2007、または SQL Server 2008 Small Business Edition を実行するライセンスを別途取得済みのサーバーでは、ライセンス取得済みの Windows SBS 2008 サーバー上の同じ Windows SBS 製品のインスタンスにアクセスするために CAL は必要ありません。
(4) お客様の本サーバー ソフトウェアのインスタンスに管理目的でのみアクセスする最大 2 台のデバイスまたは最大 2 人のユーザーには、CAL は必要ありません。
b) 付属の Microsoft プログラム　　Windows SBS 2008 ソフトウェアには以下の Microsoft プログラムが含まれています。
· Windows Server 2008 テクノロジ
· Exchange Server 2007 Standard Edition
· Windows SharePoint Services 3.0
· Windows Server Update Services 3.0 SP1
ソフトウェアが Windows SBS 2008 Premium Edition である場合は、以下のプログラムも含まれます。
· SBS Premium 向け Windows Server 2008 テクノロジ、および
· SQL Server 2008 Standard Edition for Small Business
これらのプログラムの使用には、Windows SBS 2008 の使用条件が適用されます。
c) 付属の Microsoft サービス　　Microsoft サービスには、Windows SBS 2008 ソフトウェアでの使用を目的として提供されるものがあります。お客様がそれらのサービスを Windows SBS 2008 ソフトウェアで使用することは任意です。
· Forefront Security for Exchange Server 120 日間試用　　お客様は、本サービスを使用しない場合はアンインストールできます。これらのサービスの使用には、本製品使用権説明書の「オンライン サービス」の章に記載された使用条件が適用されます。ただし、お客様が Forefront Security for Exchange Server を Windows SBS ライセンスに基づいて使用する場合は、ユーザーまたはデバイス サブスクリプション ライセンスを取得する必要はありません。
· Windows Live OneCare for Server 120 日間試用　　本サービスは、付属している場合、ソフトウェアのインストールと同時に部分動作モードで起動します。お客様が本サービスにサインアップし、その使用条件に同意した場合のみ、本サービスは完全動作モードで実行されます。お客様は、本サービスを使用しない場合はアンインストールできます。本サービスの使用条件は、お客様による本サービスの使用に適用されます。お客様は、本サービスにサインアップしない限り、本サービスまたはその関連ソフトウェアを使用することはできません。お客様がかかるサインアップを完了するまで、本サービスはスキャン エンジンの自動更新を実行しません。
· Microsoft Office Live Small Business　　本サービスは Windows SBS 2008 サーバー ソフトウェアとは別に提供される場合があります。お客様は、サインアップした場合のみ本サービスを使用できます。
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	ライセンス モデル : サーバー ライセンス + CAL + オプションのエクスターナル コネクタ

	この章は以下の一覧表に記載された製品に適用されます (アスタリスクの付いた製品については B 欄もご覧ください)。この章は、製品表にこのライセンスモデルに基づいて追加される製品にも適用されます。


1. Connected Services Framework Server 3.0 Standard Edition

2. Connected Services Framework Server 3.0
3. Customer Care Framework 2009
4. Duet for Microsoft Office and SAP*

5. Dynamics CRM 4.0 Professional および Enterprise Servers 
6. Exchange Server 2007 Standard および Enterprise Edition

7. Identity Lifecycle Manager (ILM) 2007*
8. Office Forms Server 2007
9. Office Communications Server 2007 Standard および Enterprise Edition*
10. 
Office PerformancePoint Server 2007
11. Office Project Portfolio Server 2007
12. Office Project Server 2007
13. Office SharePoint Server 2007
14. SQL Server 2008 (サーバー/CAL モードのライセンス) Workgroup Edition、Small Business 、Standard 、および Enterprise Edition

15. System Center Mobile Device Manager 2008*I
16. System Center Mobile Device Manager 2008 with SQL Server 2005 Technology*I
17. Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology*
	


A. 標準の使用条件　　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンスにつき以下の権利を有します。
I) サーバーへのライセンスの割り当て
I) お客様は、1 つのソフトウェア ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する前に、そのライセンスを、お客様のサーバーのうちの 1 つに割り当てなければなりません。そのサーバーは、その特定のライセンスに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、同じサーバーに他のソフトウェア ライセンスを割り当てることはできますが、同じライセンスを 2 つ以上のサーバーに割り当てることはできません。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個のサーバーとみなされます。
I) お客様はソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができますが、短期間で再割り当てすることはできません (即ち、最後の再割り当てから 90 日以内に再割り当てすることはできません)。ただし、恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのサーバーの使用を中止する場合にはその期間より早くソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができます。お客様がライセンスを再割り当てする場合、お客様がライセンスを再割り当てしたサーバーが、そのライセンスに関して新たな「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。
II) サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　割り当てる各ソフトウェア ライセンスにつき、お客様は一度に、本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスを、ライセンス取得済みのサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができます。
III) 追加のソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、任意の数のデバイス上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境において、以下の表に記載する任意の数の追加ソフトウェアのインスタンスを実行または使用することができます。お客様はこれらのインスタンスを本サーバー ソフトウェアでのみ使用することができます。本サーバー ソフトウェアでは他の追加ソフトウェアを介して間接的にインスタンスを使用することも、直接使用することもできます。
	製品
	追加のソフトウェア


	Connected Services Framework Server 3.0 
および Connected Services Framework Server 3.0 Standard Edition
	· Web Services Adapters for Connected Services Framework

· Enterprise SSO Functionality

	Customer Care Framework 2009
	· Distributed Connectivity Service
· Multi-Channel Engine
· Configuration Server
· Customer Self-Service Web Portal
· Hosted Application Toolkit
· Integrated Agent/Teller Desktop
· Interaction Server (電子メール、Web チャット、スピーチ、および Computer Telephony Integration) Enterprise Single-Sign On

· ソフトウェア開発キット (SDK)

	Duet for Microsoft Office and SAP
	· Components for Microsoft Office
· Components for mySAP ERP

	Exchange Server 2007 Standard および Enterprise Edition
	· Exchange 管理ツール


	Dynamics CRM 4.0 Professional および Enterprise Servers 
	· Microsoft Dynamics CRM 4.0 for Microsoft Office Outlook

· Microsoft Dynamics CRM 4.0 Connector for Microsoft SQL Server Reporting Services

· Microsoft Dynamics CRM 4.0 E-mail Router

· Microsoft Dynamics CRM 4.0 Data Migration Manager
· Microsoft Dynamics CRM 4.0 Language Packs

	ILM 2007
	· PCNS (パスワード変更通知サービス)

· Certificate Lifecycle Manager Client
· Bulk Smart Card Issuance Tool

	Office Forms Server 2007
	· なし

	Office Communications Server 2007 Standard および Enterprise Edition
	· 管理ツール
· アーカイビング サービス
· Office Live Meeting client
· Office Communications Server 2007 deployed in Mediation Server role

· Office Communications Server 2007 Software Update Service
· Office Communications Server 2007 Web Components
· Conferencing Add-in for Microsoft Office Outlook

· Office Communicator Web Access
· Office Communicator Mobile
· ソフトウェア開発キット
· Office Communications Server 2007 Quality of Experience Monitoring Server

	Office PerformancePoint Server 2007
	· Dashboard Web Part
· PerformancePoint Add-in for Microsoft Excel

· Planning Business Modeler
· Planning Server Samples
· Monitoring Server Samples
· ProClarity Web Professional
· ProClarity KPI Designer
· ProClarity Selector

	Office Project Portfolio Server 2007
	· SDK

	Office Project Server 2007
	· SDK

	· Office SharePoint Server 2007
	· ソフトウェア開発キット

	SQL Server 2008 Workgroup Edition、Small Business、Standard、および Enterprise Edition
	· Business Intelligence Development Studio
· Client Tools Backward Compatibility
· Client Tools Connectivity
· クライアント ツール ソフトウェア開発キット
· Management Studio
· Sync Framework
· SQL Server 2008 Books Online

	System Center Mobile Device Manager 2008 
および System Center Mobile Device Manager 2008 with SQL Server 2005 Technology
	· Management Pack for Operations Manager 2007

· Management Pack for Operations Manager 2005

	Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology
	· Team Explorer
· Team Foundation Build
· Team Foundation Server Sharepoint Extensions


IV) お客様のサーバーまたはストレージ メディア上でのインスタンスの作成と格納　　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンスにつき、以下の追加の権利を有します。
IV) お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアについて、任意の数のインスタンスを作成することができます。
IV) お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスをお客様の任意のサーバーまたはストレージ メディアに保存できます。
IV) お客様は、上記に従ってお客様のソフトウェア ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利を行使する目的に限り (たとえば、お客様は第三者にインスタンスを頒布することはできません)、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスを作成および保存することができます。
V) 追加のライセンス条件および追加の使用権
V) クライアント アクセス ライセンス (CAL)
V) お客様は、CAL を取得して、直接または間接的に本サーバー ソフトウェアのお客様のインスタンスにアクセスする各デバイスまたは各ユーザーに、割り当てる必要があります。ハードウェア パーティションやブレードは独立したデバイスと見なされます。各製品に対する適切な CAL は、以下の表に掲載しています。
V) ただし、以下については CAL を取得する必要はありません。
V) 本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行することを認められているお客様の任意のサーバー、および
V) お客様の本サーバー ソフトウェアのお客様のインスタンスを管理するためのみにこれにアクセスする最大 2 台のデバイスまたは最大 2 人のユーザー
V) 下表に記載がない限り、お客様は、取得する CAL によって本サーバー ソフトウェアのお客様の以前のバージョンのインスタンスにアクセスすることができますが、将来のバージョンのインスタンスにアクセスすることはできません。お客様が以前のバージョンのインスタンスにアクセスする場合、そのバージョンに対応する CAL を使用することもできます。
V) サーバー ソフトウェア アクセスの場合は必ずベース CAL が必要であり、一部のサーバー ソフトウェア機能の場合は、追加 CAL が必要となります。以下の表はその 2 つのタイプの CAL についてまとめたものです。以下の表に名前と共に挙げられている機能にアクセスするには、ベース CAL と追加 CAL の両方が必要になります。
	製品または機能
	CAL

	Connected Services Framework Server 3.0 Standard Edition

Connected Services Framework Server 3.0
	· Connected Services Framework Server 3.0 CAL

	Customer Care Framework 2009
	· Customer Care Framework 2009 CAL

	Duet for Microsoft Office and SAP
	· Duet for Microsoft Office and SAP CAL

	Dynamics CRM 4.0 Professional および Enterprise Servers
	· Dynamics CRM 4.0 Limited CAL

	データの書き込みおよび変更に必要な Dynamics CRM 4.0 Professional および Enterprise Servers の機能
	· Dynamics CRM 4.0 Full Use Additive CAL

	Exchange Server 2007 Standard および Enterprise Edition
	· BackOffice CAL (2006 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· Business Productivity Online Standard Suite User SL または
· Core CAL Suite (2006 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· Exchange Server 2007 Standard CAL または
· Exchange Online Standard User SL または
· Enterprise CAL Suite (2006 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· Windows Small Business Server 2008 CAL Suite (同じ SBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合) または
· Windows Small Business Server 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices (同じ SBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合) または
· Windows Essential Business Server 2008 CAL Suite (同じ EBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合) または
· Windows Essential Business Server 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices (同じ EBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合)

	Exchange Server 2007 Unified Messaging および Compliance Functionality
	· Exchange Server 2007 Enterprise CAL または
· Enterprise CAL Suite (2006 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	ILM 2007
	· ILM 2007 CAL

	Office Forms Server 2007
	· Office Forms Server 2007 CAL

	Office Communications Server 2007 Standard および Enterprise Edition
	· Office Communications Server 2007 Standard CAL または
· Enterprise CAL Suite (2007 年 9 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	Office Communications Server 2007 Standard および Enterprise Edition Call Management and Web コンファレンス機能
	· Office Communications Server 2007 Enterprise CAL または
· Enterprise CAL Suite (2007 年 9 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	Office PerformancePoint Server 2007
	· Office PerformancePoint Server 2007 CAL

	Office Project Portfolio Server 2007
	· Office Project Portfolio Server 2007 CAL

	Office Project Server 2007
	· Office Project Server 2007 CAL

	Office SharePoint Server 2007
	· Business Productivity Online Standard Suite User SL または
· Core CAL Suite (2006 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· Office SharePoint Server 2007 Standard CAL または
· Office SharePoint Online Standard User SL または
· Enterprise CAL Suite (2006 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	Office SharePoint Server 2007 E-forms、スプレッドシートパブリッシング、およびデータ統合機能
	· Office SharePoint Server 2007 Enterprise CAL または
· Enterprise CAL Suite (2006 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	SQL Server 2008 Small Business Edition
	· SQL Server 2008 Small Business CAL または
· SQL Server 2008 CAL または
· Windows Small Business Server 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices (同じ SBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合)

	SQL Server 2008 Standard および 
Enterprise Edition
	· SQL Server 2008 CAL または
· Windows Small Business Server 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices (同じ SBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合) または
· Windows Essential Business Server 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices (同じ EBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合)

	SQL Server 2008 Workgroup Edition
	· SQL Server 2008 CAL または
· SQL Server 2008 Workgroup CAL または
· Windows Small Business Server 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices (同じ SBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合) または
· Windows Essential Business Server 2008 CAL Suite for Premium Users or Devices (同じ EBS ドメインに属するサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイスの場合)

	System Center Mobile Device Manager 2008 および System Center Mobile Device Manager 2008 with SQL Server 2005 Technology
	· System Center Mobile Device Manager 2008 CAL

	Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology
	· Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server CAL


V) CAL の種類　　CAL には、デバイス用とユーザー用の 2 種類があります。各デバイス CAL は、任意のユーザーが使用する 1 台のデバイスで、ライセンス取得済みのサーバー上の本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることを許諾します。各ユーザー CAL は、任意のデバイスを使用する 1 人のユーザーが、お客様がライセンス取得済みのサーバー上の本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることを許諾します。デバイス CAL とユーザー CAL は、組み合わせて使用することができます。
V) CAL の再割り当て　　お客様は以下のことが許諾されます。
V) デバイス CAL をあるデバイスから別のデバイスに恒久的に再割り当てするか、ユーザー CAL をあるユーザーから別のユーザーに恒久的に再割り当てする。
V) 通常使用するデバイスが使用不可能な場合にデバイス CAL を代替デバイスに一時的に再割り当てするか、デバイスを使用する従業員が休んでいる間に働く臨時の従業員にユーザー CAL を再割り当てする。
V) エクスターナル コネクタ ライセンス　　お客様は、取得する各エクスターナル コネクタ ライセンスを、本サーバー ソフトウェアの 1 つまたは複数のインスタンスを実行することを認められているサーバーに割り当てる必要があります。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個のサーバーとみなされます。サーバーに割り当てられた各エクスターナル コネクタ ライセンスは、任意な数の外部ユーザーがそのサーバー上の本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることを許諾します。そのユーザーのために CAL を取得する必要はありません。「外部ユーザー」とは、(i) お客様またはお客様の関連会社の従業員ではないユーザー、または (ii) お客様またはお客様の関連会社のオンサイトの契約業者または代理店ではないユーザーを意味します。
· 各製品に対する適切なエクスターナル コネクタ ライセンスは、下表に掲載されています。
· 下表に記載されていない限り、エクスターナル コネクタ ライセンスは、本サーバー ソフトウェアのお客様の以前のバージョンのインスタンスにアクセスすることを許諾しますが、将来のバージョンのインスタンスにアクセスすることを許諾するものではありません。お客様が以前のバージョンのインスタンスにアクセスする場合、そのバージョンに対応するエクスターナル コネクタ ライセンスを使用することもできます。
· 本ライセンス タイプによりアクセスを許可する場合、サーバー ソフトウェア アクセスには必ず、ベース ライセンスが必要であり、また一部のサーバー ソフトウェア機能には追加ライセンスが必要になります。以下の表はその 2 つのタイプの CAL についてまとめたものです。以下の表に名前と共に挙げられている機能にアクセスするには、本製品のベース エクスターナル コネクタ ライセンスと追加エクスターナル コネクタ ライセンスの両方が必要になります。
	製品または機能
	エクスターナル コネクタ ライセンス

	Connected Services Framework 3.0 Standard Edition

Connected Services Framework 3.0


	· Connected Services Framework 3.0 エクスターナル コネクタ

	Customer Care Framework 2009
	· Customer Care Framework 2009 エクスターナル コネクタ

	Duet for Microsoft Office and SAP
	· なし

	Dynamics CRM 4.0 Professional および Enterprise Servers 
	· Dynamics CRM 4.0 Limited エクスターナル コネクタ

	データの書き込みおよび変更に必要な Dynamics CRM 4.0 Professional および Enterprise Servers の機能
	· Dynamics CRM 4.0 Full Use Additive エクスターナル コネクタ

	Exchange Server 2007 Standard および Enterprise Edition
	· Exchange Server 2007 エクスターナル コネクタ

	Exchange Server 2007 Unified Messaging および Compliance Functionality
	· なし

	ILM 2007
	· ILM 2007 エクスターナル コネクタ

	Office Forms Server 2007
	· なし

	Office Communications Server 2007 Standard 
および Enterprise edition
	· Office Live Communications Server 2007 Standard エクスターナル コネクタ

	Office Communications Server 2007 Standard 
および Enterprise edition Call Management and Web コンファレンス機能
	· Office Live Communications Server 2007 Enterprise エクスターナル コネクタ

	Office PerformancePoint Server 2007
	· Office PerformancePoint Server 2007 エクスターナル コネクタ

	Office Project Portfolio Server 2007
	· Office Project Portfolio Server 2007 エクスターナル コネクタ

	Office Project Server 2007
	· Office Project Server 2007 エクスターナル 
コネクタ

	Office SharePoint Server 2007
	· なし

	SQL Server 2008 Workgroup Edition、Small Business、Standard、および Enterprise Edition
	· なし

	System Center Mobile Device Manager 2008 および System Center Mobile Device Manager 2008 with SQL Server 2005 Technology
	· なし

	Visual Studio Team System 2008 
Team Foundation Server with 
SQL Server 2005 Technology
	· Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server エクスターナル コネクタ


V) エクスターナル コネクタ ライセンスの再割り当て　　お客様はエクスターナル コネクタ ライセンスを再割り当てすることができますが、短期間で再割り当てすることはできません (即ち、最後の再割り当てから 90 日以内に再割り当てすることはできません)。ただし、恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのサーバーの使用を中止する場合にはその期間より早くエクスターナル コネクタ ライセンスを再割り当てすることができます。
V) 再頒布可能コード　　お客様は、共通の使用条件に従って、再頒布可能コードを利用することができます。
V) Management Pack　　本ソフトウェアには Management Pack が含まれることがあります。Management Pack の使用には、本製品使用権説明書の「サーバー – 管理サーバー」の章に記載されている該当する System Center 製品の使用条件が適用されます。
	


C. 特定の製品に適用される例外規定と追加の条件
Duet for Microsoft Office and SAP

デバイス CAL なし　　お客様が取得できるのはユーザー CAL だけです。デバイス CAL は使用できません。
ILM 2007
ソフトウェアで 1 つ以上のデジタル証明書を発行または管理するユーザーごとに、ユーザー CAL を取得して割り当てる必要があります。それ以外の場合は、サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするために CAL は必要ありません。
デバイス CAL なし　　お客様が取得できるのはユーザー CAL だけです。デバイス CAL は使用できません。
Office Communications Server 2007 Standard および Enterprise Edition
お客様は、本サーバー ソフトウェアのインスタンスへの認証されていないアクセスについて、CAL を取得する必要はありません。認証された (直接的または間接的な) アクセスの場合は CAL を取得する必要があります。
SQL Server 2008 Enterprise Edition
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様はソフトウェア ライセンスを割り当てる各サーバーにつき以下の権利を有します。お客様は、許諾された本サーバー上の 1 つの物理的オペレーティング システム環境および任意の数の仮想的オペレーティング システム環境において、本サーバー ソフトウェアのインスタンスを一度にいくつでも実行できます。
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
SQL Server 2008 Enterprise、Small Business*、Standard*、および Workgroup Edition*
フェールオーバーに関する権利　　お客様が本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行するあらゆるオペレーティング システム環境につき、お客様は一時的なサポートのために、同数のパッシブ フェールオーバー インスタンスを別個のオペレーティング システム環境で実行することができます。お客様は、ライセンス取得済みのサーバー以外のサーバーでパッシブ フェールオーバー インスタンスを実行することができます。
*その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
SQL Server 2008 Small Business Edition
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、ライセンス取得済みのサーバー上の物理的または仮想的な 1 つのオペレーティング システム環境で一度に任意の数の本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行することができます。本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行するオペレーティング システム環境は、Active Directory が以下の条件に従って設定されたドメインに参加している必要があります。
· そのドメイン内の単一のサーバーに FSMO (Flexible Single Master Operations) の役割がすべて含まれている必要があり、そのサーバーを Active Directory フォレストのルートとします。
· 他のドメインとの信頼関係があってはなりません。
· 子ドメインがあってはなりません。および
· ドメイン内のユーザーおよびデバイスの総数が 75 を超えることはできません。
お客様は、ライセンスを別途取得したかどうかにかかわらず、本サーバー ソフトウェアのインスタンスを同じドメイン内の別のオペレーティング システム環境で同時に実行することはできません。
SQL Server 2008 Standard および Workgroup Edition
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様が割り当てる各サーバー ソフトウェア ライセンスにつき、お客様は一度に、ライセンス取得済みのサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で、本サーバー ソフトウェアの任意の数のインスタンスを実行することができます。
System Center Mobile Device Manager 2008 with SQL Server 2005 Technology および Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology
SQL Server 2005 Technology の使用条件　　本ソフトウェアには、SQL Server 2005 Technology が含まれます。お客様はそのソフトウェアをサポートする目的に限り、一度にそのTechnologyの 1 つのインスタンスを、1 台のサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができます。その使用のために SQL Server CAL を取得する必要はありません。お客様は、本項の記載に従ってお客様のソフトウェア ライセンスに基づいてそのTechnologyのインスタンスを実行する権利を行使する目的に限り、任意の数の SQL Server 2005 Technology のインスタンスを作成し、お客様のサーバーまたはストレージメディアに保存することができます。お客様は一時的なサポートのために、1 つのパッシブ フェールオーバー インスタンスを別個のオペレーティング システム環境で実行することもできます。お客様は、ライセンス取得済みのサーバー以外のサーバーでパッシブ フェールオーバー インスタンスを実行することができます。
Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology 
ワーク アイテム トラッキング　　ユーザーが新しいワーク アイテムを作成したり、ユーザー自身が作成したワーク アイテムを表示および更新したりするのに CAL は必要ありません。この権利放棄は、瑕疵ファイリング要求または機能改善要求に関連するワーク アイテムにのみ適用されます。ワーク アイテム トラッキング機能へのその他のアクセスには CAL が必要です。
	Microsoft サーバー – プロセッサごと

	

	ライセンス モデル : プロセッサ ライセンス

	この章は以下の一覧表に記載された製品に適用されます (アスタリスクの付いた製品については B 欄もご覧ください)。
この章は、製品表にこのライセンスモデルに基づいて追加される製品にも適用されます。


1. BizTalk Adapter Pack 1.0
2. BizTalk Server 2006 R2 Branch、Standard および Enterprise Edition*I
3. Commerce Server 2007 Standard および Enterprise Edition

4. Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition および Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition*I
5. Internet Security and Acceleration Server 2006 Standard および Enterprise Edition

6. SQL Server 2008 (プロセッサ数モードのライセンス) Workgroup、Standard、Enterprise、および Web Edition*

7. Visual Studio Team System 2008 Test Load Agent

	


A. 標準の使用条件　　お客様は、適切なライセンスを取得する各サーバーについて以下の権利を有します。
I) サーバーのライセンス　　お客様は、サーバー上で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する前に、以下に従って必要なソフトウェア ライセンスの数を算定し、そのライセンスをそのサーバーに割り当てる必要があります。
a) 必要なライセンス数の算定　　お客様はまず、お客様が必要とするソフトウェア ライセンスの数を算定しなければなりません。1 台のサーバーにつき必要とされるライセンスの総数は、以下の (i) および (ii) で要求されるソフトウェア ライセンス合計と同数です。
i) サーバー上の物理的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行するためには、お客様は、物理的オペレーティング システム環境が使用する各物理的プロセッサにつき 1 つのソフトウェア ライセンスを取得する必要があります。
ii) サーバー上の仮想的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行するためには、お客様は、仮想的オペレーティング システム環境が使用する各仮想プロセッサにつき 1 つのソフトウェア ライセンスを取得する必要があります。仮想的オペレーティング システム環境が仮想プロセッサの一部を使用する場合でも、その一部は、完全な仮想プロセッサとしてカウントされます。
II) 必要なライセンス数のサーバーへの割り当て
a) お客様は、サーバーについて必要となるソフトウェア ライセンスの数を算定した後、その数のソフトウェア ライセンスをそのサーバーに割り当てなければなりません。そのサーバーはそのライセンスのすべてに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、同じライセンスを 2 つ以上のサーバーに割り当てることはできません。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個のサーバーとみなされます。
b) お客様はソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができますが、短期間で再割り当てすることはできません (即ち、最後の再割り当てから 90 日以内に再割り当てすることはできません)。ただし、恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのサーバーの使用を中止する場合にはその期間より早くソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができます。お客様がライセンスを再割り当てする場合、お客様がライセンスを再割り当てしたサーバーが、そのライセンスに関して新たな「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。
III) サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様が必要とされる数のソフトウェア ライセンスを割り当てた各サーバーにつき、お客様は一度に、本サーバー ソフトウェアの任意の数のインスタンスを、ライセンス取得済みのサーバー上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができます。ただし、そのオペレーティング システム環境が使用する物理的または仮想プロセッサの総数は、そのサーバーに割り当てられたソフトウェア ライセンス数を超えないものとします。
IV) 追加のソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、任意の数のデバイス上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境において、以下の表に記載する任意の数の追加ソフトウェアのインスタンスを実行または使用することができます。お客様はこれらのインスタンスを本サーバー ソフトウェアでのみ使用することができます。本サーバー ソフトウェアでは他の追加ソフトウェアを介して間接的にインスタンスを使用することも、直接使用することもできます。
	製品
	追加のソフトウェア

	BizTalk Adapter Pack 1.0
	· なし

	BizTalk Server 2006 R2 Branch、Standard および Enterprise Edition
	· 管理およびモニタリング ツール
· BizTalk Server 関連スキーマおよびテンプレート
· Business Activity Services
· 開発ツール
· Master Secret Server/Enterprise Single Sign-On

· ソフトウェア開発キット
· MQHelper.dll
· Business Activity Monitoring ("BAM") Event APIs 
および Interceptors & Administration Tools
· BAM Alert Provided for SQL Notification Services

· BAM Client

· Windows SharePoint Services Adapter Web Service

· Windows Communication Foundation Adapters
· SOAP Receive Adapter
· HTTP Receive Adapter
· ADOMD.NET
· MSXML
· SQLXML
· Business Rules Component
· MQSeries Agent

	Commerce Server 2007 Standard および Enterprise Edition
	· アダプタ
· Schema Editor
· Business User Interfaces

	Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition
	· Forefront Threat Management Gateway Admin Console

	Internet Security and Acceleration Server 2006 Enterprise Edition
	· Configuration Storage Server
· ISA Server Management
· ソフトウェア開発キット

	Internet Security and Acceleration Server 2006 Standard Edition
	· ISA Server Manager
· ソフトウェア開発キット

	SQL Server 2008 Workgroup、Standard、Enterprise、および Web Edition
	· Business Intelligence Development Studio

· Client Tools Backward Compatibility

· Client Tools Connectivity

· クライアント ツール ソフトウェア開発キット
· Management Studio
· Sync Framework
· SQL Server 2008 Books Online

	Visual Studio

Team System 2008 Test Load Agent
	· Visual Studio 2008 Team Test Controller


V) お客様のサーバーまたはストレージ メディア上でのインスタンスの作成と格納　　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンスにつき、以下の追加の権利を有します。
a) お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアについて、任意の数のインスタンスを作成することができます。
b) お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスをお客様の任意のサーバーまたはストレージ メディアに保存できます。
c) お客様は、上記に従ってお客様のソフトウェア ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利を行使する目的に限り (たとえば、お客様は第三者にインスタンスを頒布することはできません)、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスを作成および保存することができます。
VI) 追加のライセンス条件および追加の使用権
a) アクセス用のクライアント アクセス ライセンス (CAL) は不要　　お客様は、本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするその他のデバイスのために CAL を取得する必要はありません。
b) 再頒布可能コード　　お客様は、共通の使用条件に従って、再頒布可能コードを利用することができます。
c) Management Pack　　本ソフトウェアには Management Pack が含まれることがあります。Management Pack の使用には、本製品使用権説明書の「サーバー - 管理サーバー」の章に記載されている該当する System Center 製品の使用条件が適用されます。
	

	


B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件
BizTalk Server 2006 R2 Enterpirse Edition
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　物理的プロセッサの合計数に等しいサーバー ライセンスをサーバー上で割り当てる場合、お客様は以下を行うことができます。
· お客様は、許諾された本サーバー上の 1 つの物理的オペレーティング システム環境または任意の数の仮想的オペレーティング システム環境において、本サーバー ソフトウェアのインスタンスを一度にいくつでも実行できます。
· 仮想プロセッサに対するライセンスは不要です。
BizTalk Server 2006 R2 Standard Edition
クラスタ ネットワーク　　本サーバー ソフトウェアは、クラスタ ネットワークを構成するサーバー上で、あるいは、同じサーバー上のオペレーティング システム環境のクラスタ ネットワークを構成するオペレーティング システム環境で使用することはできません。
Master Secret Server　　Master Secret Server ソフトウェアは、クラスタ ネットワークを構成するサーバー上で、あるいは、同じサーバー上のオペレーティング システム環境のクラスタ ネットワークを構成するオペレーティング システム環境で使用することはできません。また、お客様が本サーバー ソフトウェアを実行する複数のオペレーティング システム環境で共有することはできません。
Office Web コンポーネント　　お客様がそのソフトウェアを使用する際には、本製品使用権説明書の「デスクトップ アプリケーション」に記載の Office Professional の Office Web コンポーネントに関する使用条件が適用されます。
BizTalk Server 2006 R2 Branch Edition
お客様は、内部ネットワークのエンドポイント (組織の境界) でのみライセンス取得済みサーバー上で本ソフトウェアのインスタンスを実行できます。実行すると、ビジネス イベントまたは取引をそのエンドポイントで処理される業務と関連付けることができます。ライセンスを取得していないサーバーでは、以下を行うことができます。
· 「ハブ アンド スポーク」ネットワーク モデルのセントラル ノードとして動作すること
· 他のサーバーまたはデバイスを使用して企業規模の通信を一元化すること
· 以下の間の業務処理を自動化すること
· 部門、
· 事業体、または
· 支店
Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition および Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition
期限付きサブスクリプション　　Web Antimalware Subscription の有効期限は、お客様が本ソフトウェアをインストールした日から 1 年間です。有効期間が終了すると、自動更新の受信が停止します。お客様には、サブスクリプションが期限切れになる 30 日前までに通知が送付されます。
Web Antimalware の使用には、本製品使用権説明書の「オンライン サービス」の章に記載された使用条件が適用されます。ただし、お客様がこの 1 年間のサブスクリプション サービスを Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition および Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition のライセンスに基づいて使用する場合は、ユーザーまたはデバイス サブスクリプション ライセンスを取得する必要はありません。
SQL Server 2008 Enterprise Edition
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　物理的プロセッサの合計数に等しいサーバー ライセンスをサーバー上で割り当てる場合、お客様は以下を行うことができます。
· お客様は、許諾された本サーバー上の 1 つの物理的オペレーティング システム環境および任意の数の仮想的オペレーティング システム環境において、本サーバー ソフトウェアのインスタンスを一度にいくつでも実行できます。
· 仮想プロセッサに対するライセンスは不要です。
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
SQL Server 2008 Enterprise Edition、Standard Edition、Web Edition、および Workgroup Edition
フェールオーバー サーバー　　お客様が本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行するあらゆるオペレーティング システム環境につき、お客様は一時的なサポートのために、同数のパッシブ フェールオーバー インスタンスを別個のオペレーティング システム環境で実行することができます。その別個のオペレーティング システム環境で使用されているプロセッサの数は、アクティブ インスタンスが実行されている対応するオペレーティング システム環境で使用されているプロセッサの数を超えてはなりません。お客様は、ライセンス取得済みのサーバー以外のサーバーでパッシブ フェールオーバー インスタンスを実行することができます。
SQL Server 2008 Web Edition
本ソフトウェアは、公かつインターネット アクセス可能な以下をサポートする目的でのみ使用できます。
· Web ページ
· Web サイト
· Web アプリケーション
· Web サービス
基幹業務アプリケーション (CRM、ERM、その他同様のアプリケーション) をサポートする目的では使用できません。
	Microsoft 開発ツール

	

	ライセンス モデル : ユーザー ライセンス

	この章は以下の一覧表に記載された製品に適用されます (アスタリスクの付いた製品については B 欄もご覧ください)。
この章は、製品表にこのライセンスモデルに基づいて追加される製品にも適用されます。


1. BizTalk Server 2006 R2 Developer Edition*
2. Expression Blend 2
3. Expression Design 2
4. Expression Encoder 2
5. Expression Media 2
6. Expression Studio 2
7. Expression Studio Professional SubscriptionI
8. Expression Web 2
9. Microsoft ESP SDK
10. MSDN Operating Systems、Professional、Enterprise、Universal、および Premium*I
11. SQL Server 2008 Developer Edition*
12. TechNet Plus Direct*I
13. TechNet Plus Single User*I
14. Visual FoxPro 9.0
15. Visual SourceSafe 2005
16. Visual Studio 2008 Professional Edition*I
17. Visual Studio Team System 2008 Development Edition*I
18. Visual Studio Team System 2008 Test Edition*I
19. Visual Studio Team System 2008 Architecture Edition*I
20. Visual Studio Team System 2008 Database Edition*I
21. Visual Studio Team System 2008 Team Suite*I
	

	


A. 標準の使用条件　　お客様は、取得する各ライセンスにつき以下の権利を有します。
I) インストールおよび使用権
I) 総則　　1 人のユーザーが、お客様のプログラムの設計、開発、テストおよびデモンストレーションを行うために、本ソフトウェアの複製をインストールして使用することができます。お客様は、本番環境のサーバー上でのステージングを含め、本番環境で本ソフトウェアを使用することはできません。
I) 対象となる Microsoft ソフトウェア プログラム　　本製品使用権説明書のこの章は、本ソフトウェアに含まれるすべての Microsoft プログラムに適用されます。あるプログラムが他の章でも扱われており、本章と矛盾しない権利が許諾されている場合は、お客様はそのような権利も有するものとします。
II) 追加のライセンス条件および追加の使用権
II) ユーザーによるテスト　　お客様のエンドユーザーは、お客様のプログラムの検収試験を行うために本ソフトウェアにアクセスすることができます。
II) 再頒布可能コード　　お客様は、共通の使用条件に従って、再頒布可能コードを利用することができます。
II) ダウングレード　　ライセンスを取得したユーザーは、ライセンスを取得したバージョンと同時に 1 つの旧バージョンを実行することができます。1 つの旧バージョンを実行する権利は、ライセンスを取得した製品バージョンを実行する権利に追加されます。ライセンスを取得したユーザーは両方のバージョンを同時に実行できます。
	

	


B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件
BizTalk 2004
Office InfoPath および Visual Studio　　お客様は、BizTalk サーバー ソフトウェア上で作動するプログラムを開発する目的に限り、Office InfoPath および Visual Studio ソフトウェアを使用することができます。
BizTalk 2006
Office Web コンポーネント　　お客様がそのソフトウェアを使用する際には、本製品使用権説明書の「デスクトップ アプリケーション」中に記載の Office Professional の Office Web コンポーネントに関する使用条件が適用されます。
Microsoft ESP SDK
お客様は、本ソフトウェアとともに提供されるサンプル ファイルを、Microsoft ESP 環境のためにお客様が開発したアプリケーションでのみアクセスし使用することができます。サンプル ファイルをその他の目的に使用することはできません。
Expression Studio Professional Subscription、MSDN (すべてのサブスクリプション レベル)、TechNet Plus Direct、TechNet Plus シングル ユーザー、および Visual Studio (すべてのエディション)
Windows オペレーティング システムに関する注意
MPEG-4 映像標準に関する注意　　本ソフトウェアには、MPEG-4 画像解読テクノロジが含まれています。この技術は、映像情報のデータ圧縮のためのフォーマットです。
この技術については、MPEG LA, L.L.C. により以下の注意書きを表示することが義務付けられています。
以下の場合に直接関連する場合を除き、MPEG 4 映像標準に準拠して本製品を使用することは、すべて禁止されています。(A) (i) 事業活動に従事しない消費者より作成され、無償で取得されたデータまたは情報を、(ii) 個人使用の目的のみで使用する場合、および (B) MPEG LA, L.L.C. により別途特定のライセンス許諾を受けたその他の使用による場合。
MPEG-4 映像標準について不明な点がある場合は、MPEG LA, L.L.C. (所在地 : 250 Steele Street, Suite 300, Denver, Colorado 80206、Web サイト : http://www.mpegla.com) にお問い合わせください。
Windows Server 2003 および Windows Server 2003 R2 のデータ ストレージ技術　　Windows Server には、Microsoft SQL Server Desktop Engine for Windows と呼ばれるデータ記憶技術が含まれている場合があります。サーバー ソフトウェアのコンポーネントは、データを格納する目的でこの技術を使用します。お客様はその他の目的で本製品使用権説明書に基づいてこの技術を使用したり、アクセスしたりすることはできません。
Windows Vista に関連する追加のライセンス条件および追加の使用権と告知　　お客様が Windows Vista を使用する際には、本製品使用権説明書の「デスクトップ オペレーティング システム」の以下の条項が適用されます。
· 仮想化テクノロジとの使用
· 問題を起こす可能性のある危険なソフトウェア
· インターネット ベースのサービス
· MPEG-4 映像標準および VC-1 映像標準に関する注意
· アクティベーションの義務
· 認証
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Expression Studio Professional Subscription
ソフトウェア開発キット　　本ソフトウェアにソフトウェア開発キット (SDK) として識別されるコンポーネントが含まれていて、SDK にその他の条件がある場合は、その条件が本ソフトウェアの使用に適用されます。
MSDN (すべてのサブスクリプション レベル) および Visual Studio (すべてのエディション)
Windows Server 2003 Terminal Services、Windows Server 2003 R2 Terminal Services、および Windows Server 2008 Terminal Services　　同時に 200 人までの匿名ユーザーが、Windows Server ソフトウェアのターミナル サービス機能を使用してお客様のプログラムのインターネット デモンストレーションにアクセスすることができます。お客様のデモンストレーションは、業務データを使用するものであってはなりません。
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
MSDN (Universal および Premium)
デスクトップ アプリケーション　　お客様が取得する 1 ライセンスごとに、ライセンスを保有するユーザーは、目的に制限なく、以下に挙げる各製品の複製 1 部 を 1 台のデバイスにインストールして使用することができます。ライセンスを保有するユーザーによる本ソフトウェアの使用には、本製品使用権説明書の「デスクトップ アプリケーション」の章が適用されます。
Office 2007 Ultimate1
Office Visio Professional 2007

Office Project Standard 2007

Office SharePoint Designer 2007

Office Communicator 2007

1Office 2007 Ultimate には Word、Excel、Outlook、PowerPoint、Publisher、Access、OneNote、InfoPath、Groove が含まれています。
Application Center 2000　　お客様は、(i) お客様のプログラムが Application Center 2000 と利用可能であるかテストするため、および (ii) モニタなどの統合ポイントを構築し使用効果を判断するために限り、Application Center 2000 ソフトウェアを使用できます。お客様は、それ以外のいかなる種類のテストも実施することができません。
FrontPage Web コンポーネント　　本ソフトウェアには、MSNBC ニュース ヘッドライン、MSN MoneyCentral Stock Quote、および MSN Search 用の Web コンポーネントが含まれています。お客様は、お客様が作成した Web サイト上に限り、これらの Web コンポーネントを使用できます。本ソフトウェアで許可されている場合を除き、Web コンポーネントを変更することはできません。Web コンポーネントに表示されている商標やロゴを単体で使用することはできません。また、お客様は、Web コンポーネント内のリンクを無効にしたり、リダイレクトしたりすることはできません。お客様は、Web コンポーネントを Microsoft または MSNBC との関係を示唆したり、Microsoft や MSNBC、またはそれらの製品、ソフトウェア、サービスを非難したり、法律に違反したりするような形で使用することはできません。
Systems Management Server (SMS) 2.0
· SMS インストーラ　　お客様は、SMS に管理されているデバイス上でのみ、SMS インストーラを使用できます。
· SMS の再頒布可能コード　　お客様はお客様のエンドユーザーに、SMS に管理されているデバイスでのみ、REDIST.TXT ファイルに掲載されている再頒布可能コードを使用するように要求する必要があります。
· SMS サンプル コード　　SAMPLES.TXT ファイルで「サンプル コード」と指定されたコードは再頒布可能コードではありません。お客様は、プログラムの設計、開発、テストを行う目的に限って、このサンプル コードを複製および改変することができます。
ソフトウェア開発キット　　本ソフトウェアには、ソフトウェア開発キット (SDK) として識別されるコンポーネントが含まれています。SDK にその他の条件がある場合は、その条件が本ソフトウェアの使用に適用されます。
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
MSDN (Universal および Premium)
Access ランタイム ファイルの再頒布可能コード　　お客様は、Microsoft Office Professional Enterprise Edition 2003 または Microsoft Office Access 2003 のライセンスを取得済みの複製から SETUP.EXE、ACCESSRT.MSI および ACCESSRT.CAB ファイルをオブジェクト コード形式で複製し、頒布することができます。この場合、共通の使用条件に記載された再頒布可能コードの条項が適用されます。また、お客様とお客様のエンド ユーザーは、このファイルを、お客様の非データベース管理プログラムにデータベース機能を提供する目的にのみ使用できます。
SQL Server 2008 Developer Edition
デモンストレーション　　ライセンス取得済みのユーザーの他に、お客様の内部ネットワークにアクセスできるすべての人が、本ソフトウェア上でお客様のプログラムをデモンストレーションする目的のために、本ソフトウェアの複製をインストールして使用することができます。
TechNet Plus Direct および TechNet Plus シングル ユーザー
インストールおよび使用権　　お客様は、以下の場合に限り、本ソフトウェアをインストールして使用することができます。
· TechNet Plus Direct および TechNet Plus シングル ユーザー ライセンス　　1 人のユーザーが、お客様の任意のデバイス上に本ソフトウェアの複製をインストールして使用することができます。
その他の実行ファイル　　本ソフトウェアには、ツール、ユーティリティ、リソース キット、パッチ、更新ファイル、およびトレーニング マテリアルが含まれます。その他の実行ファイルに付属する使用条件は、お客様がそれらを使用する際に適用されるものとします。
評価版ソフトウェア　　COMPONENTS.TXT ファイルに記載された評価版ソフトウェアの複製をインストールして使用することができるユーザーは 1 名に限ります。お客様は、ソフトウェアを評価する目的においてのみ、評価版ソフトウェアを使用することができます。お客様はそのソフトウェアを、実際の運用環境において、ステージング環境において、あるいはバックアップされていないデータと共に使用することはできません。お客様は評価版ソフトウェアを、ソフトウェア開発のために、またはアプリケーション開発環境において使用することはできません。
ドキュメンテーション　　お客様のコンピュータまたは内部ネットワークに有効なアクセス権を有する人は、お客様の内部使用目的に限り、ドキュメンテーションを複製して使用することができます。
それらの人は、以下のことを行うことができます。


· ドキュメンテーションをお客様の内部目的に限り改変すること
· お客様の顧客にサポート サービスを提供する目的でドキュメンテーションを使用すること、および
· お客様のサポート サービスの一環として、ドキュメンテーションを改変することなく、お客様の顧客にその内部使用目的のために頒布すること 

ドキュメンテーションには、電子ブックは含まれません。
Visual Studio 2008 (すべてのエディションとロール)

ユーティリティ　　ユーティリティ リストについては、http://msdn.microsoft.com/ja-jp/vstudio/bb902805.aspx をご参照ください。本ソフトウェアには、当該リストに規定されたコンポーネントが含まれています。本ソフトウェアに含まれるコンポーネントは、エディションによって異なります。本ソフトウェアとともに提供されるユーティリティは、一度に最大 5 台のデバイスにインストールすることができます。これらのユーティリティは、お客様が本ソフトウェアを使用して開発したプログラムのデバッグにのみ使用することができます。プログラムのデバッグが終了した時点、またはユーティリティをデバイスにインストールした日より 30 日後のいずれか早い時点で、デバイスにインストールしたユーティリティはすべて削除するものとします。
Windows Mobile コンポーネント　　お客様が「�GHYPERLINK\Program Files\Windows Mobile 5.0 SDK R2\」ディレクトリにある Windows Mobile コンポーネントを使用する場合、以下の制限が適用されます。
· これらのコンポーネントは、以下のいずれかで実行される Windows Mobile 5.0 ソフトウェア上で動作するプログラムを作成する場合にのみ使用することができます。
· Pocket PC
· Smartphone
· これらのコンポーネントは、ハイ リスクのプログラム、デバイス、システムの開発に使用することはできません。ハイ リスクのプログラム、デバイス、システムとは、誤動作が傷害、死亡、あるいは深刻な物理的ないし環境的損傷を引き起こす可能性のあるものを意味します。
再頒布可能コード
· REDIST.TXT ファイルのオブジェクト コード以外にも、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=100327&clcid=0x409 にある REDIST リストに記載されたファイルを複製し頒布することができます。
· お客様は、ソフトウェア付属の文書の記載に従い、イメージ ライブラリ内のイメージおよびアニメーションを複製し頒布することができます。お客様は、コンテンツを改変することもできます。お客様がコンテンツを改変した場合、改変後のコンテンツは、改変前のコンテンツについて認められていた用途にのみ使用することができます。
· 一部の頒布可能コードのファイル名拡張子は .lib となります。お客様は、頒布可能コードを実行した結果を、お客様のプログラムとのリンカーを通してのみ頒布することができます。
· お客様は、セットアップ プログラムに含まれる頒布可能コードを、セットアップ プログラムの一部としてのみ頒布することができます。お客様は、頒布可能コードを改変することはできません。
· お客様は、Microsoft オペレーティング システム、ランタイム テクノロジ、またはアプリケーション プラットフォーム以外のプラットフォームで実行するために頒布可能コードを頒布することはできません。
	Microsoft サーバー – 管理サーバー

	

	ライセンス モデル : サーバー ライセンス + (サーバーまたはクライアント) 管理ライセンス

	この章は以下の一覧表に記載された製品に適用されます (アスタリスクの付いた製品については B 欄もご覧ください)。
この章は、製品表にこのライセンスモデルに基づいて追加される製品にも適用されます。


1. System Center Configuration Manager 2007 R2*

2. System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology*

3. System Center Data Protection Manager 2007*

4. System Center Essentials 2007*
5. System Center Essentials 2007 with SQL Server 2005 Technology*

6. System Center Operations Manager 2007*
7. System Center Operations Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology*

8. System Center Virtual Machine Manager 2008*
	


A. 標準の使用条件　　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンスにつき以下の権利を有します。
I) サーバーへのライセンスの割り当て
a) お客様は、1 つのソフトウェア ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する前に、そのライセンスを、お客様のサーバーのうちの 1 つに割り当てなければなりません。そのサーバーは、その特定のライセンスに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、同じサーバーに他のソフトウェア ライセンスを割り当てることはできますが、同じライセンスを 2 つ以上のサーバーに割り当てることはできません。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個のサーバーとみなされます。
b) お客様はソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができますが、短期間で再割り当てすることはできません (即ち、最後の再割り当てから 90 日以内に再割り当てすることはできません)。ただし、恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのサーバーの使用を中止する場合にはその期間より早くソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができます。お客様がライセンスを再割り当てする場合、お客様がライセンスを再割り当てしたサーバーが、そのライセンスに関して新たな「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。
II) サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　割り当てる各ソフトウェア ライセンスにつき、お客様は一度に、本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスを、ライセンス取得済みのサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができます。
III) 追加のソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、任意の数のデバイス上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境において、以下の表に記載する任意の数の追加ソフトウェアのインスタンスを実行または使用することができます。お客様はこれらのインスタンスを本サーバー ソフトウェアでのみ使用することができます。本サーバー ソフトウェアでは他の追加ソフトウェアを介して間接的にインスタンスを使用することも、直接使用することもできます。
	製品
	追加のソフトウェア

	System Center Configuration Manager 2007 R2
	System Center Configuration Manager 2007 R2 (すべてのエディション)
· Configuration Manager コンソール
· Configuration Manager クライアント
· Device Management Point
· Custom Updates Publishing Tool
· Distribution Point
· Fallback Status Point
· Inventory Tool for Microsoft Updates
· PXE Service Point
· Management Point
· Reporting Point
· System Center Update Publisher
· Secondary Site Server
· Server Locator Point
· Software Update Point
· State Migration Point
· System Health Validator Point
· Configuration Pack
System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology のみ
· Analysis Services Shared Tools
· Business Intelligence Development Studio
· Connectivity Components
· Legacy Components
· 管理ツール
· Microsoft Baseline Security Analyzer
· Notification Services Client Components
· Reporting Services Report Manager
· Reporting Services Shared Tools
· SQL Server 2005 Shared Tools
· ソフトウェア開発キット
· SQLXML Client Features
· SQL Server 2005 Books Online
· SQL Server Mobile Server Tools

	System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology
	· 

	System Center Data Protection Manager 2007
	· Data Protection Manager 2007 Agent
· Data Protection Manager Remote Command-Line Interface Console
· Data Protection Manager System Recovery Tool Agent

	System Center Essentials 2007
	System Center Essentials 2007 (すべてのエディション)

· ユーザー インターフェイス コンソール
· Management Pack
· エージェントおよびヘルパーのバイナリ
System Center Essentials 2007 with SQL Server 2005 Technology のみ
· Analysis Services Shared Tools
· Business Intelligence Development Studio
· SQL Server 2005 Books Online
· Connectivity Components
· Legacy Components
· 管理ツール
· Notification Services Client Components
· Reporting Services Report Manager
· Reporting Services Shared Tools
· SQL Server 2005 Shared Tools
· ソフトウェア開発キット
· SQLXML Client Features
· SQL Server Mobile Server Tools

	System Center Essentials 2007 with SQL Server 2005 Technology
	· 

	System Center Operations Manager 2007
	System Center Operations Manager 2007 (すべてのエディション)

· エージェントおよびヘルパーのバイナリ
· Audit Database
· Connector Framework
· コンソール
· データベース
· Management Pack
· Power Shell
· Reporting Data Warehouse
· Reporting Server
· Web コンソール
System Center Operations Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology のみ
· Analysis Services Shared Tools
· Business Intelligence Development Studio
· Connectivity Components
· Legacy Components
· 管理ツール
· Notification Services Client Components
· Reporting Services Report Manager
· Reporting Services Shared Tools
· SQL Server 2005 Shared Tools
· ソフトウェア開発キット
· SQLXML Client Features
· SQL Server 2005 Books Online
· SQL Server Mobile Server Tools

	System Center Operations Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology
	· 

	System Center Virtual Machine Manager 2008
	· Virtual Machine Manager Agent
· Physical to Virtual Agent
· Administrator コンソール
· Virtual Machine Manager Self Service Portal

· VMRC クライアント


IV) お客様のサーバーまたはストレージ メディア上でのインスタンスの作成と格納　　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンスにつき、以下の追加の権利を有します。
a) お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアについて、任意の数のインスタンスを作成することができます。
b) お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスをお客様の任意のサーバーまたはストレージ メディアに保存できます。
c) お客様は、上記に従ってお客様のソフトウェア ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利を行使する目的に限り (たとえば、お客様は第三者にインスタンスを頒布することはできません)、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスを作成および保存することができます。
V) 追加のライセンス条件および追加の使用権
I) 管理ライセンス　　お客様は、サーバー ソフトウェアのインスタンスを使用して直接または間接的に管理するオペレーティング システム環境 (OSE) に対する適切なカテゴリおよび種類の管理ライセンスを取得し、デバイスまたはユーザーに割り当てる必要があります。
i) 管理ライセンスのカテゴリ　　管理ライセンスには、クライアントおよびサーバーという 2 つのカテゴリがあります。必要なライセンスのカテゴリは、OSE 内で実行されるオペレーティング システム ソフトウェアによって異なります。サーバー オペレーティング システム ソフトウェアを実行する OSE では、サーバー管理ライセンスが必要です。他のすべての OSE では、サーバー管理ライセンスまたはクライアント管理ライセンスのいずれかを使用することができます。
ii) 2 種類のクライアント管理ライセンス　　クライアント管理ライセンスには、管理対象 OSE 用とユーザー用の 2 種類があります。
· OSE クライアント管理ライセンスを使用すると、サーバー ソフトウェアのインスタンスで、任意のユーザーによって使用されている OSE の数と同じ数の OSE を管理できます。
· ユーザー クライアント管理ライセンスを使用すると、サーバー ソフトウェアのインスタンスで、ユーザー クライアント管理ライセンスが割り当てられている各ユーザーによって使用されている OSE を管理できます。1 つの OSE を複数のユーザーが使用しているが OSE によるライセンスを取得していない場合、OSE を使用している各ユーザーにユーザー クライアント管理ライセンスを割り当てる必要があります。
クライアント管理ライセンスでは、サーバー オペレーティング システムが実行される OSE の管理を行うことはできません。
1 種類のサーバー管理ライセンス　　サーバー管理ライセンスには、ユーザー オプションはありません。取得可能なサーバー管理ライセンスの種類は、OSE サーバー管理ライセンスのみです。OSE サーバー管理ライセンスを使用すると、サーバー ソフトウェアのインスタンスで、使用されている OSE の数と同じ数の OSE を管理できます。サーバー管理ライセンスは 1 種類しかありませんが、最大 2 つのエディションがある場合があります。サーバー管理ライセンスに複数のエディションがある場合、管理対象のワークロードに応じて必要なエディションが異なります。
1 台のデバイスに、サーバー オペレーティング システムが実行されている一部の OSE を含め、複数の OSE が存在する可能性があります。その場合、すべての OSE に対してサーバー管理ライセンスを取得していない限り、そのデバイス用に 2 つのカテゴリを組み合わせた管理ライセンスが必要になります。
I) 管理ライセンスの割り当て
· ユーザー クライアント管理ライセンスを取得した場合、そのライセンスをお客様の管理対象 OSE のユーザーに割り当てる必要があります。
· OSE クライアント管理ライセンスまたは OSE サーバー管理ライセンスを取得した場合、そのライセンスをお客様の管理対象 OSE が実行されるデバイスに割り当てる必要があります。ハードウェア パーティションやブレードは独立したデバイスと見なされます。1 台のデバイスで一度に管理する OSE の数は、そのデバイスに割り当てられている OSE クライアント管理ライセンスまたは OSE サーバー管理ライセンスの数を超えることはできません。
· 適切な管理ライセンスは次のとおりです。
i) サーバーまたはクライアント
ii) OSE またはユーザー (存在する場合)
各製品に対する適切な管理ライセンスは、以下の表に掲載しています。
· 本項において、OSE を「管理する」とは、デバイスの存在を確認すること以外の、その OSE に関連するハードウェアまたはソフトウェアに関する以下のことを意味します。
iii) データを収集または受信すること
iv) 設定を行うこと、または
v) 指示を与えること
· 以下に該当する場合、管理ライセンスは不要です。
i) 本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行することを認められているお客様の任意の OSE
ii) ソフトウェアのインスタンスが実行されないお客様の任意の OSE、または
iii) ネットワーク インフラストラクチャ デバイス (OSI レイヤ 3 以下) としてのみ機能しているデバイス、または
iv) アウトオブバンド管理のみを行うお客様の任意のデバイス
「アウトオブバンド管理」では、ネットワーク接続を介したハードウェア管理コントローラとの対話により、次のようなハードウェア コンポーネントの状態を監視または管理します。
· システムの温度
· ファンの速度
· 電源のオン/オフ
· システムのリセット
· CPU の可用性
以下のコンポーネントを対象とする使用状況の監視は、OSE の間接的な管理とみなされ、管理ライセンスが必要となります。
· CPU

· RAM

· NIC

· ストレージ
· 下表に記載がない限り、お客様は取得する管理ライセンスによって、本サーバー ソフトウェアのお客様の以前のバージョンのインスタンスを使用して管理を行うことができますが、将来のバージョンのインスタンスを使用して管理を行うことはできません。お客様が本使用条件に基づいてサーバー ソフトウェアの以前のバージョンのインスタンスを実行する場合、そのバージョンに対応する管理ライセンスを使用することもできます。その場合、以前のバージョンの管理ライセンスは次のように使用することができます。
i) サーバー管理ライセンスを OSE サーバー管理ライセンスとして使用できます
ii) クライアント管理ライセンスを OSE クライアント管理ライセンスまたはユーザー クライアント管理ライセンスとして使用できます
· ライセンス取得済みのサーバー上で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを使用して、次を管理することができます。
i) 1 台のデバイス上の任意の数の OSE (同じ数のサーバー管理ライセンスまたはクライアント管理ライセンスをそのデバイスに割り当てている場合)
ii) お客様のユーザーが使用している OSE (クライアント管理ライセンスをそれらのユーザーに割り当てている場合)
	製品または機能 (ワークロード)
	管理ライセンスのカテゴリと一覧

	System Center Configuration Manager 2007 R2 および
System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology
サーバー ソフトウェアのインスタンスによる、ライセンス取得済みの OSE で実行されている Basic Operating System Workloads のみの管理 (Desired Configuration Management (DCM) を使用)、およびライセンス取得済みの OSE で実行される任意のアプリケーションの管理 (DCM の使用が不要)
Basic Operating System Workloads とは、以下をいいます。
· 次の基本的なオペレーティング システム ユーティリティ : System Resource Manager、Password Change Notification、Baseline Security Analyzer、Reliability and Availability Services
· 次のファイルおよびプリント サービス ワークロード : Print Server、Distributed File System (DFS)、File Replication Service (FRS)、Network File System (NFS)、File Transfer Protocol (FTP)、および Windows Sharepoint Services
· 次のネットワーク サービス ワークロード : Distributed Naming Service (DNS)、Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP)、および Windows Internet Naming Service (WINS)

	サーバー管理ライセンス
· System Center Configuration Manager 2007 R2 Standard Server 管理ライセンス (Standard Server ML) または
· System Center Server Management Suite Standard (2008 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	System Center Configuration Manager 2007 R2 および
System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology
DCM を使用するサーバー ソフトウェアのインスタンスによる以下の管理
· IT コンプライアンスおよびガバナンス構成
· Basic Operating System Workloads
· 他のすべてのオペレーティング システム ユーティリティ、サービス ワークロード、およびライセンス取得済みの OSE で実行されている任意のアプリケーション

	サーバー管理ライセンス
· System Center Configuration Manager 2007 R2 Enterprise Server 管理ライセンス (Enterprise Server ML) または
· System Center Server Management Suite Enterprise (2008 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)


	System Center Configuration Manager 2007 R2 および
System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology

	クライアント管理ライセンス
· BackOffice 2000 CAL (2008 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· Core CAL Suite (2008 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· Enterprise CAL Suite (2008 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· System Center Configuration Manager 2007 R2 Client 管理ライセンス (ユーザーまたは OSE クライアント ML)

	System Center Data Protection Manager 2007
以下のサーバー ソフトウェアのインスタンスによる基本的なファイルのバックアップおよび復旧管理
· オペレーティング システム コンポーネント
· ユーティリティ
· ライセンス取得済みの OSE で実行されているサービス ワークロード
	サーバー管理ライセンス
· System Center Data Protection Manager 2007 Standard Server 管理ライセンス (Standard Server ML) または
· System Center Server Management Suite Standard (2007 年 11 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	System Center Data Protection Manager 2007
以下のサーバー ソフトウェアのインスタンスによるバックアップおよび復旧 (基本的なファイルのバックアップおよび復旧を含む)
· サーバーのシステム ステート
· すべてのオペレーティング システム コンポーネント
· すべてのユーティリティ
· すべてのサーバー ワークロード
· ライセンス取得済みの OSE で実行されている任意のアプリケーション
	サーバー管理ライセンス
· System Center Data Protection Manager 2007 Enterprise Server 管理ライセンス (Enterprise Server ML) または
· System Center Server Management Suite Enterprise (2007 年 11 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	System Center Data Protection Manager 2007
	クライアント管理ライセンス
· なし

	System Center Essentials 2007 および
System Center Essentials 2007 with SQL Server 2005 Technology
	サーバー管理ライセンス
· System Center Essentials 2007 Server 管理ライセンス (Server ML)

	System Center Essentials 2007 および
System Center Essentials 2007 with SQL Server 2005 Technology
	クライアント管理ライセンス
· System Center Essentials 2007 Client 管理ライセンス (Client ML)

	System Center Operations Manager 2007 および
System Center Operations Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology
サーバー ソフトウェアのインスタンスによる、ライセンス取得済みの OSE で実行されている Basic Operating System Workloads のみの管理 

Basic Operating System Workloads とは、以下をいいます。
· 次の基本的なオペレーティング システム ユーティリティ : System Resource Manager、Password Change Notification、Baseline Security Analyzer、Reliability and Availability Services。
· 次のファイルおよびプリント サービス ワークロード : Print Server、Distributed File System (DFS)、File Replication Service (FRS)、Network File System (NFS)、File Transfer Protocol (FTP)、および Windows Sharepoint Services。
· 次のネットワーク サービス ワークロード : Distributed Naming Service (DNS)、Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP)、および Windows Internet Naming Service (WINS)。
マイクロソフトは http://go.microsoft.com/?linkid=4426611 に更新版を掲載することにより Basic Operating System Workloads の一覧を拡大することができます。
	サーバー管理ライセンス
· System Center Operations Manager 2007 Standard Server 管理ライセンス (Standard Server ML) または
· System Center Standard Server 管理ライセンス 2006 (2007 年 4 月 1 日以降に取得したか、または 2007 年 4 月 1 日時点で有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合) または
· System Center Server Management Suite Standard (2007 年 11 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	System Center Operations Manager 2007 および
System Center Operations Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology
ライセンス取得済みの OSE で実行されているサーバー ソフトウェアのインスタンスによる以下の管理
· Basic Operating System Workloads
· 他のすべてのオペレーティング システム ユーティリティ
· 他のすべてのサービス ワークロード
· 任意のアプリケーション

	サーバー管理ライセンス
· System Center Operations Manager 2007 Enterprise Server 管理ライセンス (Enterprise Server ML) または
· System Center Server Management Suite Enterprise (2007 年 10 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	System Center Operations Manager 2007 および
System Center Operations Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology

	クライアント管理ライセンス
· System Center Operations Manager 2007 クライアント管理ライセンス (ユーザー または OSE クライアント ML) または
· Enterprise CAL Suite (2007 年 4 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	System Center Virtual Machine Manager 2008
	サーバー管理ライセンス
· System Center Virtual Machine Manager 2008 Enterprise サーバー管理ライセンス (Enterprise Server ML) または
· System Center Server Management Suite Enterprise (2008 年 11 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを取得済みの場合)

	System Center Virtual Machine Manager 2008
	クライアント管理ライセンス
· なし


I) 管理ライセンスおよび CAL の再割り当て　　お客様は以下のことが許諾されます。
I) 次の恒久的な再割り当て
i) あるデバイスから別のデバイスへの OSE サーバー管理ライセンスまたは OSE クライアント管理ライセンスの再割り当て
ii) あるユーザーから別のユーザーへのユーザー クライアント管理ライセンスの再割り当て
I) 次の一時的な再割り当て
i) 通常使用するデバイスが使用不可能な場合の OSE サーバー管理ライセンスまたは OSE クライアント管理ライセンスの代替デバイスへの再割り当て
ii) ユーザー クライアント管理ライセンスの、担当の従業員が休んでいる間に働く臨時の従業員への再割り当て
I) 再頒布可能コード　　お客様は、共通の使用条件に従って、再頒布可能コードを利用することができます。
I) SQL Server 2005 Technology の使用条件　　お客様のソフトウェアに SQL Server 2005 Technology が含まれている場合、お客様はソフトウェアをサポートする目的においてのみ、一度にそのTechnologyの 1 つのインスタンスを、1 台のサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができます。その使用のために SQL Server CAL を取得する必要はありません。お客様は、本項に記載のとおりお客様のソフトウェア ライセンスに基づいてそのTechnologyのインスタンスを実行する権利を行使する目的に限り、任意の数の SQL Server Technology のインスタンスを作成し、お客様のサーバーまたはストレージメディアに保存することができます。お客様は一時的なサポートのために、1 つのパッシブ フェールオーバー インスタンスを別個のオペレーティング システム環境で実行することもできます。お客様は、ライセンス取得済みのサーバー以外のサーバーでパッシブ フェールオーバー インスタンスを実行することができます。
I) Management Pack および Configuration Pack　　本ソフトウェアには Management Pack または Configuration Pack が含まれることがあります。これらの Pack の使用には、該当する System Center 製品の使用条件が適用されます。
	

	B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件
System Center Configuration Manager 2007 R2、System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology、System Center Operations Manager 2007、および System Center Operations Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology

管理ライセンス　　第三の種類のクライアント管理ライセンスを使用できます。Core CAL Suite および Enterprise CAL Suites は、デバイス クライアント管理ライセンスとして使用できます。お客様がサーバー ソフトウェアのインスタンスを使用して管理する OSE に対していずれかのデバイス クライアント管理ライセンスを取得して、デバイスに割り当てることができます。ハードウェア パーティションやブレードは独立したデバイスと見なされます。デバイス クライアント管理ライセンスを使用すると、サーバー ソフトウェアのインスタンスで、その管理ライセンスが割り当てられたデバイスで実行されている任意の数の OSE を管理できます。任意のユーザーがその管理対象 OSE を使用できます。OSE クライアント管理ライセンスの再割り当てと同様に、デバイス クライアント管理ライセンスを再割り当てすることができます。
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
System Center Configuration Manager 2007 R2、System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology、System Center Data Protection Manager 2007、System Center Operations Manager 2007、System Center Operations Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology、および System Center Virtual Machine Manager 2008

お客様は、対象となる System Center Server Management Suite Enterprise ライセンスが割り当てられたデバイス上で実行されている任意の数の OSE を管理できます。対象となるライセンスとは、対応するサーバー製品の提供が開始された日付またはそれ以降に取得したライセンスをいいます。この日付は製品によって異なります。詳細については、管理ライセンス表を参照してください。
その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
System Center Configuration Manager 2007 R2 および System Center Configuration Manager 2007 R2 with SQL Server 2005 Technology
本ソフトウェアに含まれるデータ セット (またはその一部) はいずれも複製および頒布することはできません。
Windows プレインストール環境　　Windows プレインストール環境をインストールして、Windows オペレーティング システム ソフトウェアの診断および復旧のために使用できます。Windows プレインストール環境は、次の目的では使用できません。
· 一般のオペレーティング システム
· シン クライアント
· リモート デスクトップ クライアント
また、他のいかなる目的でも使用することはできません。
 

ImageX.exe、Wimapi.dll、Wimfilter、および Package Manager　　Windows オペレーティング システム ソフトウェアの復旧のために、本ソフトウェアの一部である次のものをインストールして使用できます。
· ImageX.exe
· Wimapi.dll
· Wimfilter および Package Manager

本ソフトウェアの一部であるこれらを、お客様の Windows オペレーティング システムのバックアップまたは他のいかなる目的でも使用することはできません。
System Center Data Protection Manager
クライアント管理ライセンスなし　　サーバー管理ライセンスの取得のみが可能です。クライアント管理ライセンスは使用できません。
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　System Center Data Protection Manager ソフトウェアには、Microsoft System Recovery Tool for Microsoft System Center Data Protection Manager 2007 が含まれます。取得してサーバーに割り当てた System Center Data Protection Manager ソフトウェアのライセンスごとに、別個の物理的 OSE または 仮想的 OSE で System Recovery Tool サーバー ソフトウェアのインスタンスを一度に 1 つ実行することもできます。
System Center Essentials 2007 および System Center Essentials 2007 with SQL Server 2005 Technology

ユーザー管理ライセンスなし　　OSE クライアント管理ライセンスの取得のみが可能です。ユーザー クライアント管理ライセンスは使用できません。
Windows Server Update Services (WSUS)　　本ソフトウェアには、WSUS ソフトウェアが含まれています。WSUS は Windows の一部です。WSUS ソフトウェアをご使用いただく際には、Windows の使用条件が適用されます。
System Center Operations Manager 2007 および System Center Operations Manager 2007 with SQL Server 2005 Technology
Desktop Error Monitoring テクノロジ (DEM) の使用には、お客様がライセンス取得済みのデバイスに対するクライアント管理ライセンスは不要です。これは、DEM のライセンスを単独で取得した場合、または Microsoft Desktop Optimization Pack 2007 とともに取得した場合に適用されます。サーバー オペレーティング システム以外のオペレーティング システムが実行されている OSE のエージェントレス監視にのみ適用されます。
System Center Virtual Machine Manager 2008

System Center Virtual Machine Manager 2008 は、以下のライセンスを 1 つ以上取得している場合に限り使用できます。
· System Center Server Management Suite Enterprise の対象となるライセンス
· System Center Virtual Machine Manager 2008 Enterprise サーバー管理ライセンス
お客様は、お客様が取得した System Center Server Management Suite Enterprise の対象となるライセンスおよび Virtual Machine Manager 2008 Enterprise Server Management License ごとに 1 つの System Center Virtual Machine Manager 2008 ソフトウェア ライセンスを取得していると見なされます。
System Center Server Management Suite Enterprise の対象となるライセンスとは、2008 年 11 月 1 日以降に有効なソフトウェア アシュアランスを含むライセンスをいいます。
物理的 OSE から 仮想的 OSE への変換　　物理的 OSE を 仮想的 OSE に変換することができます。この場合、変換時にのみ、変換のみの目的で管理する OSE に対しては、サーバー管理ライセンスは不要です。
お客様は、System Center Virtual Machine Manager 2008 Enterprise サーバー管理ライセンスが割り当てられているお客様のデバイス上で実行されている任意の数の OSE を管理できます。



	Microsoft サーバー – 特殊なサーバー

	

	ライセンス モデル : サーバー ライセンス

	この章は以下の一覧表に記載された製品に適用されます (アスタリスクの付いた製品については B 欄もご覧ください)。
この章は、製品表にこのライセンスモデルに基づいて追加される製品にも適用されます。


1. Connected Services Framework SBE Server Billing 3.0

2. Connected Services Framework SBE Server Order Handling 3.0

3. Dynamics CRM 4.0 Workgroup Server
4. HPC Pack 2008*

5. Identity Lifecycle Manager 2007 – Windows Live Edition*

6. Microsoft Hyper-V Server 2008*I
7. Microsoft Services for Netware 5.03*
8. Office Forms Server 2007 for Internet sites*

9. Office Groove Server 2007
10. Office SharePoint Server 2007 for Internet sites*

11. Search Server 2008
12. System Center Reporting Manager 2006
13. System Center Virtual Machine Manager 2008 Workgroup Edition

14. Virtual Server 2005 R2 Standard and Enterprise Edition

15. Windows HPC Server 2008*I
16. Windows Server 2008 HPC Edition*I
17. Windows Server 2008 HPC Edition without Hyper-V*I
18. Windows Web Server 2008 *I
	


A. 標準の使用条件　　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンスにつき以下の権利を有します。
I) サーバーへのライセンスの割り当て
a) お客様は、1 つのソフトウェア ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する前に、そのライセンスを、お客様のサーバーのうちの 1 つに割り当てなければなりません。そのサーバーは、その特定のライセンスに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、同じサーバーに他のソフトウェア ライセンスを割り当てることはできますが、同じライセンスを 2 つ以上のサーバーに割り当てることはできません。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個のサーバーとみなされます。
b) お客様はソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができますが、短期間で再割り当てすることはできません (即ち、最後の再割り当てから 90 日以内に再割り当てすることはできません)。ただし、恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのサーバーの使用を中止する場合にはその期間より早くソフトウェア ライセンスを再割り当てすることができます。お客様がライセンスを再割り当てする場合、お客様がライセンスを再割り当てしたサーバーが、そのライセンスに関して新たな「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。
II) サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　割り当てる各ソフトウェア ライセンスにつき、お客様は一度に、本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスを、ライセンス取得済みのサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができます。
III) 追加のソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、任意の数のデバイス上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境において、以下の表に記載する任意の数の追加ソフトウェアのインスタンスを実行または使用することができます。お客様はこれらのインスタンスを本サーバー ソフトウェアでのみ使用することができます。本サーバー ソフトウェアでは他の追加ソフトウェアを介して間接的にインスタンスを使用することも、直接使用することもできます。
	製品
	追加のソフトウェア

	Connected Services Framework SBE Server Billing 3.0
	· なし

	Connected Services Framework SBE Server Order Handling 3.0
	· なし

	Dynamic CRM 4.0 Workgroup Server

	· Microsoft Dynamics CRM 4.0 for Microsoft Office Outlook

· Microsoft Dynamics CRM 4.0 Connector for Microsoft SQL Server Reporting Services

· Microsoft Dynamics CRM 4.0 E-mail Router

· Microsoft Dynamics CRM 4.0 Data Migration Manager
· Microsoft Dynamics CRM 4.0 Language Packs

	HPC Pack 2008
	· クライアント ユーティリティ

	Identity Lifecycle Manager 2007 - Windows Live Edition
	· クライアント ソフトウェア

	Microsoft Hyper - V Server 2008
	· なし

	Office Forms Server 2007 for Internet sites
	· なし

	Office Groove Server 2007
	· なし

	Office SharePoint Server 2007 for Internet sites
	· なし

	Microsoft Services for Netware 5.03
	· Novell Client 32

	Search Server 2008
	· なし

	System Center Reporting Manager 2006
	· Reporting Data Source

	System Center Virtual Machine Manager 2008 Workgroup Edition
	· Virtual Machine Manager Agent
· Physical to Virtual Agent
· Administrator コンソール
· Virtual Machine Manager Self Service Portal

· VMRC クライアント

	Virtual Server 2005 R2 Standard and Enterprise Edition
	· Virtual Machine Remote Control

	Windows HPC Server 2008
	· クライアント ユーティリティ
· AD Migration Tool
· FRS Monitoring Tools

· Remote Desktop Connection Client
· RSAT Client

	Windows Server 2008 HPC Edition 

Windows Server 2008 HPC Edition without Hyper-V
	· AD Migration Tool
· FRS Monitoring Tools

· Remote Desktop Connection Client
· RSAT Client

	Windows Web Server 2008
	· なし


IV) お客様のサーバーまたはストレージ メディア上でのインスタンスの作成と格納　お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンスにつき、以下の追加の権利を有します。
a)
お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアについて、任意の数のインスタンスを作成することができます。
b)
お客様は、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスをお客様の任意のサーバーまたはストレージ メディアに保存することができます。
c)
お客様は、上記に従ってお客様のソフトウェア ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利を行使する目的に限り (たとえば、お客様は第三者にインスタンスを頒布することはできません)、本サーバー ソフトウェアおよび追加のソフトウェアのインスタンスを作成および保存することができます。
V) 追加のライセンス条件および追加の使用権
a)
アクセス用のクライアント アクセス ライセンス (CAL) は不要　　お客様は、本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするその他のデバイスのために CAL を取得する必要はありません。
b)
管理用の管理ライセンスは不要　　本サーバー ソフトウェアのインスタンスによって管理されているデバイスのために管理ライセンスを取得する必要はありません。
c)
Management Pack　　本ソフトウェアには Management Pack が含まれることがあります。Management Pack の使用には、本製品使用権説明書の「サーバー - 管理サーバー」の章に記載されている該当する System Center 製品の使用条件が適用されます。
	


B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件
HPC Pack 2008、Windows HPC Server 2008*、Windows Server 2008 HPC Edition*、および Windows Server 2008 HPC Edition without Hyper-V*
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、ライセンス取得済みのサーバー上の 1 つの物理的オペレーティング システム環境および 1 つの仮想的オペレーティング システム環境で、本サーバー ソフトウェアのインスタンスをそれぞれ一度に 1 つ実行することができます。
お客様が許可された両方のインスタンスを同時に実行する場合、物理的オペレーティング システム環境で動作する本サーバー ソフトウェアのインスタンスは、次の目的にのみ使用できます。
· ハードウェア仮想化ソフトウェアの実行
· ハードウェア仮想化サービスの提供
· ライセンス取得済みのサーバー上でオペレーティング システム環境を管理および使用可能にするソフトウェアの実行
*その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Identity Lifecycle Manager 2007 – Windows Live Edition

本ソフトウェアを使用して、以下のことを行うことができます。
· 接続されたデータ ソースからの識別データとその変更のインポート
· 識別データの同期化と転送の促進
これらの操作は、お客様が接続済みのデータ ソースと Microsoft Passport Network/Windows Live ID サービス (以下「本サービス」といいます) の間で行うことができます。お客様は本ソフトウェアをその他の目的に使用することはできません。たとえば、接続したデータ ソースから別のデータ ソースへのデータ転送を同期化したり、促進したりするために本ソフトウェアを使用することはできません。本サービスの使用は、関係するすべての使用条件の規制対象となります。
Microsoft Hyper-V Server 2008
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、割り当てるソフトウェア ライセンスごとに、ライセンス取得済みのサーバー上の物理的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを一度に 1 つ実行することができます。かかる本サーバー ソフトウェアのインスタンスは、以下の目的にのみ使用できます。
· ハードウェア仮想化サービスの提供、または
· ライセンス取得済みのサーバー上でオペレーティング システム環境を管理および使用可能にするソフトウェアの実行
Microsoft Services for NetWare 5.03
サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、任意のサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で、本サーバー ソフトウェアの任意の数のインスタンスを実行することができます。
Office Forms Server 2007 for Internet sites および Office SharePoint Server 2007 for Internet sites

お客様は本ソフトウェアをインターネットに面した Web サイトにのみ使用することができます。すべてのコンテンツ、情報、およびアプリケーションは、非従業員に対してアクセス可能でなければなりません。
Windows HPC Server 2008*、Windows Server 2008 HPC Edition*、および Windows Server 2008 HPC Edition without Hyper-V*
「HPC アプリケーション」とは、高性能コンピューティング アプリケーションのことです。クラスタ HPC アプリケーションにより、通常は数台のサーバーをグループ (「クラスタ」ともいいます) として使用し、複雑な計算問題や密接に関係した複数の計算問題を並行処理で解決することができます。
お客様は、本サーバー ソフトウェアを以下の条件で使用できます。
i. クラスタ HPC アプリケーションの実行を主目的とする。および
ii. クラスタ内のデバイスのセキュリティ、ストレージ、パフォーマンスの強化、およびシステム管理に必要な場合のみ、クラスタ HPC アプリケーションのサポートのみを目的としてクラスタ ノードで実行する他のソフトウェアと組み合わせて使用する。
お客様は、本サーバー ソフトウェアをその他の目的に使用することはできません。たとえば、前項 (ii) で許可された方法を除き、本サーバー ソフトウェアを汎用サーバー、データベース サーバー、Web サーバー、電子メール サーバー、プリント サーバー、またはファイル サーバーとして使用することはできません。
*その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Windows HPC Server 2008、Windows Server 2008 HPC Edition、Windows Server 2008 HPC Edition without Hyper-V、および Windows Web Server 2008*
I) 注意事項
a) MPEG-4 映像標準に関する注意　　本ソフトウェアには、MPEG-4 画像解読テクノロジが含まれています。この技術については、MPEG LA, L.L.C. により以下の注意書きを表示することが義務付けられています。

以下の場合に直接関連する場合を除き、MPEG 4 映像標準に準拠して本製品を使用することは、すべて禁止されています。(A) (i) 事業活動に従事しない消費者より作成され、無償で取得されたデータまたは情報を、(ii) 個人使用の目的のみで使用する場合、および (B) MPEG LA, L.L.C. により別途特定のライセンス許諾を受けたその他の使用による場合。
MPEG-4 映像標準について不明な点がある場合は、MPEG LA, L.L.C. (所在地 : 250 Steele Street, Suite 300, Denver, Colorado 80206、Web サイト : www.mpegla.com) にお問い合わせください。
b) VC-1 映像標準に関する注意　　本ソフトウェアには、VC-1 画像解読テクノロジが含まれています。この技術については、MPEG LA, L.L.C. により以下の注意書きを表示することが義務付けられています。
本製品は、(A) 消費者が VC-1 標準に準拠した映像 (以下「VC-1 映像」といいます) を暗号化するか、または、(B) 消費者が自らの個人的かつ非商業的活動において暗号化したか、VC-1 映像の頒布に関する許諾を得た映像提供業者より入手した VC-1 映像を復号化するために使用することを目的とすることで、個人的かつ非商業的用途に関する VC-1 特許ポートフォリオ ライセンスに基づいて使用許諾されています。その他の用途に関する使用許諾は一切認められず、また、黙示的にも認められていません。 

VC-1 映像標準について不明な点がある場合は、MPEG LA, L.L.C. (所在地 : 250 Steele Street, Suite 300, Denver, Colorado 80206、Web サイト www.mpegla.com) にお問い合わせください。
II) アクティベーションの義務　　アクティベーションとは、ソフトウェアの使用を特定のデバイスに関連付けることです。マルチ アクティベーション キー (MAK) アクティベーション中、本ソフトウェアからマイクロソフトに本ソフトウェアとデバイスに関する情報が送信されます。キー マネージメント サービス (KMS) ホスト アクティベーション中、本ソフトウェアからマイクロソフトに KMS ホスト ソフトウェアとホスト デバイスに関する情報が送信されます。KMS を使用してアクティベーションされた KMS クライアント デバイスから、Microsoft に情報が送られてくることはありません。ただし、KMS ホストによる定期的な再アクティベーションは必要です。MAK または KMS ホスト アクティベーション中にマイクロソフトに送信される情報には、次の情報が含まれます。
i. 本ソフトウェアのバージョン、言語、およびプロダクト キー
ii. デバイスのインターネット プロトコル アドレス
iii. デバイスのハードウェア設定から生じた情報
詳細については、http://www.microsoft.com/piracy/mpa.aspx をご参照ください。本ソフトウェアを使用することで、お客様はマイクロソフトがこれらの情報を収集することに同意されたものとします。お客様には、アクティベーションの前に、インストール プロセスでインストールされた本ソフトウェアのバージョンを使用する権利があります。インストール プロセスで指定された時間が経過した後、本ソフトウェアを使用するお客様の権利は、アクティベーションが完了するまで制限されます。これは、不正使用を防止するための措置です。その時間が過ぎると、アクティベーションを行うまで、お客様は本ソフトウェアを使用できなくなります。デバイスがインターネットに接続されている場合、本ソフトウェアは、アクティベーションのためにマイクロソフトに自動的に接続される場合があります。本ソフトウェアのアクティベーションは、インターネットまたは電話により、手動で行うこともできます。その場合、インターネットおよび電話の通話料金が発生することがあります。お客様がコンピュータのハードウェア構成を変更した場合や、本ソフトウェアの設定を変更した場合には、本ソフトウェアのアクティベーションを再度行う必要が生じることがあります。本ソフトウェアは、アクティベーションが実行されるまで、アクティベーションが必要なことをお知らせします。
マイクロソフトは、MAK キーまたは KMS キーの不正使用に関連して次の処置を取る場合があります。
i. 今後のアクティベーションの阻止
ii. 非アクティベーション
iii. その他の方法による、キーのアクティベーションまたは検証の阻止 

お客様は、キー アクティベーションのために、マイクロソフトから新しいキーを取得しなければならない場合があります。
III) 認証
a. 本ソフトウェアの認証機能は随時アップデートされることがあり、またお客様はダウンロードを実行するよう求められる場合があります。認証とは、本ソフトウェアのアクティベーションが実行され、ライセンスが適切に発行されたことを確認するものです。認証により、お客様は本ソフトウェアの特定の機能を使用し、あるいは、追加の特典を取得することができます。詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=39157 をご参照ください。
b. 認証チェックの間、本ソフトウェアからマイクロソフトに本ソフトウェアとデバイスに関する情報が送信されます。この情報には、本ソフトウェアのバージョンおよびプロダクト キーと、デバイスのインターネット プロトコル アドレスが含まれています。マイクロソフトがこれらの情報を利用してお客様を特定したり、お客様に連絡したりすることはありません。本ソフトウェアを使用することで、お客様はマイクロソフトがこれらの情報を収集することに同意されたものとします。認証および認証チェックの際に送信される情報の詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=96551 をご参照ください。
c. 本ソフトウェアに関する正規のライセンスを取得していない場合、本ソフトウェアの機能に影響が生じることがあります。たとえば、次のような影響が生じます。
i. 本ソフトウェアのアクティベーションの再実行が必要になります
ii. 正規のライセンスに基づいた本ソフトウェアの複製を入手するよう促がすメッセージが表示されるようになります
また、以下のことが実行できなくなります。
iii. インターネットへの接続
iv. マイクロソフトからの更新やアップグレードの取得
本ソフトウェアの更新やアップグレードは、マイクロソフトまたは認定ソースからのみ入手することができます。認定ソースからの更新の入手に関する詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=96552 をご参照ください。
IV) 問題を起こす可能性のある危険なソフトウェア　　システムを起動すると、Windows Defender が「スパイウェア」、「アドウェア」、および問題を起こす可能性のあるその他の危険なソフトウェアがないかコンピュータ内を検索します。問題を起こす可能性のある危険なソフトウェアが見つかると、無視するか、無効化 (隔離) するか、または削除するかをユーザーに確認します。問題を起こす可能性のある危険なソフトウェアの危険度が「高」または「重大」である場合、デフォルト設定を変更しない限り、スキャニング後、自動的に削除されます。問題を起こす可能性のある危険なソフトウェアを削除または無効化すると、次のような状態が発生する場合があります。
i. コンピュータ上の他のソフトウェアの停止
ii. コンピュータ上の他のソフトウェア使用に関するライセンス違反
本ソフトウェアを使用することで、問題を起こす可能性のないソフトウェアも削除されたり、無効化されたりする場合があります。
V) データ ストレージ テクノロジ　　本サーバー ソフトウェアには、Windows Internal Database というデータ ストレージ テクノロジが使われています。サーバー ソフトウェアのコンポーネントは、データを格納する目的でこの技術を使用します。お客様はその他の目的で本契約に基づくこの技術を使用したり、アクセスしたりすることはできません。
*その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Windows Web Server 2008

使用に関する制限 

本ソフトウェアは、以下の展開を目的とした、インターネット アクセス可能なフロントエンド Web サーバーとしてのみ使用できます。
· Web ページ
· Web サイト
· Web アプリケーション
· Web サービス
· POP3 メール サービス
本ソフトウェアによって提供されるコンテンツ、情報、およびアプリケーションへのアクセスは、お客様またはお客様の関連会社の従業員だけに限定されてはいけません。お客様は、本ソフトウェアのインスタンスで動作するアプリケーションをサポートすることを唯一の目的として、本ソフトウェアのそのインスタンスでデータベース エンジン ソフトウェアを実行することができます。お客様は、本ソフトウェアのインスタンスで Web サーバー ソフトウェア (Microsoft Internet Information Services など)、管理またはセキュリティ エージェント (MOM エージェントなど) を実行することができます。
本ソフトウェアを上記以外の目的に使用することは認められていません。


	Microsoft オンライン サービス

	

	ライセンス モデル : 次の 1 種類以上のライセンス -- ユーザーまたはデバイス サブスクリプション ライセンス、サービス サブスクリプション ライセンス、またはアドオン サブスクリプション ライセンス

	この章では、以下に挙げる製品を取り上げます。この章は、製品表にこのライセンスモデルに基づいて追加される製品にも適用されます。


	1. Antigen for Instant Messaging*
2. Automated Service Agent*
3. Automated Service Agent Syndicated Content Office*

4. Automated Service Agent Syndicated Content Windows Vista*

5. Exchange Online Deskless Worker 
および Standard Edition*

6. Forefront Client Security*

7. Forefront Client Security with SQL Server 2005 Technology*

8. Forefront Security for Exchange Server*

9. Forefront Security for Exchange Server External Connector*

10. Forefront Security for SharePoint*
11. Forefront Security for SharePoint for Internet sites*

12. Forefront Server Security Management Console*
13. Microsoft Exchange Hosted Archive*
14. Microsoft Exchange Hosted Continuity*
15. Microsoft Exchange Hosted Encryption*
16. Microsoft Exchange Hosted Filtering*

	17. Microsoft Learning Solutions eLearning Library*
18. Microsoft Learning Solutions eReference Library
19. Microsoft Learning Solutions Technical eLearning Course Collection

20. Microsoft Learning Solutions MCP Exam Voucher Services

21. MSN Encarta Premium および Academic Edition
22. Office Groove Enterprise Services
23. Office Live Communications Server Public Instant Messaging Connectivity
24. Office Live Meeting Standard Edition および Professional Edition
25. Office SharePoint Online Deskless Worker および Standard Edition*
26. Tellme Basic、Standard、および Premium Edition*
27. Virtual Earth Standard および Professional Edition 
28. Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition*



	


*アスタリスクの付いた製品については B 欄もご覧ください
A. 標準の使用条件　　以下のようにオンライン サービスにアクセスし、使用することができます。
I) 使用権
I) ユーザー サブスクリプション ライセンス (ユーザー SL) およびデバイス サブスクリプション ライセンス (デバイス SL)
· 下表にオンライン サービスが掲載されている場合、お客様は、以下の表に記載されているユーザー SL またはデバイス SL を取得し、ご自分のユーザーまたはデバイスに割り当てる必要があります。オンライン サービスに関してユーザー SL とデバイス SL の両方が表に記載されている場合、どちらかの SL を取得し割り当てることで、そのオンライン サービスを使用することができます。
· ハードウェア パーティションやブレードは独立したデバイスと見なされます。
	ユーザー SL またはデバイス SL が必要なオンライン サービス

	オンライン サービス
	ユーザー/デバイス SL
	必要なライセンスの対象

	Antigen for Instant Messaging
	· Antigen for Instant Messaging User SL または
· Enterprise CAL Suite (ユーザー)1
· Forefront Security Suite 
(ユーザー)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによってインスタント メッセージが処理されるユーザー

	
	· Antigen for Instant Messaging Device SL または
· Enterprise CAL Suite (デバイス)1
· Forefront Security Suite 
(デバイス)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって処理されたインスタント メッセージにアクセスするデバイス

	Exchange Online Deskless Worker
	· Exchange Online Deskless Worker User SL または
· Business Productivity Online Deskless Suite User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアにアクセスするユーザー

	Exchange Online Standard
	· Exchange Online Standard User SL または
· Exchange Online Standard User SL for Software Assurance または
· Business Productivity Online Standard Suite User SL または
· Business Productivity Online Standard Suite User SL for Software Assurance
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアにアクセスするユーザー

	Forefront Client Security および
Forefront Client Security with SQL Server 2005 Technology
	· Forefront Client Security User SL または
· Enterprise CAL Suite (ユーザー)1
· Forefront Security Suite 
(ユーザー)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって処理されたデータにアクセスするユーザー

	
	· Forefront Client Security Device SL または
· Enterprise CAL Suite (デバイス)1
· Forefront Security Suite 
(デバイス)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって処理されたデータにアクセスするデバイス

	Forefront Security for Exchange Server
	· Forefront Security for Exchange Server User SL または
· Enterprise CAL Suite (ユーザー)1 または
· Exchange Server 2007 Enterprise CAL (ユーザー)1、
または
· Forefront Security Suite 
(ユーザー)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって電子メールが処理されるユーザー

	
	· Forefront Security for Exchange Server Device SL または
· Enterprise CAL Suite (デバイス)1 または
· Exchange Server 2007 Enterprise CAL (デバイス)1、
または
· Forefront Security Suite 
(デバイス)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって処理された電子メールにアクセスするデバイス

	Forefront Security for SharePoint
	· Forefront Security for SharePoint User SL または
· Enterprise CAL Suite 
(ユーザー)1 または
· Forefront Security Suite 
(ユーザー)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって処理された SharePoint サイトのデータにアクセスするユーザー

	
	· Forefront Security for SharePoint Device SL または
· Enterprise CAL Suite 
(デバイス)1 または
· Forefront Security Suite 
(デバイス)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって処理された SharePoint サイトのデータにアクセスするデバイス

	Microsoft Exchange Hosted Archive
	· Microsoft Exchange Hosted Archive User SL

	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによってサブスクライバ データ2が処理、保存されるユーザー

	Microsoft Exchange Hosted Continuity
	· Microsoft Exchange Hosted Continuity User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによってサブスクライバ データ2が処理、保存されるユーザー

	Microsoft Exchange Hosted Encryption
	· Microsoft Exchange Hosted Encryption User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによってサブスクライバ データ2が処理されるユーザー

	Microsoft Exchange Hosted Filtering
	· Microsoft Exchange Hosted Filtering User SL または
· Enterprise CAL Suite 
(ユーザー)1 または
· Exchange Server 2007 Enterprise CAL (ユーザー)1
· Forefront Security Suite 
(ユーザー)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによってサブスクライバ データ2が処理されるユーザー

	
	· Microsoft Exchange Hosted Filtering Device SL または
· Enterprise CAL Suite 
(デバイス)1 または
· Exchange Server 2007 Enterprise CAL (デバイス)1
· Forefront Security Suite 
(デバイス)
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって処理されたサブスクライバ データ2にアクセスするデバイス

	Microsoft Learning Solutions eLearning Library
	· Microsoft Learning Solutions eLearning Library User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアにアクセスするユーザー

	Microsoft Learning Solutions eReference Library
	· Microsoft Learning Solutions eReference Library User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアにアクセスするユーザー

	MSN Encarta Premium
	· MSN Encarta Premium User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアにアクセスするユーザー

	MSN Encarta Academic
	· MSN Encarta Academic User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアにアクセスするユーザー

	Office Groove Enterprise Services
	· Office Groove Enterprise Services User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアを介してファイルと文書を同期させるユーザー

	
	· Office Groove Enterprise Services Device SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアを介してファイルと文書を同期させるデバイス

	Office Live Communications Server Public Instant Messaging Connectivity
	· Office Live Communications Server Public Instant Messaging Connectivity User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアを介してインスタント メッセージング サービス プロバイダにアクセスするユーザー

	Office Live Meeting Standard
	· Office Live Meeting Standard User SL または
· Office Live Meeting Standard User SL for Software Assurance または
· Office Live Meeting Professional User SL または
· Business Productivity Online Standard Suite User SL または
· Business Productivity Online Standard Suite User SL for Software Assurance
	オンライン サービスにアクセスするユーザー。ただし、Web コンファレンスのスケジュールや実施または Easy Assist の受信以外の目的でオンライン サービスにアクセスする外部ユーザー3には USL は不要です

	Office Live Meeting Professional
	· Office Live Meeting Professional User SL または
· Office Live Meeting Standard User SL
	オンライン サービスにアクセスするユーザー。ただし、Web コンファレンスのスケジュールや実施または Easy Assist の受信以外の目的でオンライン サービスにアクセスする外部ユーザー3には USL は不要です

	Office SharePoint Online Deskless Worker
	· Office SharePoint Online Deskless Worker User SL 
または
· Business Productivity Online Deskless Suite User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアにアクセスするユーザー

	Office SharePoint Online Standard
	· Office SharePoint Online Standard User SL または
· Office SharePoint Online Standard User SL for Software Assurance または
· Business Productivity Online Standard Suite User SL または
· Business Productivity Online Standard Suite User SL for Software Assurance
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアにアクセスするユーザー

	Virtual Earth Standard および Professional
	· Virtual Earth User SL
	サービスまたは関連するソフトウェアにアクセスするプログラムで認証されたユーザー

	Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition
	· Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition User SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって処理されたデータにアクセスするユーザー

	
	· Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition Device SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアによって処理されたデータにアクセスするデバイス


1　有効なソフトウェア アシュアランスがある場合。
2　以下に定義しています。
3　「外部ユーザー」とは、(i) お客様またはお客様の関連会社の従業員ではないユーザー、または (ii) お客様またはお客様の関連会社のオンサイトの契約業者または代理店ではないユーザーを意味します。
· ユーザー SL およびデバイス SL の再割り当て　　お客様は以下のことが許諾されます。
· ユーザー SL をあるユーザーから別のユーザーに恒久的に再割り当てするか、デバイス SL をあるデバイスから別のデバイスに恒久的に再割り当てする。
· 担当の従業員が休んでいる間に働く臨時の従業員にユーザー SL を一時的に再割り当てするか、通常使用するデバイスが使用不可能な場合にデバイス SL を代替デバイスに一時的に再割り当てする。
I) サービス サブスクリプション ライセンス (サービス SL)　　下表にオンライン サービスが掲載されている場合、お客様がそのオンライン サービスを利用するには、下表の記載に従ってサービス SL を取得し割り当てる必要があります。
	サービス SL が必要なオンライン サービス

	オンライン サービス
	サービス SL
	必要なライセンス数

	Automated Service Agent Syndicated Content
	· Automated Service Agent Syndicated Content Office Services SL for Office content

· Automated Service Agent Syndicated Content Windows Vista Services SL for Vista content
	加入契約または Open Value 
契約 1 件につき 1 つ

	Forefront Client Security
	· Forefront Client Security Services SL
	Forefront Client Security 管理コンソールが実行されるサーバーごとに 1 つ

	Forefront Client Security with SQL Server 2005 Technology
	· Forefront Client Security Services SL
	Forefront Client Security 管理コンソールが実行されるサーバーごとに 1 つ

	Forefront Server Security Management Console
	· Forefront Server Security Management Console Services SL
	Forefront Server Security Management Console が実行されるサーバーごとに 1 つ

	Microsoft Learning Solutions Technical eLearning Course Collection
	· Microsoft Learning Solutions Technical eLearning Course Collection SL
	1 ヶ月あたり、1 つのコースにつきユーザーごとに 1 つ

	Microsoft Learning Solutions MCP Exam Voucher Services
	· Microsoft Learning Solutions MCP Exam Voucher Services SL
	1 ヶ月あたり、1 回の試験につき、ユーザーごとに 1 つ

	Tellme Basic
	· Tellme Basic Services SL
	加入契約または Open Value 
契約 1 件につき 1 つ

	Tellme Standard
	· Tellme Standard Services SL
	加入契約または Open Value 
契約 1 件につき 1 つ

	Tellme Premium
	· Tellme Premium Services SL
	加入契約または Open Value 
契約 1 件につき 1 つ

	Virtual Earth Standard
	· Virtual Earth Standard Services SL
	加入契約または Open Value 
契約 1 件につき 1 つ

	Virtual Earth Professional
	· Virtual Earth Professional Services SL
	加入契約または Open Value 
契約 1 件につき 1 つ


I) アドオン サブスクリプション ライセンス (アドオン SL)　　下表に掲載されているオンライン サービスの場合、お客様は下表に記載されているアドオン SL を取得し、オンライン サービスを利用することができます。
	アドオン SL を取得できるオンライン サービス

	オンライン サービス
	Add-on SL
	ライセンスが必要になる場合

	Automated Service Agent
	· Add-on SL1
	月ごとの支払い請求対象取引の数に基づいて、認証されないユーザーがお客様のプログラムを介してオンライン サービスにアクセスする場合

	Exchange Online Standard
	· Exchange Online Extra Storage Add-on SL
	ユーザー SL で提供される記憶容量を超過した場合、1 GB ごと

	Forefront Security for Exchange Server External Connector
	· Exchange External Connector Add-on SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアを実行するサーバーごとに 1 つ

	Forefront Security for SharePoint for Internet sites
	· Add-on SL
	オンライン サービスまたは関連するソフトウェアを実行するサーバーごとに 1 つ

	Microsoft Exchange Hosted Archive
	· Extra Storage Add-on SL
	ユーザー SL で提供される記憶容量を超過した場合、1 GB ごと

	Office SharePoint Standard
	· Office SharePoint Online Extra Storage Add-on SL
	ユーザー SL で提供される記憶容量を超過した場合、1 GB ごと

	Tellme
	· Tellme Minutes Add-on SL1
	以下の条件を満たしたうえで、認証されないユーザーがお客様のプログラムを介して月に任意の時間 (分単位) オンライン サービスにアクセスする場合。お客様が Add-on SL に基づいて任意の期間に与えられた基本時間を超える時間を「超過分数」といいます。超過分数は、期間ごとに加入契約 (または Open Value 契約) の応当日から 15 日以内に取得する必要があります。最初の「期間」は、対応するサービス サブスクリプション ライセンスを取得した日から加入契約 (または Open Value 契約) の応当日までです。以降の「期間」は、前の期間終了後の最初の日から加入契約 (または Open Value 契約) の応当日までとなります

	Virtual Earth Standard または Professional 
	· Billable Transactions 
Add-on SL1
	月ごとの課金対象取引の数に基づいて、認証されないユーザーがお客様のプログラムを介してオンライン サービスにアクセスする場合


1 Add-On SL は、指定された数の基本単位 (セッション、分、トランザクションなど) にわたり有効です。
II) 追加の条件
II) オンライン サービスの場合の条件の相違点　　使用権の確約など、お客様のボリューム ライセンス契約の特定の条件は、オンライン サービスには適用されません。お客様には、オンライン サービスを使用するための永続的な使用権もありません。条件の相違点は次のとおりです。
II) 使用条件の更新　　オンライン サービスの使用条件は随時更新されることがあります。Microsoft が本製品使用権説明書で新しい使用条件を公開した後、または電子メールで更新についてお客様に連絡した後にお客様がオンライン サービスをご利用になった場合、お客様は新しい条件に同意したものとします。
II) オンライン サービスの更新　　Microsoft は、必要に応じてオンライン サービスの機能を変更したり、オンライン サービスの新しいバージョンをリリースすることができるものとします。更新後、機能によっては使用できなくなるものもあります。Microsoft がオンライン サービスを更新し、更新されたサービスをお客様がご利用にならない場合、お客様は一部の機能を使用できないことや、オンライン サービスの使用が中断または終了することがあります。
II) オンライン サービスの中止または一時中断　　Microsoft は理由を問わず、オンライン サービスを、またはお客様によるオンライン サービスの使用を、中止または一時中断できるものとします。この理由には以下のものが含まれます。
· お客様によるオンライン サービスの使用が使用条件の範囲に違反すると Microsoft が判断した場合
· お客様によるオンライン サービスの使用が、Microsoft のネットワークの機能または完全性を脅かすと Microsoft が判断した場合
· お客様が、本製品使用権説明書を含むボリューム ラインセス契約に違反した場合
· オンライン サービスのメンテナンスのため、または
· その他法律により求められる場合
Microsoft がオンライン サービスを中止または一時中断した場合、お客様がオンライン サービスを使用する権利は直ちに終了します。Microsoft がオンライン サービスを中止または一時停止した後、お客様はオンライン サービスを経由してご自身のデータにアクセスすることができなくなります。
II) ライセンス期間　　お客様のオンライン サービス サブスクリプション ライセンスが終了または期限切れになった後、お客様はオンライン サービスにアクセスしたり、使用したりすることはできません。オンライン サービス サブスクリプション ライセンスの期間はさまざまなものがあります。ボリューム ライセンス契約の期間に基づいている場合もあれば、期間が固定されている (1 年間など) 場合もあります。
II) お客様のアカウントに関する責任　　お客様のパスワード (ある場合)、およびお客様のオンライン サービス アカウント (お客様が設定したユーザーのアカウントを含む) を使用したすべての行為と、お客様のアカウントまたは関連アカウントを使用して行われる第三者とのやり取りについては、お客様が責任を負うものとします。お客様のアカウントとパスワードは、秘密情報として維持される必要があります。お客様のアカウントが悪用された可能性がある場合、またはオンライン サービスに関連するセキュリティ侵害の疑いがある場合は、お客様は直ちに Microsoft まで連絡する必要があります。
II) オンライン サービスでのソフトウェアの使用　　お客様がオンライン サービスにサインインして使用する際は、Microsoft のソフトウェアまたは認定された第三者のソフトウェアのみを使用する必要があります。
II) Microsoft ソフトウェア ライセンス条項　　お客様は、オンライン サービスのために Microsoft ソフトウェアをインストールし、オンライン サービスでのみ使用することができます。お客様のソフトウェア使用権は、お客様のオンライン サービス使用権が終了または期限切れになったとき、または Microsoft がオンライン サービスを更新してそのソフトウェアをサポートしなくなったときのいずれか早い方の時点で終了します。お客様のソフトウェア使用権が終了した場合、お客様はそのソフトウェアをアンインストールする必要があります。その時点で、Microsoft はお客様のそのソフトウェアを使用できなくする場合があります。
II) Microsoft ソフトウェアの自動更新　　Microsoft では、お客様がご使用のソフトウェアのバージョンを随時確認し、更新プログラムの使用を推奨したりお客様のデバイスに更新プログラムをダウンロードしたりすることができます。お客様には、更新プログラムのダウンロードはお客様に通知されない場合があります。
II) 他の Web サイトやサービスの使用　　お客様がオンライン サービスにアクセスして使用する際は、Microsoft または認定された第三者の Web サイトのみを使用する必要があります。それらのサイトやサービスの使用条件は、お客様がそれらのサイトやサービスを使用する場合に適用されます。
II) 第三者のコンテンツとサービス　　Microsoft は、お客様がオンライン サービスでアクセスした第三者の Web サイトのコンテンツについては責任を負いません。オンライン サービスに関連する第三者 (広告主を含む) との取引 (商品やサービスの配送や代金支払など) に関する責任はお客様が負うものとします。
II) お客様のマテリアル　　お客様は、オンライン サービスと関連した用途のためのマテリアル (「コンテンツ」) を提出することができます。Microsoft がお客様に使用許諾するマテリアルを除き、オンライン サービスに関連してお客様が Microsoft に送信もしくは提供するマテリアルについては、Microsoft は一切所有権を主張しません。ただし、投稿またはその他の方法でお客様のコンテンツを提供することにより、お客様はオンライン サービスを通じて当該マテリアルにアクセスするユーザーに対し、無料で以下を行うことを許可するものとします。
II) お客様のコンテンツを使用、複製、頒布、表示、発行、および改変すること、ならびに、これらの権利を他者に再許諾すること
II) コンテンツとの関連でお客様の名前を公表すること、および
II) 上記の許可を他人に与えること
以上は Microsoft がお客様に使用許諾するマテリアルには適用されません。本条項は、法的に許可されるコンテンツにのみ、またその使用と発行が合法である範囲においてのみ適用されます。お客様から提供されたコンテンツに対して Microsoft が対価を支払うことはありません。Microsoft は理由を問わずいつでも、オンライン サービスへのお客様のコンテンツの発行を拒否し、同コンテンツをオンライン サービスから削除することができるものとします。お客様が送信作成するすべてのコンテンツに関して、お客様は本条項に記載する許可を与えるために必要なすべての権利を有している必要があります。
II) 使用範囲 (利用規定)　　お客様は、以下を行うことはできません。
II) 法律に違反する方法でオンライン サービスを使用する。
II) オンライン サービスに害を及ぼす可能性のある方法、または第三者によるそのサービスの使用を妨げる方法でオンライン サービスを使用する。
II) サービス、データ、アカウント、またはネットワークへの不正なアクセスを試みるためにオンライン サービスを使用する。
II) お客様に代わって第三者にオンライン サービスへのアクセスや使用を許可する。
II) BOT、スパイダ、Microsoft が保存している情報の定期的なキャッシングなど、自動化されたプロセスまたはサービスを使用して、オンライン サービスへのアクセスや使用を行う。
II) 電子メールのヘッダー情報を改ざんする (「なりすまし」など)。
II) これらの条件に違反することを意図したサービスを提供するためにオンライン サービスを利用する (スパムの送信を可能にする、サービス妨害 (DoS) 攻撃を可能にする、など)。または
II) オンライン サービスに組み込まれている規制情報もしくは法的通知、またはリンクを削除、変更、または改ざんする。
II) 評価目的での使用　　「特定の製品に適用される例外規定と追加の条件」の章で許可されている場合を除き、お客様が評価目的にオンライン サービスを使用する場合はライセンスを取得する必要があります。この条件は、お客様のボリューム ライセンス契約の条項にかかわらず適用されます。
II) お客様の使用状況の監視　　Microsoft がお客様によるオンライン サービスの使用状況を監視したり、オンライン サービスによって処理またはアクセスされるお客様のサブスクライバ データを追跡、閲覧、検閲、編集、削除または開示したりすることはありません。ただし法的に許可される限りにおいてのみ、次の目的のための行為は認められるものとします。
II) 本製品使用権を含むお客様のボリューム ライセンス契約をお客様が遵守されていることを確認する
II) 法的要件またはプロセスを満たす、または
II) Microsoft または第三者の権利を保護する
II) オンライン サービスを提供する、または
II) Microsoft 製品またはオンライン サービスの品質を高める
「サブスクライバ データ」とは、オンライン サービスによって処理またはアクセスされるすべてのデータ、音声、または画像ファイルを指します。
サブスクライバ データの取扱い　　Microsoft は、最善の商業的努力により、オンライン サービスに該当するセキュリティ概要で示している対策を講じ、オンライン サービスによって処理またはアクセスされるお客様のサブスクライバ データを保護するよう努めています。お客様はこれに関して次のことに同意するものとします。
II) これらの方法が、サブスクライバ データのセキュリティおよび取扱いに関する当社の唯一の責任であること
II) これらの対策が、お客様のボリューム ライセンス契約または機密保持に関するその他の契約に記載されている守秘義務に代わるものであること
オンライン サービスのセキュリティ概要の記載場所は下表のとおりです。
	オンライン サービス
	セキュリティ概要

	Exchange Online Deskless Worker

Exchange Online Standard

Office SharePoint Online Deskless Worker

Office SharePoint Online Standard

Office Live Meeting Standard

Office Live Meeting Professional
	https://admin.microsoftonline.com

	Exchange Hosted Archive

Exchange Hosted Continuity

Exchange Hosted Encryption

Exchange Hosted Filtering
	https://admin.global.frontbridge.com ([News] ページの [Resouce Center] タブをクリックしてください)。リソース センターにアクセスする必要がある場合は、お客様のサービス管理者、リセラー、または Microsoft の担当者にお問い合わせください


II) 電子通知　　Microsoft では、オンライン サービスに関する情報を電子的形式でお客様に提供することがあります。情報通知は、お客様がオンライン サービスにサインアップした際に指定したアドレス宛ての電子メールによって、または Microsoft が指定する Web サイトを通して行われます。電子メールによる通知は、送信日付けとします。オンライン サービスを使用している限り、お客様は、これらの通知を受信するためのソフトウェアとハードウェアを備えていることになります。これらの電子通知を受信することに同意しない場合、お客様はオンライン サービスを使用できません。
II) プライバシー　　本サービスで収集された個人情報は、Microsoft またはサービス プロバイダが施設を保有する米国またはその他の国において、転送、保存、および処理されることがあります。本サービスの利用にあたり、お客様は自国外への個人情報の転送に同意するものとします。Microsoft がお客様の情報を収集して使用する方法については、オンライン サービスのプライバシーに関する声明をご参照ください。
	オンライン サービス
	プライバシーに関する声明

	Automated Service Agent
	http://privacy.microsoft.com

	Exchange Online Deskless Worker

Exchange Online Standard

SharePoint Online Deskless Worker

SharePoint Online Standard
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=104970

	Forefront Client Security
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=87415

	Forefront Security for Exchange Server

Forefront Security for SharePoint

Forefront Server Security Management Console
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=91255

	Groove Enterprise Services
	http://www.office.microsoft.com/en-us
/products/FX101153391033.aspx

	Microsoft Learning Services

	Web ページでプライバシーに関する声明のリンクをご参照ください

	Microsoft Exchange Hosted Archive、Continuity、Encryption、および Filtering 
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=101332

	MSN Encarta Premium 
および Academic

	http://privacy.msn.com で MSN プライバシーに関する声明をご参照ください

	Office Live Communications Server Public Instant Messaging Connectivity
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=102301&clcid=0x409

	Office Live Meeting
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=90654

		
	Virtual Earth
	http://privacy.microsoft.com/en-us/maps.aspx


	Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition

	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=116592


	


	


B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件
Antigen for Instant Messaging、Forefront Client Security、Forefront Security for Exchange Server、Forefront Security for Exchange Server External Connector、Forefront Security for SharePoint、Forefront Security for SharePoint for Internet sites、および Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition

専用のトレーニング施設での使用　　お客様のボリューム ライセンス契約の別途の規定にかかわらず、お客様が専用のトレーニング施設でオンライン サービスおよびオンライン サービスに付随するソフトウェアを使用するには、上記のユーザー SL およびアドオン SL を取得する必要があります。
更新による使用　　不正な使用を防止するため、オンライン サービスの特定の機能は、お客様がそのオンライン サービスを最初に使用した日の 3 年後の応当日において無効となる場合があります。お客様がそのオンライン サービスを使用する権利を更新した場合には、当社はその期限を延長する方法についてお客様に通知します。
Scan Engine の交換　　オンライン サービスに含まれる以下のソフトウェアおよびファイルについては、当社はこれらを同等のソフトウェアおよびファイルと交換する場合があります。
· アンチウィルスおよびアンチスパム ソフトウェア
· 署名ファイルおよびコンテンツ フィルタリング データ ファイル
Automated Service Agent および Automated Service Agent Syndicated Content
顧客の質問と回答　　オンライン サービスを使用したお客様の質問と回答には、以下の条件が適用されます。
· Microsoft は質問の共同所有権を有し、質問を再使用できる。 

· オンライン サービスで提供される場合、以下に関連して生じるクレーム、または訴訟 (弁護士費用を含む) について、Microsoft を補償し、防御し、かつ損害を被らせないこと
· 回答、または
· オンライン サービスで得た回答の利用 

Forefront Client Security および Forefront Client Security with SQL Server 2005 Technology
Microsoft Operations Manager (MOM) 2005 Technology の使用条件　　本ソフトウェアには、MOM 2005 Technology が含まれます。追加の MOM ソフトウェアについて以下に明示的に規定される場合を除き、お客様は、1 台のサーバーの 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム上で、一度にこのテクノロジの 1 つのインスタンスを実行することができます。お客様は、本ソフトウェアおよびオンライン サービスの使用をサポートするためのみに MOM 2005 Technology を使用することができます。お客様は、かかる使用のために MOM 管理ライセンスを取得する必要はありません。お客様は、このテクノロジのインスタンスを実行する権利を行使するためのみに、MOM 2005 Technology の任意の数のインスタンスを作成および格納することができます。
Microsoft SQL Server 2005 Technology の使用条件　　これらの使用条件は、お客様のソフトウェア エディションに SQL Server 2005 Technology が含まれている場合に適用されます。追加の SQL Server ソフトウェアについて以下に明示的に規定される場合を除き、お客様は、1 台のサーバーの 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム上で、一度にこのテクノロジの 1 つのインスタンスを実行することができます。お客様は、本ソフトウェアおよびオンライン サービスの使用をサポートするためのみに SQL Server 2005 Technology を使用することができます。上記の使用目的に該当する場合、SQL Server クライアント アクセス ライセンスは不要です。お客様は、このテクノロジのインスタンスを実行する権利を行使するためのみに、SQL Server 2005 Technology の任意の数のインスタンスを作成および格納することができます。お客様は一時的なサポートのために、1 つのパッシブ フェールオーバー インスタンスを別個のオペレーティング システム環境で実行することもできます。お客様は、ライセンス取得済みのサーバー以外のサーバーでパッシブ フェールオーバー インスタンスを実行することができます。
追加のソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は、任意の数のデバイス上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境において、以下の表に記載する任意の数の追加ソフトウェアのインスタンスを実行または使用することができます。お客様は、本ソフトウェアおよびオンライン サービスによって直接か、または他の追加ソフトウェアを介して間接的にのみ、この追加ソフトウェアを使用できます。
	追加のソフトウェア

	· MOM Reporting Services
· MOM ユーザー インターフェイス
· MOM Web コンソール
· MOM エージェントおよびヘルパーのバイナリ
· SQL Server Analysis Services 共有ツール
· SQL Server Business Intelligence Development Studio

· SQL Server 2005 Books Online
· SQL Server Connectivity Components
· SQL Server Legacy Components
	· SQL Server Management Tools
· SQL Server Notification Services クライアント コンポーネント
· SQL Server Reporting Services Report Manager

· SQL Server Reporting Services Shared Tools

· SQL Server 2005 Shared Tools
· SQL Server ソフトウェア開発キット
· SQLXML Client Features
· SQL Server Mobile Server


サーバーの保護　　ライセンスを取得したユーザーのみがアクセスするサーバーについては、デバイス ライセンスは必要ありません。
Microsoft Exchange Hosted Archive*、Microsoft Exchange Hosted Continuity*、Microsoft Exchange Hosted Encryption、および Microsoft Exchange Hosted Filtering

使用条件の更新　　以下の場合を除き、お客様の加入契約または Open Value 契約の現在の契約期間中、お客様がオンライン サービスを使用する場合には、お客様が最初にオンライン サービスを取得した日付に置いて有効だった使用条件が適用されます。当社は随時、使用の範囲に関する条項を更新することができます。Microsoft が本製品使用権説明書で新しい使用条件の範囲を公開した後、または電子メールで更新についてお客様に連絡した後にお客様がオンライン サービスをご利用になった場合、お客様は新しい条件に同意したものとします。
評価目的での使用　　Microsoft Exchange Hosted Filtering については、お客様は 30 日の評価期間の間オンライン サービスを使用することができます。
*その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Microsoft Exchange Hosted Archive、Exchange Online*、Office Live Meeting*、および Office SharePoint Online*
オンライン サービスの失効または終了　　お客様は、オンライン サービスを使用するお客様の権利が終了または停止した日から 10 営業日までに、お客様のサブスクライバ データの処理について olsrecon@microsoft.com エイリアスを使用して Microsoft に連絡していただく必要があります。当社はお客様の選択により以下のいずれかを行います。
a. お客様のサブスクライバ データを消去すること
b. お客様のサブスクライバ データをエクスポートしてお客様に返却すること
(b) を選択した場合には、お客様は関連費用を当社に支払うことに同意するものとします。上記の期限までにお客様のサブスクライバ データの取扱いについて当社に通知しなかった場合には、当社は 90 日の間、引き続きそのデータを保持します。その後は、お客様がオンライン サービスを利用する権利を更新しない限り、当社はお客様のサブスクライバ データを消去します。
サブスクライバ データの消去に関する責任の不在　　お客様は、上記を除いて、当社がお客様のサブスクライバ データを引き続き保持したり、エクスポートまたは返却する義務を負わないことに同意するものとします。またお客様は、前記の条項に従ったお客様のサブスクライバ データの消去について当社がいかなる責任も負わないことに同意するものとします。
*その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Exchange Online、Office Live Meeting*、および Office SharePoint Online
ソフトウェア アシュアランス用 USL　　ソフトウェア アシュアランス用 USL を取得し、以下のいずれかのユーザーに割り当てることができます。
· 有効なソフトウェア アシュアランスを含む対象 CAL も割り当てられているユーザー、または
· 有効なソフトウェア アシュアランスを含む対象デバイス CAL が割り当てられたデバイスを使用するユーザー
お客様は、ソフトウェア アシュアランス用 USL をいずれの対象デバイス CAL についても一度に複数のユーザーに割り当てることはできません。お客様は、ソフトウェア アシュアランス用 USL の期間にわたり、対象 CAL に対する有効なソフトウェア アシュアランスを維持する必要があります。ソフトウェア アシュアランス用 USL に基づくお客様のオンライン サービスまたは関連ソフトウェアへのアクセス権は、次のうちいずれか早い時点で終了します。
· お客様の対象 CAL に対するソフトウェア アシュアランスの失効、または
· お客様のソフトウェア アシュアランス用 USL の満了
ユーザー CAL に対応するソフトウェア アシュアランス用 USL は、対象 CAL を再割り当てした場合のみ別のユーザーに再割り当てすることができます (また再割り当てする必要があります)。デバイス CAL に対応するソフトウェア アシュアランス用 USL を別のユーザーに再割り当てすることができるのは、そのユーザーが有効なソフトウェア アシュアランスを含む対象デバイス CAL が割り当てられたデバイスを使用する場合に限られます。
ソフトウェア アシュアランスを取得したお客様が使用できる USL とその対象 CAL を次の表に示します。
	ソフトウェア アシュアランス用 USL
	対象 CAL

	Business Productivity Online Standard Suite USL (Core CAL Suite 用)
	· Core CAL Suite

	Business Productivity Online Standard Suite USL (Enterprise CAL Suite 用)
	· Enterprise CAL Suite

	Exchange Online Standard USL
	· Exchange Server 2007 Standard CAL または
· Core CAL Suite または
· Enterprise CAL Suite

	Office SharePoint Online Standard USL
	· Office SharePoint Server 2007 Standard CAL または
· Core CAL Suite または
· Enterprise CAL Suite

	Office Live Meeting Standard USL
	· Office Communications Server 2007 Enterprise CAL または
· Enterprise CAL Suite


評価目的での使用　　お客様は、30 日間の評価期間中オンライン サービスを使用できます。
*その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Microsoft Exchange Hosted Continuity
オンライン サービスの失効または終了　　オンライン サービスを使用するお客様の権利が終了した時点で保持されていたサブスクライバ データは、お客様からアクセスできなくなり、お客様に返却されることもありません。このデータは通常の 30 日保持スケジュールに従って削除されます。
Microsoft Learning Solutions eLearning Library*、Microsoft Learning Solutions eReference Library*、Microsoft Learning Solutions eLearning Course Collection、Microsoft Learning Solutions MCP Services

ドキュメンテーション　　お客様のコンピュータまたは内部ネットワークに有効なアクセス権を有する人は、お客様の内部使用目的に限り、ドキュメンテーションを複製して使用することができます。ドキュメンテーションには、電子ブックは含まれません。
再頒布可能コード　　お客様は、共通の使用条件に従って、再頒布可能コードを利用することができます。
*その他の例外規定および追加の条件については、以下をご覧ください。
Microsoft Learning Solutions E-Learning Library および E-Reference Library

再割当権　　ユーザー SL は、最初のユーザーが既に組織に所属しなくなった場合に限り、他のユーザーに恒久的に再割当することができます。
Office Groove Enterprise Services
リレーおよび管理技術のサブスクリプション　　Microsoft は、以下の目的用のオンライン サービス機能に関し、類似のソフトウェアおよびファイルを代わりに提供できるものとします。
· リレー サービスを使用している複数のクライアント間の同期化、および
· ポリシーの設定および個別のクライアントの管理
リレー データのモニタリング　　以下の目的を除き、Microsoft が、オンライン サービスにより処理またはアクセスされたお客様のリレー データをモニタリングしたり、参照したり、または編集したりすることはありません。
· オンライン サービスの提供または改善、および
· 上記「お客様の使用状況の監視」に規定された事項
「リレー データ」とは、オンライン サービスにより処理またはアクセスされるお客様の電子メール、ファイル、文書、およびその他のデータを意味します。
リレー データの取扱い　　オンライン サービスにより処理またはアクセスされるお客様のリレー データの安全を守るため、Microsoft では、http://www.groove.net/index.cfm?pagename=PrivacySoftware に記載された手段を講じます。お客様は、これらの手段に関し、以下に合意されるものとします。
· リレー データのセキュリティおよび取扱いに関して Microsoft が負うべき唯一の責任であること、および
· お客様のボリューム ライセンス契約またはその他の秘密保持契約に規定された秘密保持義務に代わるものであること
Office Live Communications Server Public Instant Messaging Connectivity

内部使用のみ　　お客様の従業員およびオンサイトの契約業者のみが、オンライン サービスにアクセスできます。
Microsoft Office Live Communications Server 2005 (“LCS”) または Microsoft Office Communications Server 2007 (“OCS”) が必須　　オンライン サービスのユーザーは、LCS または OCS を使用するためのライセンスを取得する必要があります。
相互接続の禁止　　お客様は、以下の通信をしやすくするためにオンライン サービスを使用することはできません。
· Yahoo!、AOL、および Microsoft 以外のインスタント メッセージング サービス プロバイダを利用した通信、または
· 外部インスタント メッセージング ネットワーク間の通信
PDA または携帯電話によるアクセス – America Online Instant Messenger ネットワークに関する制限　　お客様は、認可を受けた無線周波数帯域を使用する PDA (Personal Digital Aassistant) または携帯電話 (EVDO、GPRS、EDGE など) から (あるいはそれらを伝送先として)、Instant Messaging およびプレゼンス情報を伝送するためにオンライン サービスを使用することはできません。
評価目的での使用　　Office Live Communications Server Public Instant Messaging Connectivity については、お客様は 60 日間の評価期間中オンライン サービスを使用することができます。
Office Live Meeting

評価目的での使用　　Office Live Meeting については、お客様は 30 日間の評価期間中オンライン サービスを使用することができます。
現在または将来、以下に該当する政府の要求または義務が生じた場合、Microsoft は当該国のオンライン サービスを変更または停止できるものとします。
· 通信プロバイダとして Microsoft が規制を受ける場合
· 当該国の事業運営に通常は適用されない規制や要求によって Microsoft が制約を受ける場合や、そのような要求や義務に対し本条件またはオンライン サービスが矛盾すると Microsoft が考える場合
記録に関する通知　　地域の法律によっては、個人間のやり取りを傍受、監視、または記録する場合 (あるいはそのすべてを行う場合)、事前の通知または承諾を必要とするものや、個人を特定できる情報の収集、保存、および使用を規制しているものがあります。お客様は、オンライン サービスまたは記録機能 (あるいはその両方) を使用するにあたり、すべての適用法に従い、すべての必要な承諾を得て、すべての必要な開示を行うことに同意するものとします。
Tellme

「アプリケーション」とは、音声対応で Tellme プラットフォーム準拠の VoiceXML アプリケーションを意味します。このようなアプリケーションは、電話またはその他の音声対応デバイスを使用した情報のアクセスおよび交換を可能にします。ユーザーは、音声ユーザー インターフェイスを使用して情報のアクセスおよび交換を行います。
「発話」とは、アプリケーションに定義された間隔によって区切られるユーザーの発言の一部を意味し、次のように行われます。
(i) アプリケーションのプロンプトへの応答としてユーザーが話す。および
(ii) ユーザーの通話の処理中に録音される。
「全通話記録」とは、次のような連続する音声の全体を意味します。
(i) ユーザーとアプリケーションとの通話中にユーザーとアプリケーションの音声インターフェイスとの間で交わされる。および
(ii) その通話の処理中に記録される。
これには、アプリケーションの音声プロンプトおよびユーザーの関連する発話のすべてが含まれます。
発話および全通話記録を総称して「記録」といいます。
発話および全通話記録　　すべての記録の所有権はお客様に帰属します。お客様は、米連邦および州の傍受および記録禁止に関する法律を含め、すべての適用される法令を遵守するものとします。お客様は、あらゆる記録について通信のすべての当事者から記録の同意を得るものとし、「通話を録音します」や「この通話は録音されることがあります」またはこれらと実質的に同様の告知を記録の開始前に再生するなどの手段を講じるものとします。
Microsoft は、お客様が購入したサービスのレベルに基づき、または報告仕様書の記載に従うことによってのみ以下の事項を記録する義務を負います。
· 全通話記録
· 発話、または
· その他すべての関連データ 

お客様は、通話者から法律によって求められる記録への同意が得られない場合、Microsoft がいかなる記録にも義務を負わないことを認め、これに同意するものとします。
お客様は、記録に起因または関連して生じる請求、損失、損害、費用、訴訟、判決、およびあらゆる種類の経費 (妥当な弁護士費用を含む) について、Microsoft、その関連会社、役員、取締役、および株主を補償し、防御し、かつ損害を被らせないことに同意します。この条件は、お客様のライセンス契約に矛盾する条項がある場合でも適用されます。
Microsoft およびその下請業者は、オンライン サービスのパフォーマンス向上および関連する Microsoft の製品、テクノロジ、およびサービスの開発、改良、および強化を目的とし、オンライン サービスとの対話から記録、トークン、通話統計、およびシステム データを収集および保持する権利を有します。Microsoft は、オンライン サービス上で実行されるすべての製品およびサービスからデータを収集、保持し、共通のデータ プールに集約したうえで、基本となるオンライン サービスおよび関連する Microsoft の製品、テクノロジ、およびサービスの調整およびパフォーマンス改善を目的として使用します。
ホスティング　　お客様がすべてのアプリケーションをホストします。
お客様による補償　　お客様は、オンライン サービスに関連して使用されるお客様のコンテンツが以下の状況であるとする無関係な第三者からの請求について、Microsoft を防御します。
· かかる第三者の特許権、著作権、または商標権を侵害している。または
· かかる第三者の営業秘密または非公開の情報の意図的な不法使用である。
「お客様のコンテンツ」には、お客様がオンライン サービスでの使用を目的として提供するアプリケーション、音声プロンプト、データ フィード、およびその他の類似するコンテンツまたは情報が含まれます。お客様は、最終判決 (またはお客様が同意した和解) に基づく賠償金の支払いも行うものとします。お客様のライセンス契約に Microsoft の製品に関する同様の請求について規定されている場合を除き、本条項はこのような請求に対する Microsoft の唯一の救済方法を規定するものです。
Microsoft は、請求がなされた場合は直ちに書面でお客様に通知し、その防御または解決に対する全権をお客様に付与します。Microsoft はお客様に対し、請求への防御に関して相応の援助を提供します。お客様は、かかる援助において発生した妥当な費用を Microsoft に補償することに同意します。
防御義務の制限　　以下に基づく請求または裁定は、お客様の義務の対象とはなりません。
(i) オンライン サービスについて Microsoft がお客様に提供した仕様
(ii) Microsoft がお客様のコンテンツに対して無許可で行った変更
(iii) Microsoft が無許可で行ったお客様のコンテンツの第三者への再頒布または第三者の利益を目的とする使用
地理的な制限　　オンライン サービスは、アメリカ合衆国内から発信されたユーザー通話でのみ使用できます。
オンライン サービスの失効または終了　　Microsoft は、システム データをアーカイブまたは保存する義務を負いません。「システム データ」とは、Microsoft がオンライン サービスにおいて収集するすべてのデータを意味します。システム データには、通話内容の記録、発話、および全通話記録が含まれます。いずれの当事者も他方当事者に対し、お客様のライセンス契約をその条項に従って解除したことのみに起因する、いかなる種類の損害にも責任を負いません。
Virtual Earth (MapPoint Web Service を含む)

Virtual Earth Platform オンライン サービスには、Virtual Earth Map Control と MapPoint Web Service の両方が含まれます。お客様のアプリケーションからは、Virtual Earth Platform SDK の記載に従ってオンライン サービスにアクセスし、使用することができます。SDK については http://msdn2.microsoft.com/en-us/virtualearth/default.aspx をご参照ください。
コンテンツの使用
以下に挙げる場合、お客様は本サービスおよび本サービスで提供する機能またはコンテンツにアクセスし、使用することができます。
· SDK に記載されているアクセス方法および手段を使用する場合
· Virtual Earth Platform で提供される GetClientToken メカニズムを実装し、使用する場合
お客様は、以下を行うことはできません。
· ロゴまたは著作権、あるいはその他の表示の変更
· GPS またはセンサーによるその他の生成手段を用いて追跡した複数のオブジェクトの位置または経路に基づいたガイダンスを提供するための本オンライン サービスの使用
· ある経路における個別に動きに関する、エンドユーザーのセンサーによる位置ならびに経路と同期化した方法による、エンドユーザーへの通知ないし警報
· MapPoint Web Service 以外のマッピング プラットフォームを主要なロード マッピング ソースとして Virtual Earth Platform に統合すること
· 本オンライン サービスで利用可能なコンテンツのコピー、保存、アーカイブ、データベース作成
お客様による鳥瞰航空画像の使用に関しては、以下の追加条件が適用されます。
· お客様は以下のデータまたはその他のメタデータを公開することはできません。
· 正確な緯度
· 正確な経度
· 正確な高度
· 別途書面による許可がない限り、お客様は政府機関またはその他の公的機関による使用を許可することはできません。
· お客様が Virtual Earth Platform Standard バージョンを使用許諾する場合、お客様は以下を行うことはできません。
· 鳥瞰図の保存、ダウンロード、印刷、配布、転送、操作 
· お客様のアプリケーションを通じての、かかる機能の他者への提供
ステージング環境　　本オンライン サービスを使用するプログラムでの開発、テスト、メインテナンス実施のために、お客様は MapPoint Web Service ステージング環境で 1 か月につき最大 3 万件のトランザクションにアクセスして使用することができます。Microsoft の事前の書面による承諾がある場合に限り、お客様はオンライン サービスのストレス テストを行うことができます。現在、Virtual Earth Map Control で使用できるステージング環境はありません。
エンド ユーザーの使用条件とプライバシーの声明　　http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=21969 に規定されている使用条件と、http://privacy.microsoft.com/en-us/maps.aspx のプライバシーに関する通知は、お客様のアプリケーションを通じてサービスを利用するユーザーに適用されます。本サービスを使用する各アプリケーションでは、お客様は「Microsoft 使用条件」と記載した http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=21969 へのリンクと、「Microsoft プライバシーに関する声明」と記載した http://privacy.microsoft.com/en-us/maps.aspx へのリンクを提供する必要があります。このリンクは、サービス コンテンツと同じページ、またはアプリケーションのエンド ユーザーの使用条件のページに表示されなければなりません。

付録 1 – ソフトウェア アシュアランス特典
本特典を受けるにはソフトウェア アシュアランスを取得する必要があります。場合によっては、ソフトウェア アシュアランス メンバシップが必要になることもあります。詳細およびソフトウェア アシュアランス特典の一覧については、製品表をご参照ください。以下に記載されている場合を除いて、本特典はソフトウェア アシュアランス適用期間の終了と同時に終了します。
1.
障害復旧を目的とするコールド バックアップ
お客様が、ライセンス取得済みのサーバー上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行する、対象となるサーバー ソフトウェアの各インスタンスについて、お客様は障害発生時の復旧専用のサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で一時的にバックアップ インスタンスを実行することができます。障害発生時の復旧用のサーバーの使用には、本ソフトウェアの製品使用権および以下の制限が適用されます。
· 障害復旧用の複製を実行するサーバーは、(i) ソフトウェアの限定的な自己テストおよびパッチ管理、または (ii) 障害の復旧を除いて電源を切断しておかなければなりません。
· そのサーバーを運用サーバーと同一クラスタ内に配置することはできません。
· お客様は、運用サーバーの復旧作業を行う間に限り、バックアップ インスタンスと運用サーバー用のインスタンスを同時に実行することができます。
· バックアップ インスタンスを実行するお客様の権利は、ソフトウェア アシュアランス適用期間終了時をもって終了します。
2.
Windows プレインストール環境
お客様は、内部使用目的で 1 台のデバイスに任意の数の本ソフトウェアの複製をインストールすることができます。お客様は、本ソフトウェアを一般のオペレーティング システム、シン クライアント、またはリモート デスクトップ クライアントとして使用することはできません。
3.
E-Learning
eLearning Training Kit の使用条件は本製品使用権説明書の「デスクトップ アプリケーション」の章に記載されています。ただし、お客様が所有する E-Learning ライセンスの数より多くのユーザーが使用することはできません。
4.
TechNet Plus Subscription Media I

TechNet Plus Subscription Media の使用条件は本製品使用権説明書の「開発ツール」の章に記載されています。TechNet ソフトウェア アシュアランスの追加の特典に関する詳細については製品表をご覧ください。
5.
ステップアップ ライセンス
ステップアップ ライセンスをお持ちのお客様は、対象製品の代わりに上位の Edition を実行することができます。ステップアップ ライセンスが永続的なライセンスになった場合、上位の Edition に対するお客様の権利は恒久的なものとなります。
6.
MSDN I
MSDN の使用条件は本製品使用権説明書の「開発ツール」の章に記載されています。Visual Studio の永続的な使用権を取得した場合、MSDN によりライセンスを取得したソフトウェアの使用権も永続的なものとなります。
7.
ソフトウェア アシュアランス製品サポート サービス
お客様のソフトウェア使用方法によってはサポートの対象とならない場合があります。また、追加のサポート サービスのご購入が必要となる場合があります。お客様と Microsoft は、互いに相手の秘密情報を開示しない限りにおいて、サポート サービスにより取得した情報を利用することができます。修正版の使用にはその基礎となる各製品の使用条件が適用されます。
8.
Windows Fundamentals for Legacy PC I

Windows Fundamentals for Legacy PC の使用条件は本製品使用権説明書の「デスクトップ オペレーティング システム」の章に記載されています。ただし、お客様は本ソフトウェアを、以下に掲載する種類のアプリケーションを実行するためにのみ使用することができます。
· セキュリティ
· 管理
· ターミナル エミュレーション
· リモート デスクトップおよびこれに類似する技術
· ウェブ ブラウザ
· メディア プレーヤー
· インスタント メッセージング クライアント
· ドキュメント ビューア
· NET Framework および Java Virtual Machine

お客様は、Media Player をインストールしないことを選択できます。その場合、本製品使用権説明書の「デスクトップ オペレーティング システム」の章のうち以下の条項は、お客様が本ソフトウェアを使用する際に適用されません。
· Windows Media Digital Rights Management
· Windows Media Player
· MPEG-4 映像標準に関する注意
お客様は、該当するソフトウェア アシュアランスをそのデバイスに再割り当てすれば、初めに本ソフトウェアをインストールしたデバイス以外のデバイス上でも本ソフトウェアを使用することができます。
9.
Windows Vista Enterprise および Ultimate I
本製品使用権説明書の「デスクトップ オペレーティング システム」の項に記載されている本ソフトウェアの使用条件は、下記のように補足されます。(Blade PC 上でのソフトウェアの使用に関しては以下の注意をご参照ください。) 仮想化テクノロジでの本ソフトウェアの使用に関連した共通の使用条件では「インスタンス」および他の用語が適用されます。本ソフトウェアの使用権は、Vista Business Edition の永続的な使用権を取得した時点をもって永続的なものとなります。
以下の a) および b) は、Blade PC 上で本ソフトウェアを使用している場合は適用されません。
a) ソフトウェアのインスタンスの実行　　お客様は 1 つのライセンスに基づいて本ソフトウェアのインスタンスを実行する前に、ライセンスを 1 台のデバイスに割り当てる必要があります。このデバイスを「ライセンスを取得したデバイス」といいます。(「デスクトップ オペレーティング システム」の項を参照してください。)
各ライセンスに対し、以下の規定が適用されます。
· お客様は、ライセンスを取得したデバイス上で一度に次の数のインスタンスを実行できます。
· 1 つの物理的オペレーティング システム環境で本ソフトウェアのインスタンスを 1 つ、および
· 仮想的オペレーティング システム環境で本ソフトウェアのインスタンスを最大 4 つ (1 つの仮想的オペレーティング システム環境につき 1 つのインスタンスのみ) 


· お客様が許可されている 5 つのインスタンスすべてを一度に実行する場合、物理的オペレーティング システム環境で実行するインスタンスを使用できるのは、以下を実行する場合のみです。
· ハードウェア仮想化ソフトウェア、および
· ライセンス取得済みのデバイス上でオペレーティング システム環境を管理および使用可能にするソフトウェア


· 下記の場合を除き、お客様は上記の許可されたインスタンスのライセンス取得済みバージョンに代えて、任意のエディション (Business、Enterprise または Ultimate) あるいは本ソフトウェアの旧バージョンのインスタンスを実行することができます。


· ハードウェア仮想化ソフトウェアを実行し、上記の仮想的 (またはエミュレートされた) ハードウェア システムにサービスを提供するためには、お客様は以下のインスタンスのうちどちらかを実行する必要があります。
· Vista Enterprise または Ultimate Edition、あるいは
· サードパーティ製ソフトウェア
この目的のために他の Windows ソフトウェア エディションのインスタンスを実行することはできません。この規定は、ライセンス契約によりお客様が保有されているダウングレード権利にかかわりなく、適用されるものとします。
あるいは、各ライセンスにつき、お客様はいつでも一度に 2 つのインスタンスを、ライセンス取得済みのデバイス上の物理的オペレーティング システム環境で実行することができます。
b) お客様のデバイスまたはストレージ メディア上でのインスタンスの作成および格納　　お客様は、取得する各ライセンス 1 つにつき、以下の追加の権利が許諾されます。
· お客様は、数に限りない本ソフトウェアのインスタンスを作成することができます。
· お客様は、これらのインスタンスをお客様の任意のデバイスまたはストレージメディアに格納できます。
· お客様は、前述のいずれかのライセンスに基づいてお客様の本ソフトウェアのインスタンスを実行する権利を行使するためのみに、本ソフトウェアのインスタンスを作成および格納することができます。お客様は、インスタンスを第三者に頒布することはできません。
Windows Vista Ultimate

Media Center Extender　　ソフトウェア ユーザー インターフェイスやコンテンツを他のディスプレイやデバイスに表示するために、5 つの Media Center Extender Sessions (または、同様の目的のために類似の機能を提供する他のソフトウェアまたはデバイス) を同時に実行することができます。
電子番組ガイド　　ソフトウェアに、カスタマイズされたテレビ番組表を表示する電子番組ガイド サービスへのアクセス機能が設定されている場合、そのサービスには別のサービス契約書が適用されます。そのサービス契約書に同意されない場合、お客様は本ソフトウェアを継続して使用することはできますが、電子番組ガイド サービスを利用することはできません。電子番組ガイド サービスには、広告コンテンツやその関連データが含まれており、これらのデータは本ソフトウェアによって受信され、格納されます。電子番組ガイド サービスは一部の地域ではご利用になれない場合があります。電子番組ガイド サービス契約書へのアクセスについては、本ソフトウェアの説明を参照してください。
関連メディア情報　　お客様が再生エクスペリエンスの一部として関連メディア情報を要求された場合、お客様に提供されるデータがお客様の言語でない場合があります。一部の国や地域では、特定のタイプのコンテンツへのアクセスを規制ないし制限する法規を設けています。
赤外線送信/受信機のアップデートの了承　　本ソフトウェアには、一部の Media Center ベース製品と共に出荷される赤外線送信/受信機の正常動作を保証するためのテクノロジが含まれている場合があります。本使用条件を了承された場合、お客様は、本ソフトウェアがこのデバイスのファームウェアをアップデートすることに同意されたものとします。
Media Center の特定地域での利用　　地域によっては、Media Center を利用できない場合があります。たとえば、Media Center では、電子番組ガイドなど特定の機能や、テレビ受像機の設定方法などに関する情報を取り扱っていますが、このような機能がお客様の地域ではご利用になれない場合があります。お客様の地域でご利用になれない機能の詳細については、Media Center 情報にあるリストをご参照ください。
MPEG-2 映像標準に関する通知　　本ソフトウェアには、MPEG-2 画像解読テクノロジが含まれています。この技術については、MPEG LA, L.L.C. により以下の注意書きを表示することが義務付けられています。
MPEG 2 映像標準に準拠して本製品を使用することは、以下の場合に直接関連する場合を除き、すべて禁止されています。(A) (i) 事業活動に従事しない消費者より作成され、無償で取得されたデータまたは情報を、(ii) 個人使用の目的のみで使用する場合、および (B) MPEG LA, L.L.C. により別途特定のライセンス許諾を受けたその他の使用による場合。
MPEG-2 映像標準について不明な点がある場合は、MPEG LA, L.L.C. (所在地 : 250 Steele Street, Suite 300, Denver, Colorado 80206、Web サイト http://www.mpegla.com) にお問い合わせください。
10.
Windows Vista ネットワーク ブート使用権 (リモート ブート)
ネットワーク サーバーなどのストレージ デバイスに作成および格納することを許可されたインスタンスは、ソフトウェア アシュアランスが有効なライセンスを取得済みのデバイスの物理的または仮想的なオペレーティング システムで、内部ネットワーク経由によりローカルで実行できます。この権利により、お客様のライセンス取得済みのデバイスで実行できるインスタンスの数が変更されることはありません。
11.
Windows Vista Enterprise Centralized Desktop および Windows Vista Enterprise Centralized Desktop for Software Assurance I
本製品使用権説明書の「デスクトップ オペレーティング システム」の項に記載されている本ソフトウェアの使用条件は、下記のように補足されます。仮想化テクノロジでの本ソフトウェアの使用に関連した共通の使用条件では「インスタンス」および他の用語が適用されます。
c) ライセンスのデバイスへの割り当て
· Windows Vista Enterprise Centralized Desktop　　お客様は 1 つのライセンスに基づいて本ソフトウェアのインスタンスを実行する前に、ライセンスを 1 台のデバイスに割り当てる必要があります。ハードウェア パーティションやブレードは独立したデバイスと見なされます。「標準の使用条件」の制限にかかわらず、お客様はライセンスを再割り当てすることができますが、短期間のうち (最後の割り当てから 90 日以内) に再割り当てすることはできません。恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのデバイスの使用を中止する場合には、90 日以内でもライセンスを再割り当てすることができます。
· Windows Vista Enterprise Centralized Desktop for Software Assurance　　お客様がライセンスおよび Windows ソフトウェア アシュアランスを割り当てたデバイスを「ライセンスを取得したデバイス」といいます。お客様が Windows ソフトウェア アシュアランスを交換用のコンピュータに再割り当てした場合は、そのコンピュータが「ライセンスを取得したデバイス」になります。お客様はライセンスを、有効な Windows ソフトウェア アシュアランスを取得しているその他のライセンス取得済みデバイスに再割り当てすることもできます。ただし、短期間のうち (最後の割り当てから 90 日以内) に再割り当てすることはできません。恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのデバイスの使用を中止する場合には、90 日以内でもライセンスを再割り当てすることができます。

d) ソフトウェアのインスタンスの実行　　割り当てられた各ライセンスにつき、お客様は以下が許諾されます。
· お客様は、ライセンス取得済みのデバイスから一度に以下の数のインスタンスにリモート アクセスできます。
· 1 つの物理的オペレーティング システム環境で本ソフトウェアを実行するインスタンスを 1 つ、または
· 仮想的オペレーティング システム環境で本ソフトウェアを実行するインスタンスを最大 4 つ (1 つの仮想的オペレーティング システム環境ごとに、1 つのインスタンスのみ)

· お客様は、最大 4 台までの異なるサーバー上で、許可された数のインスタンスを一度に実行できます。


· お客様は、これらのいずれの仮想的オペレーティング システム環境でも、本ソフトウェアの代わりに Vista Business のインスタンスを実行できます。


· お客様のライセンス契約にもかかわらず、お客様はライセンスを取得したデバイスからのみインスタンスにアクセスできますが、以下の場合を除きます。
· お客様は、有効な Windows Vista Enterprise Centralized Desktop または Windows Vista Enterprise Centralized Desktop for Software Assurance ライセンスが割り当てられた他のデバイスからインスタンスにリモート アクセスできます。
· ライセンスを取得したデバイスの主要ユーザーは、標準の使用条件に記載されたユーザー数の制限に従って、ユーザーの家庭内のデバイスからインスタンスにリモート アクセスできます。
· お客様は、リモート アシスタンスまたはこれに類似するテクノロジを使用してセッションを共有することができます。
· インスタンスを管理することのみを目的に、本ソフトウェアのインスタンスにローカルまたはリモート アクセスするためのライセンスは不要です。


· お客様のライセンスでは、ライセンス取得済みのデバイスもしくは有効な Windows Vista Enterprise Centralized Desktop または Windows Vista Enterprise Centralized Desktop for Software Assurance ライセンスが割り当てられた他のどのデバイス上でも、本ソフトウェアのインスタンスをローカルで実行することはできません。
e) お客様のサーバーまたはストレージ メディア上でのインスタンスの作成と格納　　お客様は、取得する各ライセンス 1 つにつき、以下の追加の権利が許諾されます。
· お客様は、数に限りない本ソフトウェアのインスタンスを作成することができます。
· お客様は、本ソフトウェアのインスタンスをお客様の任意のサーバーまたはストレージ メディアに格納することができます。
· お客様は、前述の Windows Vista Enterprise Centralized Desktop または Windows Vista Enterprise Centralized Desktop for Software Assurance ライセンスに基づいて本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利を行使するためにのみ本ソフトウェアのインスタンスを作成して格納することができます。お客様は、インスタンスを第三者に頒布することはできません。
· お客様は、ライセンスを取得したデバイスに本ソフトウェアのインスタンスをインストールして使用することはできません。
f) ライセンス期間　　ライセンス契約に相反する規定がある場合であっても、Windows Vista Enterprise Centralized Desktop または Windows Vista Enterprise Centralized Desktop for Software Assurance に関するお客様のライセンスは永続的なものではありません。お客様は、サブスクリプションまたは Windows ソフトウェア アシュアランスの有効期限の満了後に、ライセンスに基づく本ソフトウェアへのアクセスもしくは使用は禁止されます。
12.
Microsoft Desktop Optimization Pack (MDOP) for Software Assurance I
Windows Vista Business ソフトウェア アシュアランスの有効な契約期間中、お客様には MDOP for Software Assurance のライセンスを取得する資格が与えられます。これらのライセンスは、ソフトウェア アシュアランスとは別にオプションで購入します。詳細については、製品表をご覧ください。お客様がこの特典を行使する場合、取得する各 DOP for Software Assurance ライセンスについては以下に挙げる権利を有することになります。
a) インストールおよび使用権　　「ライセンスを取得したデバイス」とは、お客様が、対象となる対応ライセンスと Windows Vista Business Software Assurance を割り当てたデバイスです。
ライセンスを取得したデバイス　　お客様は、ライセンスを取得したデバイスに本ソフトウェアをインストールして使用することができます。本ソフトウェアの一部の機能は、ライセンスを取得したデバイス上のソフトウェアを管理するように設計されています。お客様はライセンスを取得したデバイスで実行するソフトウェアを管理する場合にのみ、他のデバイスでその機能を使用できます。また、お客様は、お客様のドメイン内のデスクトップに対する MDOP ライセンスを取得している場合に限り、次のコンポーネントを使用して、そのドメイン内のサーバー上のソフトウェアを管理することができます。
· Advanced Group Policy Management
· Asset Inventory Service
· Diagnostics and Recovery Toolset
ライセンスを取得済みのデスクトップで AIS を使用する場合、これらの製品使用権の「オンライン サービス」の章の「追加条件」に従うものとします。Microsoft によるお客様情報の収集および用途については、https://sc.microsoft.com/Help/Privacy.htm の本オンライン サービスのプライバシーに関する声明をご参照ください。
b) 追加のライセンス条件および追加の使用権
リモート アクセス　　お客様は、以下の条項に従い、ライセンス取得済みのデバイスで実行する DOP for Software Assurance ソフトウェアに別のデバイスからリモート アクセスし、使用することができます。
· 主要ユーザー　　デバイスの特定の 1 名の主要ユーザーは、他のどのデバイスからでも本ソフトウェアにリモート アクセスし、使用することができます。サポート サービスを受ける場合を除き、別のユーザーが同時に同じライセンスに基づいて本ソフトウェアを使用することはできません。
· 主要ユーザー以外のユーザー　　任意のユーザーは、個別にライセンスを取得したデバイスから本ソフトウェアにリモート アクセスし、使用することができます。
· リモート アシスタンス　　お客様は、サポート サービスを受ける場合には、任意の数のデバイスから本ソフトウェアにアクセスすることを許可することができます。この場合には、追加のライセンスを取得する必要はありません。
c) ライセンス期間　　対応する Windows ソフトウェア アシュアランスの有効期間終了後、お客様は本ソフトウェアにアクセスしたり、使用したりすることはできません。
付録 2 – インターネット ベースのサービス
インターネット ベースのサービス　　Microsoft は、本製品についてインターネット ベースのサービスを提供することがあります。Microsoft は随時このサービスを変更または中止できるものとします。お客様は、これらのインターネット ベースのサービスに害を及ぼす可能性のある方法、または第三者によるそのサービスの使用を妨げる方法で、これらのインターネット ベースのサービスを使用することはできません。また、サービス、データ、アカウント、またはネットワークへの不当なアクセスを試みるためにこれらのサービスを使用することは一切禁じられています。
A. インターネット ベースのサービスに関する承諾　　下の表は、インターネットを介して Microsoft またはサービス プロバイダのコンピュータ システムに接続するソフトウェアの機能をまとめたものです。表では、各機能が搭載されている製品も示しています。機能によっては、複数の製品に搭載されているものもあります。これらの機能の 1 つが接続する際、単独の通知が行われないこともあります。お客様はこれらの機能を解除したり、使用しないことも選択できます。これらの機能を利用することで、お客様はこの情報の送信に同意されたものとします。マイクロソフトがこれらの情報を利用してお客様を特定したり、お客様に連絡したりすることはありません。
コンピュータ情報　　これらの機能は、インターネット プロトコルを使用しており、お客様のインターネット プロトコル アドレス、オペレーティング システムの種類、ブラウザの種類、お客様が使用している本ソフトウェアの名称およびバージョン、お客様が本ソフトウェアをインストールしたデバイスの言語コードなどのコンピュータ情報を適切なシステムに送信します。Microsoft は、インターネット ベースのサービスをお客様に提供するためにのみ、これらの情報を利用します。
B. 情報の使用　　Microsoft はソフトウェア製品やサービスの改良のために、コンピュータ情報、エラー レポート、および悪意のあるソフトウェアに関するレポートを利用することができます。また、ハードウェア ベンダーやソフトウェア ベンダーなど他の企業と情報を共有する場合もあります。かかる他の企業についても、Microsoft ソフトウェアと一緒に動作するそれぞれの製品を改良するため、その情報を使用することができます。


C. インターネット ベースのサービスの不正使用　　お客様は、これらのサービスにダメージを及ぼす可能性のある方法、または第三者によるそのサービスの使用を妨げる方法で、これらのサービスを使用することはできません。また、サービス、データ、アカウント、またはネットワークへの不当なアクセスを試みるためにこれらのサービスを使用することは一切禁じられています。
	機能
	説明
	製品
	詳細情報の参照先

	Auto Root 更新
	Auto Root 更新機能は、信頼できる証明機関のリストを更新するものです。お客様は Auto Root 更新機能を解除することができます。
	•Expression Studio Professional Edition*

•MSDN*

•TechNet Plus*

•Visual Studio*

•Windows EBS 2008

•Windows FLP

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)
•Windows Vista

•Windows Web Server 2008


	Windows Vista プライバシーに関する声明 (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=20615)

または
Windows Server プライバシーのハイライト (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=34493)

	自動更新
	ソフトウェアを最新の状態に保つために、ソフトウェアがインターネット経由で随時 Microsoft またはサービス プロバイダのコンピュータ システムに接続します。接続する際には、別途通知が行われない場合があります。ソフトウェアが接続したときには、Microsoft はお客様のソフトウェア バージョンをチェックし、更新プログラムの使用を推奨し、お客様のデバイスに更新プログラムをダウンロードします。更新プログラムをダウンロードするときに、お客様に通知しない場合があります。お客様はこの機能を解除することができます。

	Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition および Web Antimalware Subscription for Forefront Threat Management Gateway Medium Business Edition
	プライバシーに関する声明 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=116592)

	デジタル証明書
	本ソフトウェアはデジタル証明書を使用しています。これらのデジタル証明書は、X.509 標準により暗号化された情報を送信するインターネット ユーザーの身元を確認するものです。電子認証をファイルやマクロの電子署名に使用して、ファイルの内容についての整合性や作成元を証明することもできます。本ソフトウェアは、インターネットが使用できる場合はそれを使用して、証明書を取得し、証明書失効リストを更新します。
	•Expression Studio Professional Edition*

•Office System 製品およびスイート
•Microsoft Hyper-V Server 2008

•MSDN*

•TechNet Plus*

•Visual Studio*

•Windows EBS 2008

•Windows FLP

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)

•Windows Vista

•Windows Web Server 2008


	http://www.office.microsoft.com/en-us/FX010986541033.aspx

または
Windows Vista プライバシーに関する声明 (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=20615)

または
Windows Server プライバシーのハイライト (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=34493)

	エラー レポート
	このソフトウェアは、エラーが発生したソフトウェア コンポーネントを記したエラー レポートを Microsoft に自動的に送信します。お客様が、送信するように選択しない限り、ファイルまたはメモリのダンプが送信されることはありません。また、本ソフトウェアの使用中に発生する特定のエラーに関する情報を Microsoft が収集できるようにするために、小さなファイルをお客様のコンピュータに随時ダウンロードします。
	•System Center Mobile Device Manager 2008 

•System Center Mobile Device Manager 2008 with SQL Server 2005 Technology

•Windows EBS 2008

•Windows SBS 2008
	http://oca.microsoft.com/en/dcp20.asp

	Groove ソフトウェアとサー
ビス
	ソフトウェアに Groove が含まれている場合、お客様はインターネット経由で他のユーザーと直接コミュニケーションすることができます。インターネットに接続していない場合、コミュニケーションの内容は Microsoft サーバーによって暗号化され、後に配信されます。お客様は、このサービスを無効にすることはできません。
お客様の Groove アカウントおよびコンピュータに関する一部の情報は、たとえば、次のような場合に連絡先に通知されます。
●連絡先リストに連絡先を追加した場合
●お客様のユーザー アカウントを新しいデバイスにインポートした場合
●ユーザーの連絡先情報を更新した場合
●Groove ワークスペースへの招待を、招待ファイルを参照する URL を使用して送信した場合

これらの場合、お客様およびお客様のデバイスに関する情報がお客様の連絡先に送信されることがあります。Microsoft サーバーを使用するよう Groove を設定した場合、サーバーはお客様のコンピュータおよびユーザー アカウントに関する情報を収集します。
	•Office System 製品およびスイート
	Microsoft Office Groove 2007 プライバシーに関する声明 (http://www.office.microsoft.com/en-us/products/FX101153391033.aspx)

	Information Rights Management
	本ソフトウェアには、お客様の許可なく印刷、複製、他者への送信ができないコンテンツを作成する機能が含まれています。お客様は、この機能を最初に使用する際に、マイクロソフトに連絡しなければならない場合があります。また、年 1 回、この機能を更新するためマイクロソフトに連絡することが必要な場合があります。お客様はこの機能を使用しないことを選択することもできます。
	•Office System 製品およびスイート
	http://www.office.microsoft.com/en-us/assistance/
HA010397891033.aspx

	IPv6 Network Address Translation (NAT) Traversal service (Teredo)
	これは、既存の家庭用インターネット ゲートウェイ デバイスを IPv6 に移行させるための機能です。IPv6 は次世代のインターネット プロトコルです。ピアツーピア アプリケーションで必要とされることの多いエンドツーエンド接続が利用できます。これを実現するため、本ソフトウェアを起動するたびに、公開されている Teredo インターネット サービスの検索が Teredo クライアント サービスによって実行されます。その場合、クエリーがインターネットに送信されることはありません。このクエリは、標準の DNS (ドメイン ネーム サービス) 情報のみを転送してお客様のコンピュータがインターネットに接続されているかどうかを判断し、パブリック Teredo サービスを探すことができます。お客様が次のいずれかに該当する場合 :
•
IPv6 接続を必要とするアプリケーション (Windows ミーティング スペースなど) を使用する場合
•
常に IPv6 接続が有効となるようファイアウォールを設定してある場合
上記のいずれかに該当する場合、初期設定では、標準的インターネット プロトコル情報が定期的に、Microsoft の Teredo サービスに送られることになります。それ以外の情報が Microsoft に送られることはありません。初期設定を変更して、Microsoft 以外のサーバーを使用することができます。また、"netsh" というコマンド ライン ユーティリティを使用して、この機能を無効にすることも可能です。
	•Microsoft Hyper-V Server 2008

•Windows EBS 2008

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Vista

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)

•Windows Web Server 2008
	Windows Vista プライバシーに関する声明 (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=20615)

または
Windows Server プライバシーのハイライト (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=34493)

	アップグレード時における悪質なソフトウェアの削除/除去
	本ソフトウェアはインストールの前に、お客様のデバイス上で、http://www.support.microsoft.com/?kbid=890830 に掲載されている特定の悪質なソフトウェア (「マルウェア」) をチェックし削除します。本ソフトウェアがお客様のデバイスの悪意のあるソフトウェアをチェックすると、悪意のあるソフトウェアの検出の有無や、チェック中のエラーの有無に関するレポートが Microsoft に送られます。レポートの内容で、お客様の身元の特定に結び付く情報は一切ありません。お客様は、本ソフトウェアのマルウェア報告機能を http://www.support.microsoft.com/?kbid=890830 に記載されている手順に従って無効にすることができます。
	•Windows EBS 2008

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Vista

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)

•Windows Web Server 2008
	Windows Vista プライバシーに関する声明 (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=20615)

または
Windows Server プライバシーのハイライト (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=34493)

	Microsoft Desktop Optimization Pack Asset Inventory Feature
	本ソフトウェアには、ターゲット コンピュータにインストールされているすべてのソフトウェアおよびハードウェアを識別できる資産一覧作成機能が装備されています。この機能により、この情報はインターネットを介して Microsoft またはサービス プロバイダのコンピュータ システムに送信されます。お客様は一覧作成の実施頻度を設定することができます。一覧作成が実施されても、別途通知が送られてくることはありません。この機能では、以下の情報と他の該当するシステム コンピュータ情報を送信するインターネット プロトコルを使用します。
· IP アドレス
· コンピュータ名
· オペレーティング システムの種類
· コンピュータのメーカー、モデル、シリアル番号など特定のハードウェア属性
· ユーザー プロファイル名
· ライセンス取得済みデバイスの言語コード
· インストールしたソフトウェアの名前、バージョン、プロファイル情報
	•MDOP
	https://sc.microsoft.com/Help/Privacy.htm

	Money サービス & 更新プログラム
	これらのサービスは、お客様がサービス プロバイダから別途有料で取得する必要があることがあります。お客様がこれらのサービスと更新プログラムを使用すると、口座名、金融取引、振込先、予算額、および通知の設定などの情報が適切なシステムに送信されることがあります。接続が行われる際、通知が行われない場合があります。お客様はこれらの機能を解除したり、使用しないことも選択できます。これらの機能に関する詳細は、本ソフトウェア付属の文書をご参照ください。Microsoft はお客様のコンピュータに対し、インターネット ベースのサービスの使用を継続するために必要な更新プログラムを含む、ソフトウェアの更新プログラムをダウンロードしインストールすることがあります。お客様はこれらの機能を利用することによって、http://www.microsoft.com/money/internet_essentials.mspx に掲載されている Money インターネット ベース サービス ポリシーに記載されたこれらの機能の使用条件に同意するものとします。
	•Money 2007 Deluxe Edition
	ソフトウェア付属の文書

	ネットワーク接続状況アイコン
	この機能を使用すると、ネットワーク トラフィックのパッシブ モニタリングか、有効な DNS ないし HTTP クエリーによって、システムがネットワークに接続されているかどうかが判断できます。クエリーによって転送されるのは、ルーティングを目的とした、標準の TCP/IP または DNS 情報だけです。お客様は、レジストリ設定により、このアクティブ クエリー機能を解除することができます。
	•Windows EBS 2008

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Vista

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)

•Windows Web Server 2008
	Windows Vista プライバシーに関する声明 (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=20615)

または
Windows Server プライバシーのハイライト (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=34493)

	Real Simple Syndication (「RSS」) フィード
	このソフトウェアは、Microsoft が RSS を使ってオンラインによって提供する更新済みコンテンツを含むページだけを表示します。
	•Visual Studio 2008
	マニュアル

	Web コンテンツ機能
	本ソフトウェアに含まれる機能は、Microsoft から関連コンテンツを読み出し、そのコンテンツをお客様に提供することができます。コンテンツを提供するために、これらの機能は、お客様が使用しているオペレーティング システムの種類、ソフトウェアの名称およびバージョン、お客様がソフトウェアをインストールしたデバイスのブラウザの種類および言語コードを Microsoft に送信します。これらの機能の例としては、クリップ アート、テンプレート、オンライン トレーニング、オンライン アシスタンス、および Appshelp が挙げられます。お客様は、これらの Web コンテンツ機能を使用しないことも選択できます。
	•Encarta Premium および Microsoft Student with Encarta Premium
•Office System 製品およびスイート
•Windows EBS 2008

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Vista

•Windows FLP

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)
•Windows Web Server 2008
	http://www.office.microsoft.com/en-us/FX010986541033.aspx

	Windows Media Digital Rights Management
	コンテンツ所有者は、著作権を含む知的財産権を保護する目的で、Windows Media Digital Rights Management 技術 (WMDRM) を使用しています。本ソフトウェアおよび第三者のソフトウェアは、WMDRM が保護するコンテンツを再生、複製する際に WMDRM を使用します。本ソフトウェアがコンテンツを保護できない場合、コンテンツ所有者が Microsoft に対して、保護されたコンテンツを WMDRM で再生または複製する本ソフトウェアの機能を無効にするよう要請することがあります。無効にされた場合も、それ以外の保護されないコンテンツは影響を受けません。保護されたコンテンツのライセンスをダウンロードする際、お客様は Microsoft がライセンスに失効リストを含めることに同意したものとします。コンテンツ所有者は、お客様が彼らのコンテンツにアクセスする前に、WMDRM のアップグレードを要請することがあります。WMDRM を含む Microsoft ソフトウェアは、アップグレードに先立ってお客様の同意を求めます。アップグレードを行わない場合、お客様はアップグレードが必要なコンテンツにアクセスできません。インターネットに接続する WMDRM 機能は解除することができます。この機能が解除されている場合でも、正規のライセンスを取得しているコンテンツを再生することは可能です。
	•Expression Studio Professional Edition*

•MSDN*

•TechNet Plus*

•Visual Studio*

•Windows EBS 2008

•Windows FLP

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Vista

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)

•Windows Web Server 2008


	Windows Vista プライバシーに関する声明 (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=20615)

または
Windows Server プライバシーのハイライト (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=34493)

	Windows Media Player
	お客様が Windows Media Player を使用すると、Microsoft に対して以下が確認されます。
•
お客様の地域で利用可能なオンライン音楽サービス
•
Windows Media Player の最新バージョン、および
•
Codec (コンテンツの再生に必要な Codec がデバイスにない場合) 

最後の機能は解除することができます。
	•Windows EBS 2008

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Vista

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)

•Windows Web Server 2008

•Expression Studio Professional Edition*

•MSDN*

•TechNet Plus*

•Visual Studio*
	http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=44073

または
Windows Server プライバシーのハイライト (http://go.microsoft.com/
fwlink/?linkid=34493)

	Windows Rights Management Services
	本ソフトウェアには、お客様の許可なく印刷、複製、他者への送信ができないコンテンツを作成する機能が含まれています。お客様はこの機能を使用しないことを選択することもできます。
	•Windows Server 2008

•Windows Web Server 2008
	http://www.microsoft.com/WINDOWS/RM/PRIVACY

	Windows Time Service
	このサービスは、time.windows.com と週に 1 回同期することで、お客様のコンピュータの時刻を正確に設定するものです。また、この機能を解除したり、日付と時間コントロール パネル アプレットで、希望する時間情報提供源を選択したりすることができます。接続には標準の NTP プロトコルを使用します。
	•Microsoft Hyper-V Server 2008
•Windows EBS 2008

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Vista

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)

•Windows Web Server 2008
	Windows Vista プライバシーに関する声明 (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=20615)

または
Windows Server プライバシーのハイライト (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=34493)

	Windows Update (または Microsoft Update) 機能
	お客様は、お客様のデバイスに新しいハードウェアを接続することができます。お客様のデバイスにはそのハードウェアと交信するのに必要なドライバが備わっていない場合があります。この場合、本ソフトウェアの更新機能により、Microsoft から適切なドライバを取得し、お客様のデバイスにインストールすることができます。この更新機能は解除することができます。
	•BizTalk Server 2006 R2

•Expression Studio Professional Edition*

•Microsoft Hyper-V Server 2008

•MSDN*

•TechNet Plus*

•Visual Studio*

•Windows EBS 2008

•Windows FLP

•Windows HPC Server 2008

•Windows SBS 2008

•Windows Server 2008 
(すべてのエディション)

•Windows Vista

•Windows Web Server 2008


	Windows Vista プライバシーに関する声明 (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=20615)

または
Windows Server プライバシーのハイライト (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=34493)

	*Microsoft オペレーティング システムに関連する場合


特定の製品に適用される例外規定と追加の条件





B 欄に例外規定と追加の条件の記載があることを示すアスタリスク (*) をご確認ください
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